
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　俺────天てん上じよう優ゆう夜やは、虐いじめられている。

　それも、今に始まったことじゃない。

　昔から……それこそ、幼よう稚ち園えんのときから、虐められてきた。

　どんなにやめるように頼たのんでも、さらに面おも白しろがって虐めはエスカレートしていくし、先生にどれだけ伝えても聞いてすらもらえなかった。

　それどころか、全面的に俺が悪いとさえ言われる始末。

　学校の連中や、先生たちから酷ひどい扱あつかいを受けるだけなら、まだよかった。

　でも、俺は家族からの愛情も、向けられなかった。

　生まれた直後は、可愛かわいがってくれたと思う。

　なんせ、両親にとって初めての子供だったわけだからな。

　だが、結局そこまでだった。

　俺の意思とは関係なく醜みにくくなっていく顔。

　食べるときも一いつ般ぱん的な食事量であるにもかかわらず、体はどんどん太っていく。

　運動をして瘦やせようとしたこともある。

　しかし、そんな俺を嘲あざ笑わらうかのように、体重は増える一方だった。

　食事の量は変えていないのに。

　何かの病気かもしれない。

　そう思ったときには……両親の愛情は完全になくなっていた。

　双ふた子ごの弟妹きようだいが生まれたのだ。

　二人とも、俺とは似ても似つかない綺き麗れいな顔立ちで、そんな二人に両親は愛情をたっぷり注いでいった。

　それから俺の扱いは一変した。

　食事は、双子ばかりいい物を食べさせてもらい、俺は昨日の残りを貰もらうだけ。

　貰えるだけましかもしれないが、多くは残飯だったり、賞味期限や消費期限の過ぎたモノが主な俺の食事だった。

　洗せん濯たくも双子の服が汚よごれるからという理由だけで一いつ緒しよに洗ってもらえず、さらに水道代が勿もつ体たいないという理由で、そのまま俺の服は放置される。

　だから、小学生の俺はいつも一人で自分の服を公園の水飲み場を使って洗っていた。

　服と言えば、双子は新品を買ってもらえるのに、俺はいつもボロボロの服だけ。

　小学校のランドセルも中学校と高校の学生カバンも俺だけボロボロで、双子はいつも新品だった。

　双子は俺より一つ年下で、これらの理由から、俺は幼稚園に入ったころから多くのことは自分でやらなきゃダメだった。

　すごく羨うらやましかった。

　俺は何もしてない……いや、何もしてないのがいけないのか？

　どれだけ訴うつたえても、両親は俺の声を聞いてすらくれなかった。

　そんな理由から、俺が病気かもと思っても、病院にすら行けなかったのだ。

　一応、必要最低限の食事は与あたえられていたことを考えると、俺は恵めぐまれているのだろう。

　たとえそれが、両親にとって外聞を気にするからという理由であったにしてもだ。

　────しかし、そんな俺にも、優やさしくしてくれた人がいる。

　それは、もう亡なくなったおじいちゃんだった。

　いろいろな場所に行っては、いつも変なお土産みやげを持って帰って来るおじいちゃんは、あまり家にいることがない。

　でも、帰って来てるときは、おじいちゃんは醜い俺をいつも可愛がってくれた。

　それこそ、双子なんかよりも俺だけをずっと可愛がってくれたのだ。

　そんなおじいちゃんも、昔からあちこち飛び回って、変なモノばかり収集する変人として知られており、両親もおじいちゃんのことを毛け嫌ぎらいしていたりした。

　小学生になってからは、おじいちゃんの家が近いこともあって、おじいちゃんが家にいるときはいつも遊びにいっていた。

　俺の扱いに憤ふん慨がいしたおじいちゃんが、周囲に訴えかけても、俺の見た目やおじいちゃんを変人扱いする周囲の声によって、すべて潰つぶされてしまったのだ。

　そんな、俺に優しくしてくれたおじいちゃんも……死んでしまった。




『優夜。決して負けるんじゃないぞ。なぁに、大だい丈じよう夫ぶ。辛つらいことがあっても、笑えみを浮うかべていれば、幸せはきっとやって来るさ。いつか、お前に酷いことをしたヤツらを見返せるくらいにな。……それに、これから先の優夜の人生は長い。その長い人生の中で、焦あせることなく、ゆっくりと自分と向き合っていきなさい。大丈夫、優夜ならできるさ』




　そう俺に告げて、おじいちゃんは息を引き取った。

　しかも、俺におじいちゃんが住んでいた家と、財産を譲ゆずってくれたのだ。

　もちろん、両親がそれを奪うばおうとしてきたが、おじいちゃんが徹てつ底てい的な根回しをしていたらしく、両親は結局俺から奪い取ることができなかった。

　だが、その結果、両親は俺を育てることを完全に放ほう棄きした。

　まあ当たり前の結果と言えば、そうだな。

　だから、俺は家を出て、おじいちゃんの家に住むことになった。

　おじいちゃんの財産も、決して多いわけではないし、両親からの援えん助じよ金も一いつ切さいない。

　それでもおじいちゃんは俺を高校に行かせるために、中高一いつ貫かん校に入学できるだけのお金を用意してくれていたのだ。

　そんなおじいちゃんのおかげで入学金や授業料は払はらえたが、それ以外の生活費はおじいちゃんの残してくれたお金だけでは厳しく、バイトを掛かけ持ちしながら日々生活していた。

　そして今、急がないとバイトに遅おくれるのに、それを止められて無理やり体育館裏に連行されていた。

　ここでされることと言えば────。




「クソデブの分際で生意気なんだよっ！」

「がふっ!?」

　集団リンチだった。

　殴なぐる蹴けるの連続。

　息をするのもやっとで、お金がない俺はいつも昼飯を抜ぬいているため、口からは胃液だけが出てくる。

　しばらくして、殴ったりすることに飽あきたのか、虐めの主犯格である同じクラスの荒あら木き武たけしが、咳せき込む俺の髪かみの毛を摑つかみ、顔を持ち上げた。

　荒木は、いわゆる不良というヤツで、金きん髪ぱつにピアスをしている。

　制服も着き崩くずしていて、この高校周辺で活動している【レッドオーガ】という不良チームに参加しているのだとか。

「ガハッ！　ゴホッ！」

「おい、クソデブ。テメェ調子に乗ってないか？　テメェは俺が殴りたいときに殴られるサンドバッグだ。そのサンドバッグの分際で……何帰ろうとしてんだよっ！」

「かへっ!?」

　俺の顔面に、鋭するどい膝ひざ蹴りが突つき刺ささる。

　鼻血が止まらず、顔じゅうがとても痛い。

「おいおい、荒木。顔はやめておいた方がいいんじゃね？　傷残るぞ？」

「大丈夫だって。こんなクズ、誰だれも見向きもしねぇよ」

「キャハハハ！　マジウケるんですけどぉ！」

　何人かの派手な見た目をした女子が、俺の姿をスマホで撮とってくる。

　その様子を見ていた荒木が、何やら思いついたようで、黒い笑みを浮かべた。

「そうだ、せっかく写真撮るんなら、全ぜん裸らを撮ってやろうぜ？」

「おっ！　いいじゃんいいじゃん！　それなら、もっと人集めようぜー」

「おっしゃ、知り合い全員にメッセージ送れよな～」

「っ!?　や、やめ……」

「口開くんじゃねぇよ、クソがっ！」

「アガッ!?」

　またも、俺の顔に蹴りが突き刺さる。

　意識が朦もう朧ろうとしてきて、今にも気を失いそうになるが、気を失ってしまえば、どうなるか分かったものではない。

　しかし、無力な俺には、どうすることもできず、周囲には荒木たちが呼んだ人たちが集まって来ていた。

「おいおい、楽しいことがあるっていうから来てみれば……」

「まさかゴミの顔を見るなんてね」

　不意に投げかけられる冷たい声に、何とか視線を向けると、そこには整った顔立ちの、非常によく似た兄妹が立っていた。

　────天上陽よう太たと天上空そら……つまり、俺の弟と妹だった。

　一つ年が下なので、中学では時々出会うのだが、そのたびに侮ぶ蔑べつの視線を向けられてきた。

　俺は今年高校一年になり、二人は中学三年生になるのだが、結局顔を合わせる機会はどこかであるかもしれない。

　こんな校舎裏などに普ふ通つうなら用もないだろうが、今回は荒木に集められたのだろう。

「あ？　陽太、知り合いか？」

「ええ、まあ。認めたくないですが、一応兄……ということになってます」

「兄貴!?　おいおいウソだろ!?　ぎゃはははははははっ！　似てねぇなぁ!?」

　荒木は、俺を見て大だい爆ばく笑しようする。

「まあアレとは書類上の関係ですので、どうでもいいんですが」

「そうかそうか……まあいい。今日は楽しんでいけ」

　そんなやり取りの後、なんと二十人近くの人間が集まっており、とうとう俺は荒木たちの手で裸はだかにされていく。

　必死に抵てい抗こうしたし、口でも訴えたが、殴っては黙だまらされ、とうとう服を全部はぎとられた。

「ぎゃはははははははっ！」

「おいおい隠かくすんじゃねぇよ！」

「みっともねぇ体だなぁ!?」

　周囲から浴びせられる侮蔑の言葉と冷たい視線。悔くやしさと恥はずかしさで、唇くちびるを嚙かみしめながら、必死に耐たえる。

　しばらくの間、周囲にシャッター音が響ひびき渡わたると、荒木は集まった人たちに向けて口を開いた。

「今日は集まってくれてありがとよ！　んじゃ、そろそろお開きにするか！」

　そう言うと、俺に向き合い、笑みを深め────。

「おらっ！　吹ふっ飛べ、クソデブ！」

「あかっ!?」

　アゴに、強きよう烈れつな一いち撃げきをもらった俺は、無様に吹っ飛ばされ、そのまま気を失った。

　目を覚ましたころには、周囲には誰もおらず、空には月が浮かんでいた。

　荷物を確かく認にんすると、なけなしのお金は奪われ、教科書は破り捨てられ、脱ぬがされた服には泥どろ水みずがかけられていた。

「うっ……ぐっ……あぅ……」

　泣くのを必死に堪こらえるも、自分が惨みじめでどんどん辛つらくなってくる。

　……おじいちゃん。俺、どうしたらいいの……？

　これが、俺の────日常だった。








第一章　異世界へ









　辛い日々を乗り越こえ、俺は今、滅多にない癒いやしの時間を満まん喫きつしている。

　中学の卒業式が終わり、高校に入学するまでの短い休みに突とつ入にゆうしたのだ。

　本当ならこの短い休みの間にもバイトがあるはずだったが、それもなくなってしまった。

　理由は、この間の集団リンチのせいだ。

　あの日にあったバイトは、結局行けなかったから無断欠勤となってクビにされ、他のバイト先では、体中の傷が原因でクビにされた。

　理り不ふ尽じんだと思ったし、メチャクチャ悔しかったけど、今の俺にはどうすることもできない。

　この休み、筋トレでもしてみようかな？　それで何か変わるとは思えないけど。

　いろいろ思うことはあるが、新しいバイトを見つけたりしなきゃいけない。

　でも、今は時間が少し空いているから、久しぶりにこの家を掃そう除じしよう。

　そう考えた俺は、すぐに雑ぞう巾きんや掃除機を持ち出して、家の大掃除を始めた。

　普ふ段だんから簡単に掃除をしているとはいえ、しっかり掃除をしてみると、汚よごれが多い。

　それに、おじいちゃんの家は結構広いので、こういう機会がないと全部の部屋を掃除するのは難しいのだ。

　……いや、分かってる。これが、現実から逃にげてることなのは……。

　暗い気持ちのまま、バケツの水を替かえるために洗面台に向かうと、そこの鏡に映し出された自分の顔が嫌いやでも目に入った。

　細く小さい目。小さく鼻の穴が大きい豚ぶた鼻ばな。エラが張っていて、頰ほお骨ぼねが浮き出ているのに、顔全体はブクブクに太っていて、ニキビやそばかすだらけ。

　分厚い唇に歯並びの悪い口。

　髪が薄うすく、若ハゲ気味。

　これが、俺の顔。

　両親にも、あの双ふた子ごにも似ていない、俺の顔。

　それを見て、俺の中に溜たまっていたものが溢あふれ出してきた。

「あ……あああ……あああああああああああああああああっ！」

　何度も何度も鏡を殴りつける。

　必死に目の前の存在を消そうと、俺は手から血が出ようが構わず殴り続けた。

[image: ]

　そして、バケツを大きく振ふりかぶり、鏡にぶつけると、鏡は呆あつ気けなく割れる。

「はぁ……はぁ……」

　鏡が割れたことで、少し落ち着くことができたが、俺の中のモヤモヤは晴れなかった。

　床には、鏡の破は片へんと、俺の血が落ちている。

　……どんなに喚わめいても、俺の状じよう況きようは変わらない。

　できることなら整形したかった。

　でも、お金がない俺には、どうすることもできない。

　生活費を稼かせぐので精いっぱいなのだ。

　暗い現実を見て、俺の心は沈しずんでいくばかり。

　────俺はいったい、何になりたいんだろう。

　今の俺に、未来は見えない。就職もまともにできないだろう。

　だからこそ、今を生きるので必死で将来何になりたいかとか、そんな夢を考えたことがなかった。

　夢……夢か……どうせ夢を抱いだいても、俺には無意味だろう。

　今の俺に、夢を叶かなえる力も気力もないんだから……。

「クソッ！」

　自分の無力さに苛いら立だち、俺は強く壁かべを殴なぐりつけた────その瞬しゆん間かんだった。

「え……!?」

　突とつ然ぜん、壁が忍にん者じや屋や敷しきのように回転し、俺の知らない部屋が目の前に現れたのだ。

「な……なんだ、これ……」

　今までおじいちゃんの家で生活してきて、こんな部屋は見たことがない。

「どうしてこんな部屋が……」

　謎なぞの隠し部屋を見つけた俺は、最初こそ警けい戒かいしていたものの、すぐに好こう奇き心しんが勝まさり、気づけば部屋の中に入っていた。

「ここは……」

　するとそこは、おじいちゃんが世界中を飛び回って収集したであろう品々が置かれている部屋だった。

　おじいちゃんは世界中を飛び回ってはお土産みやげを買って帰って来てたけど、それをどこに片づけていたのかを俺は知らなかった。

　だからこんな隠し部屋のような場所にその品々が置かれていることに本当に驚おどろいたのだ。

　呆ぼう然ぜんと目の前に広がる世界中の品々を眺ながめていると、俺はふと奇き妙みような感覚に陥おちいった。

「な、なんなんだ？　いったい……」

　今まで感じたことのない感覚に戸と惑まどいながらも、その感覚に導かれるように部屋の中を進んでいく。

　すると、昔おじいちゃんに見せてもらった物や、完全に初見の物など、様々な品が目に入った。

「……何だ？　あのお面。鬼神みたいで怖こわいな……ん？　あれは……何の人形だ？」

　鬼神のような面や、俺より大きいマネキンみたいな物。

　他にも、バスケットボールサイズの赤色の立方体や、どういう原理なのかは分からないが、台座の上でくるくると回りながら浮ういている変な石。

　中には、エジプトのファラオが入っているような棺ひつぎまで置いてあった。

　周囲の品々を見み渡わたしながら歩いていると、俺はさっきから感じている感覚が、何かが俺を呼んでいるのだと気づいた。

　その感覚に導かれるように、さらに中を進んでいく。

　……これ全部おじいちゃんが集めたんだよな……。

　昔はよくおじいちゃんが自じ慢まんしてくれたけど、俺はどれもそのすごさが分からなかった。そんな何気ないおじいちゃんとの思い出が頭に浮かんで俺はまた泣きそうになる。

　おじいちゃんが集めた物だが、用よう途とが分からない物だらけなので、今となってはほぼガラクタ同然だ。おじいちゃんが生きていれば、また色々教えてくれたのにな……。

「これ、どうしよう……ん？」

　この品々に触さわろうにも、何か起こったら怖いしなぁと考えていると、ふと奥の方に置いてあるものに視線が移った。

　それは、まるで壁から抜ぬきだしたような形で存在する、扉とびらだった。

　木製の扉で、大きなフクロウが彫ちよう刻こくされており、ふちの木々にも彫刻が施されていた。

「これも持って帰って来たのかな……？」

　この扉を？

　もし持って帰って来たのだとすると、どこの扉よ。

　まあ、扉だけなので、開いたところで後ろの壁が見えるだけだろう。

　だが、俺はその扉を見た瞬間、今まで感じていた奇妙な感覚が強くなった。

「まさか……あの扉か？」

　目の前の扉に俺は見覚えはない。

　だが、俺の目と意識はその扉に釘くぎ付づけにされていた。

　この扉こそが、俺を呼んでいるモノの正体なのだろうか……。

「あの扉に何かあるのか？」

　そう思いながら、扉のノブに手を伸ばし、開いてみると────。

「…………え？」

　そこは、見慣れない部屋だった。

　ログハウスのような内装で、木製の大きなテーブルと椅い子すがひとつに、同じく木製のクローゼット。そして剣けんや斧おのといった武器が、山のように置いてあった。

「え？　は？」

　意味の分からない状況に、俺の頭はパンク寸前だった。

　すると、不意に目の前に半はん透とう明めいの板みたいな物が出現した。

「うわあっ!?」

　あまりにも唐とう突とつに出現したため、情けない声を出して尻しりもちをついてしまった。

　だが、半透明の板も、その状態の俺の目線の高さまで移動している。

「な、なんだよ、これ……」

　狼狽うろたえながら、目の前に出現した半透明の板に視線を向けると、そこにはこう書かれていた。

『スキル【鑑かん定てい】を獲かく得とくしました。スキル【忍にん耐たい】を獲得しました。称しよう号ごう【扉の主】を獲得しました。称号【家の主あるじ】を獲得しました。称号【異世界人】を獲得しました。称号【初めて異世界を訪おとずれた者】を獲得しました』

「え？」

　そこには、まるでゲームのメッセージのような物が表示されていた。

　か、鑑定？　忍耐？　それに、異世界って……。

　取りあえず、起き上がった俺は、一度自分の家に戻もどって、扉の周りを確かく認にんした。

「や、やっぱりどこにも繫つながってないよな？」

　扉の裏側を確認したりするが、俺の家の壁があるだけ。

　なのに、扉の先には見慣れないログハウス風な部屋が広がっているのだ。

「マジで何なんだよ……」

　この扉って一体……。

　そう思った瞬間、いつの間にか消えていた半透明な板が、再び出現した。

【異世界への扉】……突とつ如じよ地球に出現した、どこかの異世界へと続く扉。なぜ出現したのか、どうやって出現したのかは、神々さえ知らない。繫がる先は不明であり、一度異世界と繫がると、固定される。主となった者は、様々な機能を操あやつることができる。破は壊かい不可能。

　何と、扉の正体がいきなり分かったのだ。

　いや、分かったのはいいけどメチャクチャな内容だな!?

　ここまで来て、俺はようやく冷静になり、一つの答えに辿たどり着く。

「もしかして……スキルの【鑑定】ってやつか？」

　いや、でも……ここはログハウス風の部屋のなかじゃなく、俺の部屋なのだ。

　……待てよ？　なのに、なんで目の前にこのよく分からない板が出現するんだ？

「……考えてもよく分からないけど……これ、スキルとか確認できないのかな？」

　思わずそう呟つぶやくと、またも板が出現し、そこにはこう表示されていた。


【鑑定】……様々なモノを鑑定するスキル。

【忍耐】……状態異常や精神干かん渉しよう、または肉体的苦痛に大きな耐性を得る。



「……本当に出てきたよ」

　これで分かったが、さっきの扉を調べられたのは、この【鑑定】というスキルのおかげだろう。

　それにしても……ますます現実離ばなれしすぎてるな。

「これなら、称号とかも調べられるか？」

　ほぼ確信を抱きながらそう呟くと、案の定メッセージが出現した。


【扉の主】……異世界への扉の主。メニュー機能を使用することができる。

【家の主】……かつて、賢けん者じやが住んでいたといわれる家の新たな主。家の所有権を得る。

【異世界人】……異世界の人。普ふ通つうより経験値が多く手に入り、特とく殊しゆな成長をする。また、スキルを習得しやすくなる。レベルの上限を撤てつ廃ぱい。

【初めて異世界を訪れた者】……初めて異世界を訪れた者。別の称号である【開かい拓たく者しや】の効果以上にスキルや魔ま法ほうを発明しやすくなる。成長する過程で、いい方向に成長していく。また、【アイテムボックス】を使えるようになる。



「おぉ」

　よく分からないが、何となくすごそうだった。

【初めて異世界を訪れた者】に至っては、別の称号である【開拓者】とやらより優ゆう秀しゆうらしいし、【アイテムボックス】とやらも使えるようだ。……【アイテムボックス】ってなんだ？

　それに、【家の主】という称号の部分もよく分からない。どの家のことだ？

　そんな感想を抱いていると、【扉の主】の説明に書かれた、メニュー機能という部分に気づいた。

「メニュー機能？　これは一体……ってうわっ!?」

　また、別のメッセージが目の前に表示される。

　そこには……。





【異世界への扉】

所有者：天てん上じよう優ゆう夜や

機能：《換かん金きん》《転送》《入場制限》






　と書かれていた。

「換金？　何かをお金に換かえられるのか？　それに、転送と入場制限か……」

　全すべての項こう目もくに意識を向けると、詳くわしい説明にメッセージが変へん更こうされる。


【換金】……あらゆる物をお金に変換できる。

【転送】……所有者の現在置に、扉を出現させることができる。

【入場制限】……所有者の指定した人物のみ、扉を通ることができる。



「予想以上に高性能だな!?」

　つまり、仮に誰だれかがこの場所を見つけても、その先には行けないということだ。

　さらに言えば、この扉を盗ぬすんだとしても、俺のもとに帰ってくるという……。

「換金は正直何に使うのか分からないけど、まああっても損はないし、今はいいか」

　そんなことより、ここまでゲームみたいな展開なら、ステータスとかあるんじゃないか？

　ワクワクしながらそう思うと、目の前に新たなメッセージが表示された。





【天上優夜】

職業：なし、レベル：１、魔力：１、攻こう撃げき力：１、防ぼう御ぎよ力：１、俊しゆん敏びん力：１、知力：１、運：１、ＢＰ：０

スキル：《鑑定》《忍耐》《アイテムボックス》

称号：《扉の主》《家の主》《異世界人》《初めて異世界を訪れた者》






　絶望した。

　まさか、ステータスがオール１だなんて……学校の成績でさえ、ここまで酷ひどいものはとったことがないのに……。

　まあ、何となく分かってたことだけどね。

　それより、このＢＰってなんだ？

【アイテムボックス】もなぜかスキルの欄らんに追加されてるし……。


【ＢＰ】……ボーナスポイントの略。レベルアップ時に、10ポイントもらうことができ、好きなステータスに割り振ふることができる。ただし、異世界人の場合、10ポイントではなく、20ポイントもらえる。称号【初めて異世界を訪れた者】を持つ場合、ＢＰは１００ポイントもらえる。

【アイテムボックス】……特殊な空間を出現させ、好きなだけ物を出し入れすることができる。ただし、生物を収納することはできない。容量の限界はなく、大きさも問わない。



「……おぉ」

　取りあえず、ステータスにポイントを割り振ることができて、なおかつ俺の場合はお得だということが分かった。

【アイテムボックス】も、ゲームみたいな機能だと思えば、理解はできる。

　さて、ここまで確認できたわけだが、あと確認しなきゃいけないことと言えば……。

「あの部屋……だよなぁ……」

　さっきは誰もいなかったが、よく考えれば不法侵しん入にゆうだ。

　それで相手が怒おこって襲おそってきたら、たまったもんじゃない。

【家の主】という、よく分からない称号も手に入ったが、確認してみないことにはなんとも……。

　幸い、俺以外は扉とびらを通ることができないようなので、俺の家に逃にげ戻れば何とかなるが。

「……もう一度、見てみるか」

　そう決めて、俺は再びあの部屋に行くのだった。




　　　　＊＊＊




「誰もいない……よな……？」

　恐おそる恐る扉から顔を覗のぞかせ、周囲を確認するも、やはり人の気配はない。

　再び部屋の中に足を踏ふみ入れると、木の感かん触しよくが直じかに伝わって来た。

　部屋に入ると、机や椅子の他に木製のクローゼットもあり、中を見てみると、明らかに俺にはサイズの合わないであろう細身なシャツとズボン、そして下着が数着ずつ出てきた。

　非常に肌はだ触ざわりがいいだけに、ちょっと残念だ。

「あ、さっきは気づかなかったけど、窓があるじゃん」

　俺は窓に近づき、外の様子を確認する。

　すると……。

「うわぁ……」

　窓の外は、木々に囲まれていたのだ。

　俺の住む家は、こんな山奥みたいな場所じゃない。住宅街で、家の裏や前は、普通に車が通っている。

　なのに、こうして周囲が森ということは……。

「やっぱり異世界……または地球の別の場所に繫がってるとしか考えられないんだよなぁ」

　もしかしたら窓に超ちようリアルな絵が貼はってあるのかとも思ったが、窓を開けてみてその考えは捨て去った。

　都会では考えられないような、澄すんだ空気が胸いっぱいに入って来たし、車の音も聞こえなければ、工事の音もない、静かな空間が広がっているだけだ。

　窓を閉めて、部屋の中を改めて見み渡わたすと、机の上に紙が置いてあることに気づいた。

「なんだ？」

　紙を手に取り、内容を読み取ろうとするが、そこには俺の知らない不思議な文字が書いてあった。

「……読めん。異世界の言葉か？」

　分かるはずもないのに、少しの間手紙と睨にらめっこをしていると、メッセージが出現した。

『スキル【言語理解】を習得しました』

　おい、何だその便利そうなスキルは。

　すぐさま鑑かん定ていすると……。

【言語理解】……あらゆる言語を理解することができ、読み書きができるようになるスキル。

　本当に便利なスキルだった。

　これ、地球でも効果があるんなら、英語とか楽勝じゃねぇか。

　それはともかく、せっかくスキルを手に入れたので、再び手紙に視線を戻もどすと、さっきまでは読めなかった不思議な文字が、読めるようになっていた。

　要約すると、この部屋の主は、もうすぐ寿じゆ命みようが尽きるということで、この家を手放すことにしたらしい。

　そして家族もいないため、もしこの家を見つけた者がいれば、その人に所有権を渡わたすと。家の中の物も、すべてくれるそうだ。

　所有権の登録は、魔法の力で勝手に更こう新しんされるため、所有者以外が家に侵入することはできない……ということらしい。

　これは、【家の主】という称しよう号ごうを手に入れたことから、恐らく俺がこの家の所有者になったのだろう。

　それに、その称号の説明文から、賢者とやらが住んでいたことが分かるけど、どれだけすごい人だったんだろう？

　所有者以外が侵入できないようにするって結構すごいと思うけど、この世界では普通なのかな？

　てか今さらだけど、あの扉の先がこの場所に運よく繫つながっていたとは……俺としては大変ありがたいが。

「他の衝しよう撃げきが強くてスルーしかけたけど、魔法もあるんだよなぁ……」

　いや、この状じよう況きよう自体が非現実的すぎて、魔法と言われてもファンタジー要素が薄うすく感じてしまう。驚おどろきは小さいが、それでも未知の力というモノは何とも興味を惹ひかれるのだった。

　俺も使えるようになったりするんだろうか？

「まあいいや……取りあえず、この家には誰もいないし、これからも俺以外が入ってくることはないって分かって、一安心だな」

　俺も現金なもので、この家が俺のモノだと分かった途と端たん、一気に警けい戒かい心しんがなくなった。

　となると、今度はこの家にある物を見てみることになるのだが……。

「これ、本物だよなぁ……」

　俺の視線の先には、何種類もの武器が。

　その中で、一つ目についた剣けんを持ってみる。

「うおっ!?　お、重たい……」

　当たり前だが、俺の筋力はたいしてあるわけでもないので、剣を持っただけでよろめいてしまう。……本格的に筋トレしようかな。まあ昔はやってたけど、一年続けて結局筋肉はまったくつかなかったからね。

「それにしても……立派な剣だなぁ」

　両りよう刃ばの剣けんで、磨みがきたてのように輝かがやいており、刃はには俺の顔が綺き麗れいに映る。

　柄つかには、まったくと言っていいほど装そう飾しよくは施ほどこされていないのだが、素人しろうとである俺が見ても、手にある剣はすごい物だと感じさせる、風格のようなものがあった。

　ふと、俺は好こう奇き心しんから剣に【鑑定】を使用してみると……。

【全ぜん剣けん】……あらゆる剣の頂点。その刃は濁にごることなく輝き続け、切れ味は常に最高の状態で維い持じされる。全てのモノを斬きることができるとされるが、それは契けい約やく者しや次し第だい。非売品。契約者：天上優夜。

「マジかよ!?」

　予想以上にヤバいヤツだった！　しかもいつの間にか契約したことになってるし！　つか、非売品ってこんな物売れるわけないだろ!?　畏おそれ多すぎるわっ！

　え、賢けん者じやさんって何者!?

　この剣、乱雑に武器入れみたいな場所に入れられてたんだけど!?

　こんなヤバイ物を、適当に扱あつかえるなんて……。

　今となっては会うこともできない賢者に驚きながら、俺はこの剣を振ってみたいと思ってしまった。

「いや、男なら一度くらいは……ね？」

　誰に言い訳をしているのか分からないが、自分の行こう為いを無理やり正当化させる。……正当化できてねぇな。

　まあ、外の確かく認にんもしたかったので、俺はこの家の玄げん関かんに近づき、恐る恐る扉を開けた。

「おぉ！」

　すると、どうやらこの家の敷しき地ちは広かったらしく、家の目の前は庭のようになっており、畑のようなモノまであった。

「これ全部が家として認識されてるのか？」

　もし違ちがうなら、うかつに外に出られないんだが……。

　そう思っていると、目の前にメッセージが表示される。

『この家を囲う柵さくの中までが、所有者の土地です』

　おお、つまり、この庭にも誰だれも入ってこれないのか！　これで思いっきり外で剣を振り回せるぞ！　よく分からないけど、メッセージさんありがとう！

　俺の疑問に答えてくれたメッセージに感謝しつつ、俺は年とし甲が斐いもなくはしゃぎながら外に出た。

　そして、重たい剣を、自分なりに振ろうとする。

　だが……。

「うおおおおおおおおお!?」

　ダメダメでした。

　結果として、俺が剣を振るのではなく、剣に振り回されてました。

　適当に振ることすらできないとは……いや、分かってたけどね。

「はぁ……はぁ……いやぁ、楽しかった……」

　何もできてないくせに、俺は妙みような満足感に包まれながら、その場に寝ね転ころがる。

　すると、目の前に再びメッセージが現れた。

『スキル【剣術：１】を習得しました』

「へっ!?」

【剣術】スキル!?　振り回されてただけで!?

　それに、この剣術の横の数字って……。

【剣術：１】に意識を向けると、詳くわしい説明が表示される。【鑑定】スキル様様だな。

【剣術：１】……剣を扱うスキル。数字は熟練度を表しており、最高値は10。

　つまり、今の俺は剣を扱う超初心者ということか？

　いや、正直初心者と呼ぶのもおこがましいと思うんだけど……。

　それでも、こんなに簡単にスキルって習得できるモノなのか？

「…………あ、【異世界人】の効果か」

　恐らく、この称号が関係してるのだろう。

「そうだとしても、この速さで習得できるってのも変な話だけどなぁ……他の武器はどうだろう？」

　新しい好奇心を刺し激げきされた俺は、剣を元の場所に戻すと、他の武器を持って、庭に出た。

　それぞれに、鑑定をかけた結果、どれもヤバい品物ばかりで、ピックアップするとこんな感じである。


【絶ぜつ槍そう】……神槍を超こえた、唯ゆい一いつ無二の槍。契約者次第でどんなモノでも貫つらぬくことができると言われている。折れることはない。投げれば相手に必ず当たり、手元に戻って来る。非売品。契約者：天上優夜。

【死し鎌れん】……死神すら殺す大おお鎌がま。契約者が望むもの全すべてを切り裂さくと言われている。この鎌に斬られた存在は、どんな小さな切り傷であっても致ち命めい傷しようとなる。非売品。契約者：天上優夜。

【無限の籠こ手て】……殴おう打だの威い力りよくを上げるだけでなく、防具にもなる砕くだけることのない籠手。一いち撃げきが無限の攻こう撃げきとなる。非売品。契約者：天上優夜。

【無む弓きゆう】……姿形のない、究極の弓。契約者の意思に応じて、無限に矢を生成する。その矢は、世界を撃うち抜ぬくとされる。契約者が望む的に絶対当たる。非売品。契約者：天上優夜。



　などなど……。

　まあ、かなりの量があったけど、一応全部触さわってみることはできた。

　そこで感想を一つ。

　どれもヤベェ。

　何でこんなものがゴロゴロ転がってるのかも分からなければ、賢者が何者かも分からないが、それ以上に俺が契約者になってることがもっとヤバい。

　そして、今の俺のステータスは……。





【天上優夜】

職業：なし、レベル：１、魔ま力りよく：１、攻撃力：１、防ぼう御ぎよ力：１、俊しゆん敏びん力：１、知力：１、運：１、ＢＰ：０

スキル：《鑑かん定てい》《忍にん耐たい》《アイテムボックス》《言語理解》《剣術：１》《槍術：１》《鎌術：１》《格かく闘とう術：１》《弓術：１》《鞭術：１》《斧術：１》《鎚術：１》《杖術：１》《棒術：１》……ｅｔｃ。

称号：《扉とびらの主》《家の主あるじ》《異世界人》《初めて異世界を訪おとずれた者》






　もう意味が分からない。

　全部の武器で遊んでたら、こんな状況になったのだが、それにしたってこれはおかしいだろ。

　思わず顔を引きつらせていると、メッセージが出現した。

『条件を満たしました。全武術スキルを統合し、【真武術：１】を習得しました』

【真武術】ってなんぞ!?

　すぐに【鑑定】すると、こう表示された。

【真武術】……あらゆる武器や格闘術を修めた者のみ到とう達たつできる境地。全すべての武器や格闘術を使いこなすことができる。

　使いこなせませんけど!?

　無理だろ、どう考えても！　ただ武器に振り回されてただけなのに！

　だが、俺の意思とは関係なく、ステータスの表記が変へん更こうされており、あの大量にあった武器などのスキルが消え、【真武術】とやらになっていた。

　……賢者さんもこのとんでもスキルを有していたのだろうか？　……してたんだろうなぁ。

　よく分からないまま、俺はぶっ飛んだスキルを手に入れたのだった。




　　　　＊＊＊




　あれから、外に散らかした武器を片付けようとして、【アイテムボックス】というスキルを手に入れていたことを思い出し、それを使ってみることに。

　だが、いざ使ってみようとしたところで、どうすればスキルを発動できるのか分からず、取りあえず心の中で【アイテムボックス】と唱えると、俺の目の前に真っ黒い空間が出現した。

　突とつ如じよ現れた黒い空間に腰こしを抜かしたが、俺の意思ひとつで出現させたり、消しよう滅めつさせたりできることに気づくと、そのまま俺の家にあったボールペンを黒い空間に放ほうり込んでみた。

　そして、一度空間を消滅させ、再び出現させた後、その空間に恐おそる恐る手を突つっ込こむと、脳内にボールペンが入っているという情報が流れてきた。

　それからの行動は早く、早さつ速そく散らかした武器を次々と【アイテムボックス】に放り込んで片付けた。

　もちろん、出し入れが自由であることは確認済みだ。地球でも出せたのは驚いたけどな。

　そんな確認を一通り終えたあと、精神的に疲つかれた俺は、よろよろとした足取りで不思議な扉をくぐり、おじいちゃんの隠し部屋に戻もどった。

　夢じゃ……ないんだなぁ……。

　思わず遠い目をしていると、不意にお腹なかが鳴った。

　時計を確認すると、ちょうどお昼時だった。

　そう言えば……あの扉の向こうも、こっちと同じ時間の流れっぽい。俺としてはありがたいけど。

　空腹を満たすために家の冷蔵庫を開けるも、中は空っぽだった。

「うわ……買い出しに行こうと思いながらも行ってなかったからなぁ……」

　非常に面めん倒どうくさいが、このままだと空腹で倒たおれてしまうため、俺は財さい布ふを手に取ると、そのまま何か食べるものを買うために、近くのコンビニに行くことにした。

　外に出ると、まだ春先だというのに強い日差しに晒さらされ、すぐに汗あせが出てくる。

　うん……デブの辛つらいところだなぁ……。

　もうすでにバテながらも、何とか近くのコンビニまで辿たどり着くが、そこで俺は嫌いやな場面に遭そう遇ぐうした。

「なぁなぁ、いいじゃんよ。俺たちとお茶しようぜ？」

「ですから、何度もお断りしているじゃないですか！　帰らせてください！」

「そう言わずにさぁ～」

　派手な格好をした男たちが、俺と同い年くらいの少女に絡からんでいるのだ。

　俺の来たコンビニは、人通りの多い場所とはいえ、所しよ詮せん住宅街だ。そんな場所で、しかもコンビニ前でナンパをするなんて……。

　少女は嫌がっており、何とか男たちから離はなれようとするが、男たちは執しつ拗ように迫せまる。

　周囲を見てみると、人はいるものの、誰もが見て見ぬふりをしていた。

　すると、男の一人がついに少女の腕うでをつかんだ。

「ほらほら、行こうぜ」

「大だい丈じよう夫ぶ、悪いようにはしねぇからさ」

「イヤッ！　放してください！」

「あ、あの！」

「……あ？」

　一いつ斉せいに、男たちの視線が俺に向けられる。

　その視線は、非常に鋭するどく、それでいて俺のことを見下しているのがハッキリと分かった。

　…………正直な話、すごく怖こわいし、俺も無視していたい。

　でも、おじいちゃんがいたら、迷わず助けに行ってただろう。

　おじいちゃんは、人が困ってたら迷わず助けるような人だったからな。

　たとえ周りから偽ぎ善ぜん者しや扱あつかいや変人扱いされようとも、自分の信念を変えないおじいちゃんが、俺は誇ほこらしかったし大好きだった。

　そう思ったら、俺の口は自然と動いていた。

「んだよ、デブ。俺らに用でもあんのか？　あぁ!?」

「ひっ！　い、いえ……あの……その……い、嫌がってると思うんですけど……」

「はぁ？」

　俺の言葉が気に障さわったらしく、男たちは少女を放すと、俺を囲むように立ちふさがった。

「なめてんのか？　テメェ」

「いや、そういうわけじゃ……」

「ごちゃごちゃうるせぇんだよっ！」

「ぎゃっ!?」

　男の一人が、容よう赦しやなく俺の顔を殴なぐりつけてきた。

　あまりの痛さに転がると、男たちはそれだけで終わらず、俺の体中を蹴けりつけてきた。

「俺らのやることに口出しすんじゃねぇよ……このクソがっ！」

「きめぇんだよっ！」

「死ねやオラァ！」

　顔、胸、腹。

　男たちの鋭い蹴りが突き刺ささるたびに、俺の意識は飛びそうになった。

　すると、散々俺をボコボコにしてきた男たちは、突然暴行をやめ、焦あせり出した。

「おい、サツが来たぞ！」

「はぁ!?　ふざけんじゃねぇ！」

「誰だれかがチクったんだろ？　いいから逃にげるぞ！」

　どうやら、誰かが警察に通報してくれたらしく、男たちはその場から走り去っていった。

　体中が激しく痛むが、我が慢まんできないほどじゃない。骨も折れてないっぽいしな。

　……ああ、こんなところで日ごろの耐たい性せいを発揮しなくてもなぁ。

　とも思ったが、ちょっとおかしい。

　今までの俺なら、こういうときすぐに意識を持っていかれてたはずなのに、今はギリギリとはいえ、意識をつなぎ留められている。

　……もしかしなくても、スキルの【忍耐】が発動しているんだろうか？

【鑑定】が家で使えた時点で分かってたことだけど、地球でもスキルって働くんだなぁなんて思っていると、さっきまでナンパされていた少女が駆かけ寄ってきて、俺のことを助け起こしてくれた。

「大丈夫ですか!?　すぐに救急車を……！」

「だ、大丈夫です……大丈夫ですから……き、救急車はいいです……」

「で、ですが……」

「いえ、本当に……大丈夫なんで……」

　こんな醜みにくい俺を心配してくれる少女に感動しながら、俺は痛みをこらえて立ち上がった。

「いっ……」

「どうぞ、私の肩かたに摑つかまって……」

「い、いえ、大丈夫です……大丈夫ですから……」

「で、ですが……」
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「本当に大丈夫ですから……それよりも災難でしたね。これからは気を付けてください」

　本心は分からないが、俺のことを心配してくれている少女から俺は距きよ離りをとった。

　先ほど男に襲おそわれたばっかりだし、同じ男である俺が側にいるのも嫌なんじゃないか？　と勝手に思っての行動だが。

　まあ、男としてどころか、人間としてさえ認めてもらっていないなら、関係ないかもしれないけど。

　そう自じ虐ぎやく的に考えていると、駆け付けてきた警察がやって来た。

　警察官は、女性二人と男性一人で、これなら少女も安心だろう。

「さっき、通報があって来たのですが……」

「あ、私が男の人たちに絡まれていて、困っていたところをこの人に助けてもらったんです！　それで……」

　少女が詳くわしく警察の人たちに説明すると、被ひ害がい者しやは俺だけだったこともあり、大事にはならなかったようだ。……被害者は俺だけだからってのも変な話だけどな。

　ちょっとした事情聴取を受けた後、警察官は少女を家まで送っていくことになったようだ。

　そして、俺の方に向き直る。

「君も送ろう。家はどっちだい？」

「い、いえ、大丈夫です……自分は、ここで買い物するために来たので……」

「そうか……では、気を付けてね」

　警察官たちが、少女を連れて行こうとすると、不意に少女は俺の方を向いて、頭を下げた。

「この度たびは、助けていただきありがとうございました！」

「え？　あ、いや、気にしないでください……結局、俺は何もできませんでしたし」

「そんなことありません！　事実、私はとても嬉うれしかったです！　本当にありがとうございました。このお礼は、必ずいたしますので」

「き、気にしないでください。……じゃ、じゃあ、これで……」

　普ふ段だん人と話すことのない俺は、言葉に詰つまりながらも何とかそう言って話を切り上げ、少女と別れた。

　……少女の顔を、俺はまったく見られなかった。

　そもそも、俺は女性と話すことなんてまずないし、話したとしても、それは一方的に浴びせられる罵ば声せいの数々だ。

　そんな経験をずっと続けたせいで、俺の女性に対する免めん疫えきはゼロ。

　だが、少女は形だけかもしれないが、俺のことを心配してくれたのだ。

　いい子そうだったが……ああいう子には、幸せになってもらいたいものだ。

　そう思いながら、俺はコンビニで目的の物を買う前に、もう少し足をのばしてスーパーで食材などを買って、その帰りに再びコンビニに寄り、俺はやっと家に帰るのだった。




　　　　＊＊＊




　昼食を終え、家の中の掃そう除じも済ませた俺は、再びあの不思議な扉とびらの向こうへと行っていた。

　そして、そのまま部屋の外に出ると、改めて庭を見み渡わたす。

「やっぱり広いなぁ……これ全部が俺のモノになったとか、未いまだに信じられん……」

　いや、この庭や家だけでなく、そもそもここが異世界であること自体が不思議で仕方がないのだ。

　だが、【鑑かん定てい】のスキルで扉を調べたら、神様すらその理由を知らないわけだからな。てか、何気にここで神様の存在を暗に示してるよねぇ!?　いたんだね、神様って！

　そんな風に思いながら、辺りを見渡していると、不意に凄すさまじい悪お寒かんがした。

　体が一いつ瞬しゆんで硬こう直ちよくし、息苦しくなって、自然と呼吸する回数が増える。

　体中から汗が噴ふき出し、何な故ぜ急にこんなことになったのかと頭が混乱しながらも、必死に周囲に視線を巡めぐらせた。

　すると、柵の外と庭の境目である入り口に、俺を襲った悪寒の正体が存在していた。

「ハァ……ハァ……！」

「…………」

　まるで血ち塗ぬられたような赤黒い皮ひ膚ふに、２ｍを超こえる体。

　デブである俺の横よこ幅はばと同じくらい太く、盛り上がる筋肉を持つ腕。

　顔は架か空くうの存在である鬼おにのようで、下あごから二本の鋭く立派な牙きばが生えていた。

　圧あつ倒とう的強者の風格を漂ただよわせるソイツは、俺のことをじっと見つめている。

　鋭い視線で射い竦すくめられながらも、わずかに残った理性で【鑑定】のスキルを発動させてみた。





【ブラッディ・オーガ】

レベル：３００、魔ま力りよく：１００、攻こう撃げき力：５０００、防ぼう御ぎよ力：５０００、俊しゆん敏びん力：１０００、知力：５００、運：１００






　わけが分からねぇ。

　何だよ、このふざけたステータス。こっちはオール１だぞ。

　そもそも、レベル１相手にレベル３００ってオカシイだろ!?

　それにブラッディ・オーガって……俺を虐いじめている荒あら木きが【レッドオーガ】という似た名前の集団に所属していることを思い出し、さらに気持ちが沈しずむ。

　相手の詳しよう細さいを見たことで、より一層混乱が深まっていると、ソイツ────ブラッディ・オーガは、雄お叫たけびを上げた。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

「ひっ!?」

　とんでもない声量に俺は腰こしを抜ぬかした。

　その際、ちびりそうになったのだが、俺の極小のプライドがそれを防いだ。

　だが、腰が抜けて動けないのには変わりなく、ブラッディ・オーガは、俺めがけて突とつ進しんしてきた。

　それを見た瞬間、俺はもうダメだと思った。

　だが────。

「ガアッ!?」

　ブラッディ・オーガは、まるで見えない壁かべに阻はばまれたかのように、俺の家の敷しき地ちに入ることはできなかった。

「あ……」

　そうだ……この家には、俺以外の存在は入れないんだった！

　今さらそのことを思い出した俺だが、それで俺が何かできるかと言われれば、そういうわけでもない。

　現に、ブラッディ・オーガは、敷地に入ろうと、恐おそろしい速度で拳こぶしを見えない壁に叩たたき付けていた。

「ガアアアアアアアアアアアッ！」

　しかし、俺が何もできないように、ブラッディ・オーガもこの家には何もできず、無意味な攻撃を続けていた。何というか、このまま放置してもまったく問題なさそうだな。

　そんな風に、少し気を緩ゆるめた瞬間、ブラッディ・オーガは攻撃を止め、近くに生えている木に手を伸のばした。

　そして、軽々とその木を引っこ抜くと、家めがけて投げつけてきたのだ。

「え？　え!?　う、うわああああああああああああっ！」

　生物はダメでも、それ以外のモノなら大だい丈じよう夫ぶなのか!?　と、ブラッディ・オーガの行動に本気で恐きよう怖ふしたが、この家の防衛性能は俺の予想を上回り、引っこ抜いた木すらはじき返した。

　……これ、本当にこの家には何もすることができないんだな。

　なんせ、直接間接両方の攻撃を無効化されるわけなのだ。

　ともかく、ブラッディ・オーガの脅きよう威いが俺にまで及およばないと理解したのだが、それでもブラッディ・オーガは諦あきらめずに攻撃を再開した。

　たとえ襲われないとわかっていても、精神衛生上非常によろしくない。

　どうにかできないか……。

　そう思ったとき、俺はある疑問を抱いだいた。

「……こっちからの攻撃は通るのか？」

　そう、外からの攻撃は全すべて防いでいるようだが、内側から外に向けて攻撃するとなると、どうなるのだろうか？

　その疑問を解消すべく、俺は【アイテムボックス】から【絶ぜつ槍そう】を取り出した。

　なぜ【無弓】ではなく、【絶槍】を取り出したかというと、恥はずかしながら、俺の筋力じゃ【無弓】を引くことができなかったのだ。それでも【弓術】は習得できたけどね。

　それに比べ、【絶槍】も重たくて、とてもじゃないがブラッディ・オーガまで投げ飛ばせないが、この槍やりは一度目標を定め、ほんの数ミリだろうと手から離れれば、必ずその目標めがけて飛んでいくのだ。しかも、自動的に戻もどって来るしな。

　その確かく認にんは、【全ぜん剣けん】を振ふり回した後、他の武器で遊んだ際に済んでいる。

　というわけで……。

「……投げてみるか？」

　俺は、一種の実験として、目の前で攻撃を続けるブラッディ・オーガに【絶槍】を投げることにした。

　生物に殺傷能力のある武器を投げつけるという、普段の俺なら絶対にしない行こう為いだが、ブラッディ・オーガからもたらされた恐怖によって、そこらへんの感覚が麻ま痺ひしてしまっていた。

「…………よし」

　俺は覚かく悟ごを決めると、【絶槍】を強く握にぎった。

【絶槍】は、華か美びな装そう飾しよくなど一いつ切さいなく、ただ貫つらぬくことに特化したような、武骨な槍だ。

　だが、その分とても使いやすく、超ちよう初心者な俺が握っても、しっくりきていた。

　それでも重たいことに変わりはなく、俺は体をよろめかせながら、何とか投げることに成功した。

「お……りゃぁっ！」

「ガアッ!?」

　すると、ブラッディ・オーガは、【絶槍】から放たれる威い圧あつ感を察したのか、警けい戒かいする様子を見せる。

　俺も全力で投げたとはいえ、あまりの重さに数センチも飛ばないようなショボい一いち撃げきなのだ。

　ブラッディ・オーガも、そのことを瞬時に理解し、すぐに警戒を解いたが……。

「ガ、ガァ!?」

【絶槍】は、俺の力なんて関係ねぇと言わんばかりに、一瞬にしてブラッディ・オーガにまで到とう達たつすると、呆あつ気けなくその体を貫いた。

「ガ……ガ……」

　ブラッディ・オーガは、まるで理解できていない様子で、目を見開いた状態で胸に大きな穴をあけてその場に倒たおれた。

「や、やった……」

　本当なら、今の言葉はフラグになりかねないんだろうが、その心配はなく、ブラッディ・オーガは光の粒りゆう子しとなってその場から消えていった。

　俺は思わずその場にへたり込む。

「は、ははは……」

　生きているという実感と、生物を殺したという実感。

　その二つが混ざり合い、俺は乾かわいた笑えみを浮うかべることしかできなかった。

　だが、生物を殺したにもかかわらず、思ったほどのショックは受けなかった。手に伝わる感かん触しよくなどがなかったことが幸いだったのだろう。

　しばらくの間、その場で呆ぼう然ぜんとしていると、ブラッディ・オーガが死んだ場所に、色々とモノが落ちていることに気づいた。

　……動きたいが、足に力が入らねぇ。

　情けないことに、腰が抜けた上に膝ひざが笑っているので、今すぐ動けそうになかった。

　そんな状態でいると、不意に目の前にメッセージが出現した。

『レベルが上がりました』

「へ？」

　俺は、再び呆然とするのだった。




　　　　＊＊＊




　れ、レベルアップ……？

　俺は唐とう突とつに表示されたメッセージに、呆然とする。

　……いや、冷静に考えれば、それもそうか。

　なんせ、レベル１がレベル３００を倒したわけだからな。

　今さらだが、攻撃力１なのに、これだけレベル差のある相手を倒せたのは、【絶槍】の素すの攻撃力が高すぎたせいだろう。

「……【絶槍】ヤバすぎだろ」

　しかも、【絶槍】クラスが大量にまだ手元にあるのだ。これ、全部使いこなせるようになったらヤバいよな……。

　それより、レベルアップしたって言うけど、何が変わったんだろうか？

　俺はステータスを表示して、変へん更こう点を確認した。





【天上優夜】

職業：なし、レベル：１００、魔力：１０００、攻撃力：１０００、防御力：１０００、俊敏力：１０００、知力：１０００、運：１０００、ＢＰ：１００００

スキル：《鑑かん定てい》《忍にん耐たい》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：１》。

称しよう号ごう：《扉とびらの主》《家の主あるじ》《異世界人》《初めて異世界を訪おとずれた者》






「いやいやいやいや」

　上がりすぎだろ。

　……でも相手はレベル３００だったわけだし、こんなものなのか……？

　それに、レベルがひとつ上がるごとにステータスは10上がるんだな。これが多いのか、それとも全員同じなのかは分からないが。

　だとしても、このＢＰが他の人より異常に多いのはさすがに分かる。【初めて異世界を訪れた者】の効果なのは知ってるが。

「このＢＰってのを、自由に振り分けられるんだよな……」

　今すぐ振り分けてもいいんだが、それよりもブラッディ・オーガが倒れた場所に、何かが散らばっているのが気になる。先にそっちを見に行こう。

　未いまだに震ふるえる足に力を込こめて、おぼつかない足取りで目的の場所まで辿たどり着いた。

「……何だ？」

　その場所に落ちていたのは、手のひらサイズの不思議な色合いの宝石みたいなものと、ブラッディ・オーガの口から生えていたのと同じような、立派な牙きば。そして赤黒くて禍まが々まがしくもカッコいい、いくつかの鎧よろいだった。

「……取りあえず、回収しよう」

　敷地の入り口付近で倒したおかげで、回収は素す早ばやく行うことができた。

　回収したアイテムは、数こそ多くはないが、何とも言えない魅み力りよく？　威い圧あつ？　とにかく、素人しろうと目めに見ても、すごい物だということが分かるものだった。

　ただ、こうしていくら眺ながめていても俺には何も分からないので、素直にスキル【鑑定】を発動させた。……なんかナチュラルにスキルを発動するようになってきたな。


【血けつ戦せん鬼きの大たい牙が】……ブラッディ・オーガの牙。その牙は見かけ倒だおしではなく、ブラッディ・オーガの咬こう合ごう力と合わさり、あらゆる獲え物ものの皮ひ膚ふを容易たやすく貫く。加工すれば、頑がん丈じようで鋭するどい武器を作ることもできる。

【魔ま石せき：Ｂ】……ランクＢ。魔力を持つ魔物から入手できる特とく殊しゆな鉱石。ランクは下から順にＦ、Ｅ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｓとあり、ランクが上がるほど高価。

【血戦鬼の胴どう鎧よろい】……ブラッディ・オーガのドロップアイテム。強きよう靭じんなブラッディ・オーガの筋きん繊せん維いと皮膚でできている。並なみ大たい抵ていの筋力ではこの鎧に傷をつけることはできない。装備者の攻こう撃げき力に補正がかかる。

【血戦鬼の籠こ手て】……ブラッディ・オーガのドロップアイテム。強靭なブラッディ・オーガの筋繊維と皮膚でできている。並大抵の筋力ではこの籠手に傷をつけることはできない。装備者の攻撃力に補正がかかる。

【血戦鬼の腰こし鎧よろい】……ブラッディ・オーガのドロップアイテム。強靭なブラッディ・オーガの筋繊維と皮膚でできている。並大抵の筋力ではこの鎧に傷をつけることはできない。装備者の俊しゆん敏びん力に補正がかかる。

【血戦鬼の脚きやつ甲こう】……ブラッディ・オーガのドロップアイテム。強靭なブラッディ・オーガの筋繊維と皮膚でできている。並大抵の筋力ではこの脚甲に傷をつけることはできない。装備者の俊敏力に補正がかかる。



　ファンタジー満まん載さいのアイテムだった。

　魔石や牙って……一いつ般ぱん人じんの俺がどこで使うの？　いや、鎧も現代の地球じゃ使わないけどさ。

　そもそも使い道が分からねぇよ。武器は間に合ってるし、魔石に至ってはアルファベットがランクとやらを示していることぐらいしか分からない。

　しかも鎧のサイズは太ってる俺には合っておらず、装備することができないのだ。本当にどこで使うの？

　とはいえ、ブラッディ・オーガの腹筋のような見た目の胴鎧と、全体的にどこか刺とげ々とげしい籠手。腰鎧は胴鎧や籠手と同じような鋭さを感じさせ、それに赤色のマントがつけられており、脚甲は籠手のデザインを脚あしの部分に合わせて調整した感じでとてもカッコいい。

「せっかく回収したけど……使い道が分からないんじゃなぁ」

　なんだか、ＢＰを割り振るのを後回しにするほどのことでもなかったかも。

　そう思いながら、俺は今度こそＢＰを振り分けることにした。

「んー……振り分けるにしても、魔ま法ほうなんて使えないし、どうせなら攻撃力とか上げたいよなぁ」

　俺は元々ゲームとかでは、攻撃力をひたすら上げて殴なぐるスタイルが好きなのだ。まあゲームなんて娯ご楽らく用品持ってないから、妄もう想そうでだけどな！

　ともかく、使えもしない魔力に振り分けるのもあれだし、何より虐いじめられ続けてる俺からすると、防ぼう御ぎよ力とかを上げた方がいいかもしれないな。

「……でも、この運ってのもなぁ……」

　本来、運っていうのは、どれだけ頑がん張ばっても、筋力などと違ちがって、簡単に上がるわけないのだ。いや、レベルアップしたら同じだけ上じよう昇しようしたけどさ。

　そう考えると、運に振り分けるのもアリだよなぁ。

「……ヤバイ、楽しくなってきたぞ」

　そもそも、ゲームをあまりしたことがない俺からすると、この状じよう況きようは一つの娯楽みたいになりつつあった。もちろん、あの殺気に当てられたりと怖こわい目にも遭あったが、それでもこの不思議な状況は魅力的だった。

　まあ、レベルが上がって、攻撃力やらが上昇してるけど、特に変わった様子もないし、あまり気にせず、それこそゲーム感覚で選んでもいいだろう。

　楽観的に考えた俺は、思うままに、ＢＰを振ふり分けてみた。

　その結果……。





【天上優夜】

職業：なし、レベル：１００、魔力：１５００、攻撃力：３０００、防御力：３０００、俊敏力：３０００、知力：１５００、運：４０００、ＢＰ：０

スキル：《鑑定》《忍耐》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：１》。

称号：《扉の主》《家の主》《異世界人》《初めて異世界を訪れた者》






　こんな感じになりました。

　魔力は魔法使えないし、知力って純じゆん粋すいな学力が上がるならいいけど、ゲーム的に考えたら魔法の威い力りよくが上がるだけとかになりそうだし、そこまで多く振り分けなかった。

　代わりに、攻撃・防御・俊敏の三つを上げて、バランスをよくしてみた。

　そして、よく分からないけど努力ではどうしようもなさそうな運に、一番多く振り分けている。

　さて、これで決定したわけだけど……。

「……何も起こらないな」

　やっぱり、表示がゲーム的なだけで、俺の体に何か起こるわけじゃないんだろうか？

「まあいいや……とにかく、今日はいろいろありすぎて疲つかれたし、帰るか……」

　いや、元々家のなかなんだけど。

　くだらないことを考えながら、さっきよりマシになった体に力を入れ、【異世界への扉】に近づいた。

　すると、突とつ然ぜん目の前にメッセージが出現した。

『換かん金きんできるアイテムがあります。【血戦鬼の大牙】、【魔石：Ｂ】、【血戦鬼の胴鎧】、【血戦鬼の籠手】、【血戦鬼の腰鎧】、【血戦鬼の脚甲】を換金しますか？』

「へ？」

　か、換金？

　一いつ瞬しゆん何のことか分からなかったが、称号の【扉の主】を獲かく得とくしたことで使えるようになったという機能の中に、【換金】という項こう目もくがあったことを思い出した。

「換金って……一体どうなるの？」

　よく分からないが、確かにこれらのアイテムを持ってたところで俺には使い道がない。

　ただ、鎧と籠手と脚甲はいつか身につけることがあるかもしれないということで候補から外して、それ以外を【換金】した。

　すると……。

『アイテムを換金しました。【血戦鬼の大牙】……50万円。【魔石：Ｂ】……１００万円』

「は？」

　思わず間ま抜ぬけな声が出た。

　しかも、さらに追い打ちをかけるように、何もない空間から紙の束が落ちてきた。

「…………………………」

　意味が分からなかった。

　よく見ると、１万円札の束である。

　呆ぼう然ぜんとしながらそれを拾い確かく認にんすると、メッセージに表示された通り、合計１５０万円が手元にあるのだ。

　俺の知る限りの方法で、そのお金が偽にせ札さつじゃないか確認するが、どうも本物っぽい。

　思わずスキル【鑑かん定てい】を使い、調べてみた。

【１５０万円】……異世界のアイテムを換金した物。札番号など、地球の経済が混乱しないように地球内の情報を操作して生み出した、正しよう真しん正しよう銘めいの１万円の札束。

　余計混乱した。

　地球内の情報操作って何!?　いや、本物なのは分かったけど！

　どこまで【鑑定】を信じていいのか分からないが、もし鑑定の内容が本当なら、俺は１５０万円を手に入れたことになる。

　浮かれているだけかもしれないが、俺には【鑑定】の内容が本当にしか思えなかった。

　そもそもこの扉自体が神様すら知らないようなものらしいし、地球の情報操作とやらができてもおかしくない。理解は追いつかないけど。

　でも……。

「えぇぇ……本当に１５０万円なのかよ……これ、どうするの……」

　いや、生活するのもギリギリな俺からすれば、非常にありがたい。

　人としてダメだとか、もっとよく考えて行動しろとか言われようが、俺はいい人ってわけじゃないし、頭もよくない。

　目先に利益があるなら、簡単に飛びついちゃうよ。

　ということで……。

「……もらっとこ」

　ただ、銀行に預けるわけにもいかないので、鎧や籠手、脚甲と一いつ緒しよに【アイテムボックス】に放ほうり込んだ。うん、少しずつ使っていこう。

　そう決めた俺は、最後の最後で大きく驚おどろかされ、フラフラな状態で家に帰るのだった。








第二章　レベルアップの恩おん恵けい









　その日の晩、精神的に疲れていた俺はすぐに眠ねむりに就つくことができたのだが、突然体に違い和わ感を感じ、目が覚める。

「……ん？　何だ……？」

　体中が熱を持ったように熱いのだ。

　原因不明の体の違和感に首を捻ひねっていると、急に俺の体を激痛が襲おそった。

「がっ!?　がああああああああああああああああああああああああっ！」

　凄すさまじい痛みに、俺は絶ぜつ叫きようする。

　一部分だけが痛いとかではなく、全身が痛いのだ。

　それも、体中から変な音が鳴り響ひびき、まるで全身の骨格や筋肉、神経が作り変えられてるような……いやそれどころか、遺伝子レベルで作り変えられてるような痛みが、ずっと続いているのだ。

　自分でも何を言ってるのかよく分からないが、本能的な部分がその認識で正しいと告げている。

「うっ、がっ、あが……」

　口や喉のどにも異変は現れ、まともにしゃべることすらできなくなった。

「あ────」

　あまりの痛さに、俺はついに意識を失った。
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「ん……ん？」

　翌朝。

　目が覚めると、俺の体は昨晩の痛みがウソのように消えており、それどころか非常に体が軽かった。

「昨晩のは一体何だったんだ……」

　激痛の原因が分からず、俺は首を捻るばかりだったが、お腹なかもすいているため、朝食を作るために起き上がった。

「…………え？」

　その瞬しゆん間かん、俺の穿はいていたズボンもパンツも、下にずり落ちた。

　しかも、そのまま俺の目に飛び込んできたのは、綺き麗れいに六つに割れた腹筋と、尋じん常じようじゃないほど立派な自分の陰いん部ぶ。で、デケェ……。

　思わずその腹筋を触さわってみると、自分で自分のお腹なかを触っている感覚があるため、俺の体で間ま違ちがいなかった。

　…………。

「はああああああああああああああああああああ!?」

　ナンダコレ!?　これ本当に俺の体か!?

　何度も何度も自分の腹を撫なでまわすが、俺の体に違いなく、他の部分……顔や頭を触ってみると、ニキビなどのデキ物は綺麗になくなっており、髪かみの毛もフサフサだった。

　次々と明らかになる自分の体の変化に俺は呆然としていたが、お腹が鳴ったため、取りあえず朝食を作ることにした。

　台所への移動の際も、自分の視線の高さが違うことに気づき、再び立ち止まりそうになったが、何とか踏ふみとどまって、調理を始めることができた。

　ただ、朝食ができた後は正直呆然としたまま食事をしていたため、味などまったく分からなかった。

　食事を終え一息つくと、改めて自分の体に起こった変化について考える。

　……どう考えても、昨日のレベルアップってやつが原因だよなぁ……。

　冷静になったことで、レベルアップをしたことを思い出した俺は、すぐにそれが原因だと思った。それ以外、こんな状じよう況きようになる要素がないからな。

　昨日の時点でレベルアップの変化が現れず、夜寝ねている間に起こったのは、いわゆる成長する過程と一緒なんじゃないか？　それにしては劇的に変わりすぎなわけだが。

「鏡でもあればいいんだけど……」

　見た目を確認しようと鏡を探したのだが、そう言えば昨日俺がヤケクソになって壊こわしたのを思い出し、家の中に鏡がないことに気づいたのだ。

　ただ、見た目がどう変わったか確認できずとも、今のところ何の支障もない。もともと酷ひどかったんだし、それ以上どう変わろうがどうでもいい。俺にはどうしようもないしな。

　今はそんなこと以上に深刻な問題に直面している。

　それは……。

「着られる服がない……」

　そう、俺の体のサイズに合う服がないのだ。

　上着はぶかぶかでも着ようと思えば着ることはできるが、ズボンやパンツだけはどうしようもなかった。

　ぶかぶかすぎて、どう頑がん張ばってもズリ落ちるのだ。

　今までベルトというものをしたことがないため、腰こしに固定する手段がない。いや、最終手段として何か紐ひもみたいなもので固定すれば何とかなるかもしれないが……。

　どっちみち、この状況が続くのは困る。非常に困る。

　今の体のサイズに合う服を買いにも行けないし、食料を買いに行くこともできない。

　そうだ、制服もこの体型じゃ着ることはできないだろう。

　珍めずらしいことに、高校の制服は中学と同じであり、毎年配られる名札の色で見分けている。そのため、中学の制服を着るとなると、今の俺には確実にサイズが合っていないのだ。

「本当にどうすればいいんだ……」

　本格的に悩なやみ始めた俺だが、あることを思い出した。

「あ。そう言えば、あの家のクローゼットに、何着か服とか入ってたよな……？」

　異世界のクローゼットの中には、あの時の俺には着ることができないサイズの服と下着が何着か入っていたのだ。

「取りあえず、それを着てみるか……」

　現状他に当てがないので、俺はすぐに扉とびらをくぐり、異世界の家の中に入ると、クローゼットを開けた。

　するとやはり何着かの服と下着が置いてある。

　見た目も白色のワイシャツと黒色のズボンで、シンプルだが地球でも見かけるタイプのモノだった。

「助かった……取りあえず、着れるよな？」

　特に意味もないが、何となく鑑定してみる。


【ロイヤルシルクのシャツ】……ロイヤルシルクで作られたシャツ。非常に肌はだ触ざわりがよく、シルク製品の最さい高こう峰ほうの気品を持つ。装着者の体型に合わせて自動で大きさを調整する。装着者の体温を常に適温に保つ。汚よごれない。自動修復機能が付ふ与よされている。契けい約やく者しや：天てん上じよう優ゆう夜や。

【ロイヤルシルクのズボン】……ロイヤルシルクで作られたズボン。非常に肌触りがよく、シルク製品の最高峰の気品を持つ。装着者の体型に合わせて自動で大きさを調整する。装着者の体温を常に適温に保つ。汚れない。自動修復機能が付与されている。契約者：天上優夜。



「ウソだろ」

　何だよこのぶっ壊れ性能。服が持つ性能じゃねぇ。

　しかも、最初にこれを見つけたときはまだ太ってたわけだけど、その状態で着ようと思えば着れたのかよ。

　さらに寒かろうが暑かろうが、これを着てればずっと快適な状態で過ごせるわけだろ？　本当に意味分からねぇ。

　それに、とってつけたような汚れないっていう説明……これ、世の主婦が見たら大喜びな効果じゃないか？

　あと、説明文を読んだからというわけじゃないが、確かにこの白いワイシャツと黒色のズボンは、妙みような気品が漂ただよってる気がする。本当に気がするだけだが。俺に審しん美び眼がんなんてものはない。

　んなことより、服ですら契約者扱あつかいされるってどうなのよ？　この世界ではこれが普ふ通つうなの？　絶対違うよね？　そう信じてる。

　服がこの性能なら、下着はどうだ？　と思い、下着にも鑑定をかけたが、下着はメチャクチャ着き心ごこ地ちのいい下着というだけで、それ以外に特に効果みたいなものはなかった。

　ただし、例に違たがわず契約者とやらになっていたがな。

　ちなみに、下着は黒色の肌着に同じく黒色のボクサーパンツだ。

「本当に至いたれり尽つくせりの対応だな……」

　いや、賢けん者じやさんもこんな風に活用されてるとは思わないだろうけど、実際俺は非常に助けられている。

　他にも、クローゼットの中を探したら、靴くつと靴下も出てきた。

　靴下は穿はき心地がよく、蒸むれないという効果と、契約者が俺ということ以外なかったが、黒地に金色のワンポイントが入った靴下は非常にカッコいい。

　そして、靴の方はさらにぶっ飛んでいた。

【龍りゆう神じんの革かわ靴ぐつ】……龍種の頂点である、龍神の皮で作られた靴。地形による影えい響きようを無効化する。装着者はどれだけ歩いても走っても、疲つかれることも靴くつ擦ずれすることもない。装着者のサイズに合わせて、大きさが変化する。汚れない。契約者：天上優夜。

　とうとう神様が素材化された装備品が出てきた。

　ナニコレ、本当にどうすればいいわけ？　当たり前のように契約者は俺だしさ。いや、ありがたいけど。

　それでも手に余るよね？　普通の靴の領分を超こえちゃってるよね？

　だが、この靴も艶つやのある青みがかった黒色で、非常にカッコいいのだ。こんなの履はきたくなるだろ。

　まあ、実際足のサイズも変わっていたから、これを履くわけだけどな。

　取りあえず、俺は服や靴などを手に入れ、これで外出する術すべを手に入れたのだった。




　　　　＊＊＊




「そう言えば、あの畑には何が育ててあるのかな？」

　服を手に入れた俺は、一日経たったことでさらに好こう奇き心しんを刺し激げきされ、再びこの家を調べてみようと思った。どうせ春休みの宿題も終えている。

　さらに言えば、偶ぐう然ぜんによって俺が何年も働いてやっと手に入るようなお金も手に入れることができた。

　せっかくこうして時間があるわけだし、何よりこの春休みが終わってしまったらまた忙いそがしくなるだろう。

　そう思った俺は、家の外に出て、畑を確かく認にんしに行った。

「おぉ、なんかよく分からない草と野菜？　が植えられてるな」

　雑草と見間違えそうになる草と、トマトらしきものや大根らしきものがたくさん植えられている。

　草の方は、綺麗に並んで生えているから、雑草じゃないと判断できた。

「ん？　あ、あれで水をやってたのか」

　畑のすぐ近くに、銀色のジョウロが置いてある。

　そのジョウロを持ってみると、中には水が入っていた。

「……もしかしてだけど、このジョウロもなんか特別なの？」

　もしやと思い、一応鑑かん定ていしてみると……。

【無限のジョウロ】……水が無限に湧わき出すジョウロ。中の水は聖せい浄じよう水すいと呼ばれるもので、どんな枯かれた植物でも、この水をあげればすぐに元気になる。水は常に清潔に保たれているため、人も飲むことができ、飲めば全身の疲ひ労ろうを回復するだけでなく、魔ま力りよくを増やすことができる。契約者：天上優夜。

「もう慣れてきた」

　うん、分かってた。

　そんなことだろうと思ってたさ。

　もともとの家主である賢者さんは、俺の想像を遥はるかに超えるヤバい人って認識だからな。

　そんな人が死んだってのも微び妙みような気分だが。

「んで？　この作物は？」

　まず草に鑑定をかけてみる。

　すると……。

【完かん治ち草そう】……食べれば四し肢しを欠損していようが、失明していようが、ありとあらゆる傷や病気を治すことができる。また、魔力を回復させる働きもある。採取するとき、勝手に種を残すため、育てるのは非常に簡単。ただし、この草自体が伝説級に見つからない。

「やっぱり慣れなかったわ」

　まさかここまでぶっ飛んだ効果だとは思わないだろ!?

　これ、完全に医者泣かせな植物だよな。

　取りあえず、育てるのが簡単ってことだけでも分かってよかったわ。

「じゃあ、他のは？」

　どこか緊きん張ちようしながら、植えてある作物全すべてに鑑定をかけてみた。


【超ちよう力りよくトマト】……食べれば攻こう撃げき力が上じよう昇しようするトマト。他にも体力・精力が増え、疲れにくい体になる。採取するとき、種を勝手に残すため、育てるのは非常に簡単。

【無敵かぼちゃ】……食べれば防ぼう御ぎよ力が上昇するかぼちゃ。他にも精神を安定させる効果があり、精神攻撃や状態異常に強くなる。採取するとき、勝手に種を残すため、育てるのは非常に簡単。

【叡えい智ちの大根】……食べれば知力が上昇する大根。他にも並列思考や高速思考など、特とく殊しゆな脳の使い方に対応できるようになる。採取するとき、勝手に種を残すため、育てるのは非常に簡単。

【神速ジャガイモ】……食べれば俊しゆん敏びん力が上昇するジャガイモ。他にも動体視力や反射神経などを強化する。採取するとき、勝手に種を残すため、育てるのは非常に簡単。



　よし、言いたいことが山盛りだな。

　まさかステータス上昇アイテムとはね！　賢者さんはどこを目指してたんだよ！

　それに、例に違わず勝手に種を残すって意味が分からないよな！　そもそもジャガイモって種だっけ？　違うよな？

　このファンタジー要素満まん載さいの野菜。いや、見た目は俺の知ってる野菜なんだけどさ。

「……まあ、食えるようだし、何よりステータスが上がるなら……食べようか」

　そもそも、食えるのであれば、その分食費も浮うくし、俺としてはありがたい。変な薬みたいな効果さえないならな。

「なんていうか……朝っぱらから疲れるなぁ」

　まだ昼前だというのに、俺はすでに精神的に疲れていた。いや、仕方ないと思うんだけどね。

　そんな風に思っていると、昨日ブラッディ・オーガと出会ったときの様な威い圧あつ感を感じた。

　すぐにその方向に視線を向けると、そこには真っ黒なスライムらしき物体が。

「……何だアレ」

　思わず鑑定をかけてみる。

　すると、こう表示された。





【ヘルスライム】

レベル：２００、魔力：５０００、攻撃力：１０００、防御力：５０００、俊敏力：１００、知力：１００、運：１００






「マジかよ……」

　ブラッディ・オーガの次は、ヘルスライムですか……。

　あの、どう考えてもこの森、初心者向きの場所じゃないよね？　いや、賢者さんがそんな場所にいたとは到とう底てい思えないけどさ。

　ただ、魔力と防御力だけなら昨日出会ったブラッディ・オーガと変わらないはずなのに、俺は不思議と冷静だった。

　確かに威圧感みたいなのは感じるのだが、昨日の様にすごく怖こわいとは思えなかったのだ。

　いや、怖くないわけじゃなくて、腰こしが引けるほどの恐きよう怖ふを感じていないのだ。

　昨日より俺のレベルが上がったからとか、逆にこのヘルスライムがブラッディ・オーガよりレベルが低いからとか、そんな理由じゃない。

　なんか、昨日とは精神構造が変わってしまったような、そんな感じなのだ。

　……それを実感できるのも怖いことだが、まあ冷静な考えができるというのはありがたい。

　そんな風に落ち着いてヘルスライムを観察していると、ブラッディ・オーガのように、この家の敷地の中に入ろうとすごい勢いで体当たりを繰くり返していた。

「いや、本当にこの世界の生き物怖すぎるだろ……」

　いくらなんでも容よう赦しやなさすぎじゃね？　人を見つけたら襲おそおうと全力で向かってくるんだぞ？

　……そもそも地球が平和すぎるだけなんだろうか？

「まあいいや。あまり敷地から出たくはないけど、この家の周辺くらいは調べてみたいよな。そうなると、今の状じよう況きようみたいに戦せん闘とうは避さけられないのかなぁ……」

　そう思いながら、俺は【アイテムボックス】から【絶ぜつ槍そう】を取り出す。

「あれ？　普ふ通つうに持てるぞ……」

　何と、俺は【絶槍】を片手で持つことができたのだ。うん、これが普通なんだろうけど、俺としてはすごいことだった。

　まさか片手で槍やりを持てるとは思わなかった俺は、思わずその場で適当に槍を振ふり回してみる。

　すると、多少槍に振り回されはするものの、何とか扱あつかえるレベルになっていたのだ。

「おいおい、レベルアップの恩おん恵けいすごすぎるだろ。俺の筋トレは一体何だったんだ……」

　これ、槍の使い方とか分からないから振り回されてるって感じだし、本で槍の使い方を調べてからその通りに使ってみたらどうなるかな？

　簡単にはできないだろうけど、それでもこうして槍が使えるようになったわけだし、何より男としてそれは非常に惹ひかれるものがあるわけで……うん、少しずつでいいから強くなりたいしね。

「そのためにも、まずはアイツをどうにかしないとな」

　俺は槍を握にぎりなおすと、昨日はできなかった、投とう擲てきを行うことに。

　なんか躊躇ためらいのようなものが完全になくなっている俺は、大きく振りかぶり、片手で槍を投げ飛ばした。

「ウソだろ!?」

　すると、槍は俺の予想以上のスピードで飛んでいく……どころか、気づいたらヘルスライムの胴どう体たいに穴が開いていた。

[image: ]

　俺の力は、俺が思ってる以上に強化されていたようで、まさか投げた本人の認識以上の速度で飛んでいくとは思わなかった。

　呆ぼう然ぜんとする俺に、当たり前のように戻もどってくる槍。

　ヘルスライムは、少し体を震ふるわせると、ブラッディ・オーガを倒たおしたときの様に、光の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつしていった。

　そして、その場にはまたも同じようにいろいろなものが散乱していた。

「…………回収しよう」

　まだ現実味がなく、微妙な気持ちだったが、何が落ちているのかは気になったため、すぐに入り口まで向かった。

　そして、辺りを警けい戒かいしながら落ちているモノを素す早ばやく回収し、鑑定する。


【ヘルスライムの核かく】……ヘルスライムの心臓部。膨ぼう大だいな魔力が込こめられており、様々な武具に加工して使える。

【ヘルスライムゼリー】……コーヒー味のゼリー。食べれば、魔力と防御力が増える。

【魔ま石せき：Ｃ】……ランクＣ。魔力を持つ魔物から入手できる特殊な鉱石。



「コーヒーゼリーかよ!?」

　まさか、手に入ったものの中に、コーヒーゼリーに近いものがあるとは思わなかった。それどころか、畑の作物と同じようにステータス上昇系だともな！

　そしてまた、魔石も手に入った。……これ、またもや高値で換かん金きんされるのかな？

　期待していないと言えばウソになる。俺の生活は厳しいから、お金が手に入るなら欲しいのだ。

　ヘルスライムの核も、使い方が分からないので、できるなら換金したい。ヘルスライムゼリーは持って帰るけど。

　落ちていた品々を鑑定していると、一つ鑑定し損そこねていたことに気づく。

「あ、もう一つ落ちてた」

　落ちてた物は、オシャレな三日月に黒色の宝石みたいなものが埋うめ込まれているシルバーネックレスだった。

「まさかのアクセサリー!?」

　俺はゲームなど詳くわしくないため分からないが、こうしたアクセサリーなどが落ちるのは普通なのだろうか？　それとも、あのヘルスライムが着けてたのかな？　オシャレなスライムだ。

　ってよく考えれば、ブラッディ・オーガも鎧よろいとか落としたな……あの時は気が動転しててそこまで考えが及およばなかったけど、素材だけじゃなくて装備品も手に入るのが普通なのだろう。

　取りあえず、ヘルスライムから手に入れたことに変わりはないので、鑑かん定ていしてみた。

【黒くろ月づきの首くび飾かざり】……ヘルスライムから手に入る、レアドロップアイテム。装備者は夜間、様々なステータスが上昇する。また、太陽光を集め、それを魔力に変へん換かんし、装備者の魔力を常時回復させる。契けい約やく者しや：天上優夜。

　まさかのレアドロップアイテムだった。

　まあ、スライムがオシャレってのも意味が分からないしな。ちょっと残念だけど。

　でも、効果は非常に良さそうだ。夜の間だけとはいえ、ステータスが上昇するらしいし、それ以外にも魔力を回復させてくれるのだ。魔力の使い方が分からないけどな。

　せっかく手に入れた初のレアドロップアイテムなので、俺は装備してみることに。ネックレスなんて着けたことねぇや。

「似合ってるかねぇ？」

　誰だれに聞いたわけでもないが、思わずそう口に出た。

　以前の俺なら完全に似合ってなかっただろうが、今は瘦やせてるしちょっとは似合っててほしいよね。

　そんな希望を抱いだいていると、メッセージが出現した。

『レベルが上がりました。スキル【気配察知】を習得しました』

「え」

　いや、ちょっと待て。

　あの激痛をもう一度味わわないといけないのか!?　確かにレベルは相手のほうが上だったし、レベルアップも理解できる。だが理解できても納なつ得とくできるか！　嫌いやだぞ、俺！

　取りあえず、一時的でも現実逃とう避ひをしたい俺は、スキルの確かく認にんをした。

【気配察知】……気配を察知することができる。

　すごく簡単な説明だったが、つまり漫まん画がとかの『そこにいるのは分かってるぞ！』的なことができるわけね。これは普通に嬉うれしいな。

　さっきみたいに、アイテムを回収するときは敷地の外に出なきゃダメなわけで、その間の危険度を減らせる。

　新たなスキルに満足したところで、とうとうステータスの確認に移った。





【天上優夜】

職業：なし、レベル：１５０、魔力：２０００、攻こう撃げき力：３５００、防ぼう御ぎよ力：３５００、俊しゆん敏びん力：３５００、知力：２０００、運：４５００、ＢＰ：５０００

スキル：《鑑定》《忍にん耐たい》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：１》《気配察知》

称しよう号ごう：《扉とびらの主》《家の主あるじ》《異世界人》《初めて異世界を訪おとずれた者》






　結構上がってた。

　てか、どれもキリよすぎじゃね？　こういうもんなの？　見やすいからいいけどさ。

「まあいいや。ＢＰを割り振ってしまおう」

　ちょっと考えた後、俺はＢＰを割り振った。

　その結果がこれだ。





【天上優夜】

職業：なし、レベル：１５０、魔力：２０００、攻撃力：４５００、防御力：４５００、俊敏力：４５００、知力：２０００、運：６５００、ＢＰ：０

スキル：《鑑定》《忍耐》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：１》《気配察知》

称号：《扉の主》《家の主》《異世界人》《初めて異世界を訪れた者》






　前とは違ちがい、今回は魔力と知力にはＢＰを割り振らなかった。

　その代わり、運に２０００ほど割り振ったのは、さっきのレアドロップアイテムがあったからだ。

　完全な予想だが、この運というステータスが高ければ、さっきみたいに手に入りにくいだろうレアドロップアイテムがまた手に入るかもしれない。

　それに、運がいいってだけでなんだか嬉しいしな。

　朝っぱらからイベントの連続だったが、もう昼になったので、俺は一度家に戻るのだった。




　　　　＊＊＊




　一度家に帰るとき、再び換金するかどうかのメッセージが表示され、【魔石：Ｃ】と【ヘルスライムの核】を換金することに。

　すると……。

『アイテムを換金しました。【ヘルスライムの核】……50万円。【魔石：Ｃ】……50万円』

　となり、合計１００万円という大金を再び手にすることになったのだ。

　たった二日で２５０万円も手に入れたことに眩暈めまいがしながらも、俺は何とか家に戻り、昼食をとった。

　しかも、早さつ速そく畑にあった食材を使ってみたのだ。

　そのときの献こん立だてが『超ちよう力りよくトマトのサラダ』、『無敵かぼちゃと叡えい智ちの大根の煮につけ』、『神速ジャガイモの肉じゃが』である。

　これらすべての調理に、【無限のジョウロ】の聖せい浄じよう水すいを使ってある。

　調理しての感想は、特に地球のトマトやジャガイモと変わらなかったが、味だけが不安だった。

　だが、その心配は杞き憂ゆうに終わった。

「う、美味うまい！」

　驚おどろくほど美味おいしかったのだ。

　俺の料理の腕うでは人並みだ。だからこそ、この美味さは食材そのものの美味さと言ってもいいだろう。

　そして、食事を終え、ステータスを確認してみると、色々と変わっていた。





【天上優夜】

職業：なし、レベル：１５０、魔力：２５００、攻撃力：５０００、防御力：５０００、俊敏力：５０００、知力：２５００、運：７０００、ＢＰ：０

スキル：《鑑定》《忍耐》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：１》《気配察知》《料理：１》

称号：《扉の主》《家の主》《異世界人》《初めて異世界を訪れた者》






「めっちゃ上がってる!?」

　何と、ステータスは５００も上じよう昇しようしていたのだ。

　それに、いつの間にかスキルに【料理】まで追加されている。

　ステータスが上昇した理由も、スキルが追加されたのも、すべて異世界の食材を食べたからだ。

　何というか、異世界の食材は反則だな。羨うらやましい。……いや、その恩おん恵けいを受けたわけだけどさ。




　　　　＊＊＊




　そんなことを思いながら、俺は午後、せっかく武器を扱あつかえるだけの筋力を手に入れたので、武術というものを調べてみるために近くの古本屋へ行くことにした。

　図書館は人が多く、利用すると毎回嫌な視線を向けられるため、行きたくないのだ。そんな理由からも、今から行く古本屋は小さくて、人もいないのでちょうどよかった。

　用意をすませ、すぐに家を出ると真まっ直すぐにその古本屋に向かった。

　道中に人の気配はなく、古本屋に着いても、お客さんは俺だけだった。

　えっと、武術とかのコーナーは……。

「うわぁ、スゲェ……」

　目当ての本を探して、その棚たなを見つけると、びっしりと大量の武術や武道に関する本が並べられていた。

　しかも、スタンダードな剣術だけでなく、俺の求める槍術や杖術、鎖鎌術や暗殺術まで、多た岐きにわたる本がそこにはあった。

　……って、暗殺術ってどこで使うんだ!?　怖こわいな!?

　図書館でもこれだけの種類が揃そろってるのかは分からないが、とにかく古い本がたくさんあるのは間違いなかった。

　流石さすがに全部買うことも、読みきる自信もないので、どうしたもんかと棚を眺ながめていると、不意に何冊かの本に自然と目が止まった。

　それらの本は、全部バラバラの武器や流派で統一性はないのだが、何となく本能的な部分がこれを選べと囁ささやいている気がした。【真武術】のスキルが関係してるのかな？

　よく分からないが、取りあえずその数冊なら買って持って帰るのも簡単なので、俺は深く考えずにそれらの本を購こう入にゆうし、そのまま家に帰った。

　その後は、晩飯の支し度たくをするまで本を読み進め、夕食をすませてからも読み、気づけば新たに【速読】というスキルを手に入れて、買った本を読みきってしまった。

　ただ、もう夜も遅おそかったので、実戦は明日ということで、風ふ呂ろに入ってから布ふ団とんに入り、眠ねむりに就つく。

　────そして、再びあの激痛に襲おそわれ、俺は気を失うのだった。








第三章　異世界人









　────あれから一週間。

　俺の持っている称号やスキルが改めてとんでもない効果を持っていることを実感した。

　それはこの異世界に最初に訪おとずれた時に手に入れた【異世界人】と【初めて異世界を訪れた者】の称号だ。

　まず【異世界人】の称号のおかげで俺はレベルが上がりやすくなっており、スキルレベルも含ふくめて全てのレベルが速いスピードで上がっている……のだろう。他の人がどれくらいの速度でレベルが上がるのか知らないので、何とも言えないが。

　それはともかく一番ヤバいのが、【初めて異世界を訪れた者】の称号だろう。

　最初からすごいなとは思っていたが、レベルが上がれば上がるほどそのすごさがもっと実感できたのだ。

　なんせ、レベルが上がるたびに俺のステータスに割り振ふられるＢＰは、異世界人であれば十倍の差が、同じ地球人であれば五倍の差があるのだ。もうすでにヤバい。

　俺が順調に強くなれているのは、賢けん者じやさんの家や武器のおかげもあるが、それ以上にこの称号が大きく関係していると強く思った。

　称号だけでも十分すごいと思うが、スキルも現実世界で効果を発揮でき、かなり助かっている。

　例えばスキルの【鑑かん定てい】はあらゆる物の情報を簡単に手に入れられるようになり、スーパーなどに行くと一番新しん鮮せんな野菜などを手に入れられるし、【言語理解】のスキルなんかはいろんな外国語を読み書きできるようになり、しかも話すことができるので本当に重宝している。いや、本当にありがたい。

　特に一番効果のすごさを実感したのは称号とスキルについてだが、他にも色々とあったことの一つに、畑で栽さい培ばいされていた食材に関することがある。

　ステータスの上昇する食材で食事を続けてきたが、ある一定まで上昇すると、途と端たんにステータスが上昇しなくなったのだ。

　恐おそらくだが、ステータスを上昇させるといっても、限度があるのだろう。むしろ、食べるだけで強くなるという状じよう況きようの方が不思議だったため、俺はあまり悲しいといった感情は抱いだかなかった。ステータスが上昇しないとはいえ、美味おいしいのは変わらないしね。

　あ、【ヘルスライムゼリー】も食べてみたが、本当にコーヒーゼリーだった。うん、美味しくいただけましたね。

　他にも、俺は自分の体を確かめるようにいろいろと試行錯さく誤ごしてみた。

　古本屋で買った本を参考にしながら、適当に武器を振り回していたら、いつの間にか【真武術】がレベル２になっていたので、魔ま物ものを倒たおさなくても俺の行動によってはスキルレベルが上昇することが分かった。これも称号【異世界人】のおかげだと考えれば、称号のすごさが更さらに分かるだろう。

　そしてレベルが２になった【真武術】は、レベル１の時と比べて大きな変化は感じられなかったが、少しだけ武器の扱いにキレが出てきた気がする。本当に気がするだけだけど。

　こうして色々気づくことが増え始めた中、俺はこれからのことで非常に憂ゆう鬱うつな気分になりつつあった。

　高校の入学が近づいてきたのである。

　高校生になれば、環かん境きようも変わるし……色々と不安しかない。

　いや、普ふ通つうなら不安も持ちながら、新しい生活に胸を躍おどらせるんだろうけど、生あい憎にく同じ中学のみんながいるような高校で、高校デビューなんてする勇気はない。したとしても、今以上に虐いじめが酷ひどくなるだけだろう。

　このままこの異世界を探たん索さくできればいいなって思うけど、そうも言ってられないのだ。

「はぁ……嫌いやだな……」

　嫌だ嫌だと言いながらも、高校に行くことを考えてるのは俺がヘタレだからだろう。いっそのこと不登校になれればいいのだが、そうすると俺の人生が完全に終わってしまいそうで……。そう考えると不登校になれないのだ。

　というわけで、サイズが合わなくなった制服を買い替えるために、制服を売っている店を訪おとずれていた。

　新学期が始まるというだけあって、この時期に制服を買いに来るのは珍めずらしくないはずなのだが、制服を扱ってる店の人は俺をずっと見続けていた。……ズボンのチャック、開けっ放しじゃないよな？

　まあ勇気を出して買いに出た結果、幸い人通りも少なかったので見知った顔と会うこともなく、そこはよかったと思う。

　それはともかく、今日の俺はある決意……異世界の家の周囲を探索してみようと思っていたのだ。

　まだあのブラッディ・オーガやヘルスライムみたいなのがたくさんいるんだと思うと怖いが、それ以上に好こう奇き心しんの方が勝まさっていたのだ。

　今までの俺だったら絶対に外に出なかっただろうが、よく分からないレベルアップをしてから、自信があるわけじゃないが、それでも好奇心に従って行動するくらいには冒ぼう険けん心しんというものを持つようになったのだ。

　他人から見れば危あやういのかもしれないが、俺はこの変化は正直嬉うれしかった。

　ちょっとでも前向きに考える手助けになりそうだったからだ。

「……不用心かもしれないけど、行こう」

　俺は賢者さんの残してくれた服の上から、【血けつ戦せん鬼きの胴どう鎧よろい】や【血戦鬼の籠こ手て】といった【血戦鬼シリーズ】を装備していた。瘦やせてから試ためしに着てみると、今の俺の体型にピッタリだったのだ。これで防ぼう御ぎよ力も多少保証されただろう。

　ちなみに初めて着た時は、カッコよくてついテンションが上がりまくったのだが……まあ男の子なら仕方ないよね！　だってカッコいいし！

　それに念のためというか、当たり前だろうが【完治草】をしっかりと持ってきている。即そく死しじゃない限りはこれで大だい丈じよう夫ぶだろう。……楽観的過ぎるかもしれないが。

　俺は二匹の魔物を倒した庭と外の境界線である柵さくの入り口に近づくと、深呼吸をする。

　武器はあるな？　鎧も着たな？　【完治草】も持ったな？

「……よし」

　俺は覚かく悟ごを決めると、恐る恐る足を一歩出した。

　また一歩、また一歩と、遅ち々ちとした歩みながらも確実に敷地の外へと出ていく。

　そして────。

「あ……」

　俺は完全に外に出ることに成功した。

　外の景色は、柵の中から見ているのと変わらないはずなのに、俺の目にはより色いろ鮮あざやかに映り、しばらくの間呆ぼう然ぜんとしていた。

　徐じよ々じよに実感を持ち始めると、俺は確かな足取りで歩きはじめる。

　今回周辺を探索するといっても、いきなり遠くへ行くまでの勇気はまだないので、家が視し認にんできる距きよ離りで探索するつもりだ。そのうちに、家までの目印も考えて、遠くまで行けるようにしたいな。

　俺は武器の【絶ぜつ槍そう】を握にぎり、辺りを警けい戒かいしながら進んでいく。

　初めて間近に森の木々を見たわけだが、やはり俺が見たことのないような葉を持つ樹きばかりだ。

　花も、毒々しい色もあれば虹にじ色いろもあり、中には淡あわい光を放っている花さえ存在した。

　……こうしてみると、本当に異世界なんだなぁ。

　幻げん想そう的な光景に平へい凡ぼんな感想を抱いていると、不意に生物の気配を感じた。スキル【気配察知】が働いたのだろう。

　息を殺しながらその生物の気配を辿たどり、存在を視認した。

　ソイツは、粗そ末まつながらも防具に身を包んだ、緑色の皮ひ膚ふを持つ小人のような存在で、鋭するどい目つきと鷲わし鼻ばな、鋭えい利りな牙きばが並んだ口はとても恐ろしい。いや、ブラッディ・オーガの方が怖かったけどさ。

　小人に見つからないようにしながら、【鑑定】を発動させてみた。





【ゴブリン・エリート】

レベル：１２０、魔ま力りよく：１００、攻こう撃げき力：１５００、防御力：１０００、俊しゆん敏びん力：１５００、知力：１００、運：１００






　なんとなく想像はしてたが、ゴブリンだった。

　しかし、ただのゴブリンではなく、エリートだ。上位階級のゴブリンなんだろう。羨うらやましい。

　それはともかく、どうしたものか。

　ステータス的には俺が上なのは分かる。

　だが、このゴブリンははたして敵なんだろうか？　もしかしたら、この世界ではゴブリンと人間は共生関係にあるのかもしれない。

　もしそうなのだとすると、この場で攻撃を仕し掛かけたら悪いのは俺なのだ。ブラッディ・オーガやヘルスライムは俺に向けて殺気を飛ばしてきたし、何より家の敷地内に侵しん入にゆうしようとしてきたので、敵だと分かりやすかったが、今回は本当に分からない。ブラッディ・オーガが敵だったんだし、ゴブリンも敵な気はするが、ここは慎しん重ちように行こう。

　ということで、無用な厄介ごとや争いは避さけられるのなら避けたいので、俺は静かにその場から退散しようとした。

　パキ。

　そして、足元の木の枝を踏ふみ抜ぬき、音を鳴らしてしまった。

　恐る恐る視線をゴブリンに向けると────。

「……」

「……」

　スゲェ見られてた。

　無言の時間が続く。

　俺は耐たえ切れず、できるだけ友好を示すように笑え顔がおで話しかけた。

「や、やあ！」

「グギャギャギャギャ！」

「ですよねー！」

　当たり前のように、ゴブリン・エリートはボロボロの剣けんを振ふり回しながら突つっ込こんできた。

　以前の俺なら腰こしを抜かしてただろうが、今の俺はゴブリン・エリートの動きをよく見て、余よ裕ゆうを持って躱かわすことに成功する。

「グギャッ？　ギャギャギャ！」

　躱されたことにゴブリン・エリートは少し驚おどろいた様子を見せるが、すぐにまた俺を殺そうと襲おそい掛かかって来た。

　もう理解できたが、ゴブリンは俺の予想通り、敵だったのだ。

　敵と分かれば、攻撃してもこちらに非はないだろうということで、俺は【絶槍】を握りなおすと、買った本の内容を思い出していた。

　俺の買った本の内容は、実は槍の構え方なんて書いてなかったのだ。

　その時点ですでに、買う本を間ま違ちがえたか？　とも思ったが、読み進めていくと、どうやら構えなんてものはその人の動きやすい形に合わせればいいというのが本の方針らしく、槍で突くときに捻ひねりながら突き出すことを意識するなど、そんなことしか書かれていなかった。

　まあ、捻りながら突けばいいとか、簡潔にまとめられていたから、ある意味で初心者の俺には有り難がたかったりする。

　襲い掛かって来るゴブリン・エリートの姿を冷静に見つめていると、ゴブリン・エリートは真横に剣を振り回していることがすぐに分かる。つまり、頭部と下半身は隙すきだらけなのだ。

　それを見み逃のがすことなく、俺は冷静な頭のままで、槍というリーチの長さを利用して、腕うでだけでなく、全身を使って捻りながら槍を突き出した。

　すると、【絶槍】の周囲に螺ら旋せん状の風が纏まとわりつき、そのまま的確にゴブリン・エリートの額を貫つらぬいた。

「ガギャ!?」

　ゴブリン・エリートの額を突いたのだが、纏わりついていた風も高威い力りよくだったらしく、頭部を螺旋状の風が抉えぐりとり、槍を引き戻もどしたときには、ゴブリン・エリートの頭は消しよう滅めつしていた。

　ゴブリン・エリートの体がその場で数歩よろめくと、おびただしい量の血ち飛沫しぶきをまき散らし、やがて光の粒りゆう子しとなって消えていった。

「ふぅ……」

　初めて、槍を通して命を奪うばう実感が手に伝わった。

　でも、不思議と俺の心は冷静だった。

　本当なら胃の中をぶちまけたくなるような悲ひ惨さんな光景だったのに、今の俺は大丈夫なのだ。

　もちろん、命を奪ったという意識もあるので、その重みはよく理解できている。

　それでも、俺の本能的な部分が、殺さなきゃ殺されるということを訴うつたえており、自然と俺の心と体が順応しているように感じた。

「……ドロップアイテムは、【魔ま石せき：Ｄ】と【上級小鬼の牙】と【上級小鬼の皮】か……」

　皮っていうのは正直気持ち悪かったし、案の定俺には使い道のない物ばかりだったが、【アイテムボックス】にすべて放ほうり込んだ。

　そういえば鎧を着て初めて動いたけど、全然動きが阻そ害がいされなかったな。見た目も個人的には好みだし、いい防具だ。

　最初は戦いを避けたかったが、こうしていろいろな確認ができたことを考えると、ある意味戦ってよかったかもしれない。

「うーん……レベルアップはないみたいだな……」

　レベルアップはしなかったが、魔物相手に買った本の動きを実践できたのはよかった。庭で体を動かす分には大丈夫だが、そこから実戦になると話は変わってくるしな。内容はともかくとして、買った本が活いかせているのはいいことだ。

　世界が違うし何より相手は魔物だが、ちゃんと地球の武術が通用することが分かったし、これからも積極的に動いていけたらいいな。

「よし、探たん索さくを続けるか」

　敵とのレベルが近かったこともあり、レベルアップはなかったが、気を取り直して俺は再び周囲の探索を再開するのだった。




　　　　＊＊＊




「はぁ……はぁ……！」

　森の中を一人の少女が必死に走っていた。

　ただ、少女の着ている誰だれが見ても上質だと分かる淡い白色のドレスは、走るのに適していない。

　それだけでなく、まるで陽光をそのまま切り抜いたような美しい金きん髪ぱつも、走っている最中に汚よごれ、今はその輝かがやきも失っている。

「……」

　そんな少女の背後を、フードで顔を隠かくした数人が追いかけていた。

「くっ……！」

　足場の悪い森の中を、少女は裸足はだしで駆かけていた。

「あっ!?」

　だが、走るのに適さない服と、森という環かん境きようから、木の根に躓つまずいてこけてしまった。

　その隙を謎なぞの集団が逃のがすはずもなく、すぐに少女の周りを取り囲んだ。

　もはや逃にげ場がないことを悟さとった少女だが、翡ひ翠すいの瞳ひとみを鋭くさせ、集団を睨にらみつける。

「貴方あなたたち！　私がアルセリア王国の第一王女と知っての狼ろう藉ぜき!?」

　少女の強気な態度に謎の集団は顔を見合わせると嘲ちよう笑しようした。

「は、はははは！　知っているさ、レクシア・フォン・アルセリア」

「ならどうして……」

「どうして？　おかしなことを言う。身に覚えがあるだろう？　どうして襲われるのか……」

「そ、それは……」

　少女────レクシアは襲しゆう撃げき者しやの言葉に思わず言葉を詰つまらせた。

「邪じや魔まなんだよ。薄うす汚ぎたない血が混ざったお前は！」

「私の血は汚くなんかない……！」

「口答えするんじゃねぇ！」

「きゃあっ！」

　毅き然ぜんと訴えるレクシアに、謎の集団の一人が魔ま法ほうで土の塊かたまりを創つくり出し、撃うち放った。

　レクシアは咄とつ嗟さに地面を転がるが、魔法の威力が高く、その衝しよう撃げきで予想以上のダメージを受けた。

「う、うぅ……」

「手間かけさせるんじゃねぇよ。最初から大人しく死んでりゃいいモノを……」

「お前の護衛も不ふ憫びんだよなぁ？　お前なんかを護衛した結果、俺たちに襲われることになってよぉ」

「お前を逃がそうと必死だったが、今いま頃ごろあの騎き士しどもも死んでんじゃねぇか？」

　痛みで蹲うずくまるレクシアに、謎の集団は次々と不ふ愉ゆ快かいな言葉を投げかけた。

　レクシアは第一王女であるが、現国王と妾めかけの────奴ど隷れいとの間に生まれた子供だった。

　さらに言えば、その母親は『人間』ではない。

　容姿の優すぐれた『エルフ』の中でもさらに優ゆう秀しゆうな、『ハイエルフ』だったのだ。

　そんなハイエルフの奴隷に一目ぼれした国王はそのまま妾として寵ちよう愛あいし、やがてレクシアが生まれた。

　だが、レクシアを産んですぐ、母親は亡なくなった。

　国王は大変悲しみ、レクシアを大切に育てた。

　────しかし、ある日事件が起きた。

　元々高い魔力を保有する『ハイエルフ』と人間のハーフであるレクシアは、その優れた容姿と魔力量をしっかり受け継ついでおり、ある日、その魔力が暴走した。

　その結果、近くにいた第一王子が大ケガをしてしまったのだ。

　幸い後こう遺い症しようなども残らず、綺き麗れいに治ち癒ゆしたのだが……レクシアは、第一王子の母親である妃きさきや、第一王子の派は閥ばつである貴族たちから疎うとまれる結果となった。

　元々の生まれなどもあり、国王の目が届かない場所で様々な嫌いやがらせを受けてきたのだ。

「う……うああ……」

　自分を産んでくれた母親にも感謝しているし、父親を恨うらんでもいない。

　だが周囲はそんなレクシアを容よう赦しやなく攻こう撃げきしてくるのだ。

　たとえ王族であったとしても、境きよう遇ぐうによっては不運に変わる。

　そんなどうしようもない現実を前に、必死に今まで生きてきたレクシアだったが、こうして殺されそうになった今、自分の人生を振り返って思わず涙なみだがこぼれた。

　もし自分が、もっと普ふ通つうの人生を歩んでいたら……そう、考えてしまった。

「さて、無む駄だ話をして魔物に襲われてもつまらねぇ。とっとと死ね」

　自分がとても惨みじめで、どうしようもないこの状じよう況きように声を押し殺して泣くレクシア。

　そんな彼女に謎の集団の一人は容赦なく魔法を放とうとした────その時だった。

「グオォォォォ！」

「なっ!?　ゴブリン・ジェネラルだと!?」

　突とつ然ぜん、謎の集団に魔物が襲い掛かった。

　まるで爬は虫ちゆう類るいのような金色の瞳と焦こげ茶色の肌はだ。

　盛り上がった筋肉と成人男性と変わらぬその身長、そしてその身に纏う上質な鎧よろいはとても威い圧あつ感があった。

　大きな鷲わし鼻ばなから鼻息を噴ふん出しゆつさせると、自身の身長ほどもある巨きよ大だいな剣を大きく薙ないだ。

　その一いち撃げきはすさまじく、咄嗟にゴブリン・ジェネラルに魔法を放とうとした謎の集団は、巨大な剣を前に肉につ塊かいへと変へん貌ぼうした。

「ひっ!?」

　今まさに自分を殺そうとしていた者たちが、一いつ瞬しゆんで殺された。

　その事実にレクシアの表情は恐きよう怖ふに染まり、急いで逃げようとするが足に力が入らなかった。

　レクシアが動けない間に、ゴブリン・ジェネラルは圧あつ倒とう的な力をもって謎の集団を全ぜん滅めつさせた。

　辺り一面に大量の血と肉にく片へんが飛び散り、ゴブリン・ジェネラルは返り血まみれだった。

　────抗あらがうことのできない絶対的存在。

　それを前に、レクシアの体は意思に反して生きることを諦あきらめた。

　どれだけ逃げようとしても、少しも体が言うことを聞かないのだ。

　謎の集団の殺さつ戮りくを終えたゴブリン・ジェネラルは、恐怖と絶望に染まるレクシアの方に視線を向けた。

　鋭するどい視線に射いすくめられ、遂ついに意思までもが、生きることを諦めた。

「あ……」

　呆ぼう然ぜんとするレクシアに、ゴブリン・ジェネラルは悠ゆう然ぜんと近づく。

　そしてレクシアの目前に来ると、その巨大な剣けんを振ふり上げた。

「ガアアアアアアアア！」
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　何の苦しみもなく、ここで死ぬのだろう。

　生きることを諦めた意識の中、他人ひと事ごとのように振り上げられた剣を見ていた時だった。

「だああああああああああああっ！」

「グガア!?」

　突とつ如じよ、ゴブリン・ジェネラルに向かって何かが飛来した。

　だが、ゴブリン・ジェネラルはその飛来物がぶつかる直前に察知すると、振り上げていた巨大な剣で防いだのだ。

　しかし、攻撃はそれだけではなかった。

　飛来物を防いだ巨大な剣に、さらなる衝撃が襲おそい掛かかった。

　その衝撃はすさまじく、強きよう靭じんな肉体を持つゴブリン・ジェネラルでさえ耐たえ切れず大きく吹ふき飛ばされる。

　新たな乱入者にゴブリン・ジェネラルは体勢を立て直すと怒いかりの籠こもった視線を向けた。

「グゥゥ……ガアアアアッ！」

　ゴブリン・ジェネラルの視線につられ、同じ方向をレクシアが向くと────。

「────大だい丈じよう夫ぶか!?」

　艶つややかな黒くろ髪かみと、夜空を思わせる瞳。上品でどこか異国の雰ふん囲い気きを漂ただよわせる青年が焦あせった様子で駆け寄ってくるのが分かった。

　絶望的な状況であるのには変わらないが、レクシアは何故かその青年の姿を見た瞬間、ちょっとした安心感を覚えた。

　そしてその安心感からか、レクシアの緊きん張ちようの糸が切れ、その場で気絶してしまうのだった。




　　　　＊＊＊




　ゴブリン・エリートとの戦せん闘とうから数日。

　この数日の間にだいぶ探索も進み、途と中ちゆうで便利なスキルを手に入れてからは、帰りの目印などをつける必要がなくなった。

　新しいスキルもそうだが、他には、新しい魔物と戦闘し、レベルと戦闘技術が向上した。それで得たアイテムを換かん金きんして結構な額のお金も手に入れた。

　そんなわけで現在の俺のステータスはこんな感じだ。





【天てん上じよう優ゆう夜や】

職業：なし、レベル：２００、魔力：５０００、攻撃力：７０００、防ぼう御ぎよ力：７０００、俊しゆん敏びん力：７０００、知力：４５００、運：７５００、ＢＰ：０

スキル：《鑑かん定てい》《忍にん耐たい》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：４》《気配察知》《速読》《料理：３》《地図》《見切り》《弱点看破》《同化》

称しよう号ごう：《扉とびらの主》《家の主あるじ》《異世界人》《初めて異世界を訪おとずれた者》






　予想以上に成長して、寝ねている最中に激痛を味わっていたわけだが、最近は慣れてきた……というより、あの激痛や異音がなくなったように思える。

　俺の予想としては、体の構造はもう完成したんじゃないか？　と思っている。これ以上改造のしようがないってことだな。

　それでも、筋力とかは明らかに増えているので、完全に成長が止まったわけではないだろうし、あまり気にしていない。痛くなくなるのなら嬉うれしいくらいだしな。

　新しいスキルの効果は、こんな感じである。


【地図】……一度訪れた場所をマッピングする。

【見切り】……相手の攻撃が避よけやすくなる。

【弱点看破】……相手の弱点を見つけ出す。

【同化】……自然と同化し、気配や魔力などを消すことができる。



　どれも有用なモノばかりで、特に【地図】のおかげで俺の探たん索さくはぐっと楽になったのだ。

【見切り】は敵が攻撃してくるタイミングのようなものがなんとなく分かるようになったし、【弱点看破】は相手のどこを攻撃すれば大ダメージを与あたえられるか分かるのだ。【同化】は、隠かくれて魔物の様子を窺うかがい続けてたらいつの間にか習得していて、非常に便利で助かっている。

　戦闘経験なんて皆かい無むだった俺には有り難がたいスキルで、おかげでこんな俺でも最近は正面から戦うことができている。

　その戦闘で得たドロップアイテムは、全部換金したおかげで１０００万円にもなり、【アイテムボックス】に入れて管理している。

　俺はパソコンとか持っていないが、便利だろうし買っておきたいと思っている。

　それはともかく、もう少しで高校生活が始まってしまう。

　つまり、またあの地じ獄ごくのような日々が……。

　何よりも、この未知の世界を楽しむ時間が限られてきたことが俺はとても辛つらかった。

　勉強はもちろんしていたが、それでも学校に行くことは苦痛でしかないのだ。

「はぁ……切り替かえよう。せっかく楽しい場所にいるのに、学校のことなんて考えたくない……」

　現実逃とう避ひだとは分かっているが、俺はいったん学校のことを頭の外に追いやった。

　そして、日課になりつつある異世界の探索を始める。この日課も、高校が始まるまでだろう。

　手には【絶ぜつ槍そう】を握にぎってはいるが、他の武器や素す手ででの戦闘も続けていて、単純に槍の扱あつかいが性しように合っていたから使い続けている。【全剣】だってよく使うしね。

　しばらくの間森の中をさまようが、特に魔物は出てこない。

　それでも、道中のヘンテコなキノコや木の実などを鑑定しては【アイテムボックス】に放ほうり込んでいた。換金できるときもあれば、効果によっては家で食べたりした。

　俺が換金したいものだけ換金できるから、地球に持って帰ることもできるしな。

　異世界はある意味で俺にとっては食しよく料りよう庫でもあった。ちなみに、【オーク・エリート】という二足歩行の豚ぶたの魔物を倒たおしたときに手に入れた【上級豚男の肉】を食べてみたのだが、とても美味おいしかった。鑑定で害がないことは分かっていたからな。

　そんなわけで、ドロップアイテムは、換金だけでなく、俺の食料にもなったわけだ。おかげで外に買い物に行く必要がなくなったのは嬉しかったな。時間が惜おしいし。

　しばらくの間、採取などをしながら森の中を歩いていると、何やら激しい音が聞こえてきた。

「なんだ？」

　あまりにも大きな音と衝しよう撃げきに驚おどろきながらも慎しん重ちようにその方向に進んだ。

「ッ!?」

　するとそこには、ゴブリン・エリートをさらに立派にしたような魔物が、血まみれで立っていたのだ。

　よく見ると、そのゴブリンの周辺には何の肉か分からないモノが散乱している。

　この惨さん劇げきに思わず言葉を失うが、俺はすぐに正気に戻もどって【鑑定】を発動させた。





【ゴブリン・ジェネラル】

レベル：２００、魔ま力りよく：１０００、攻こう撃げき力：９０００、防御力：３０００、俊敏力：５００、知力：５００、運：１００






　エリートの次はジェネラルらしい。しかも、この数日でまだ見たことのない魔物だ。

　ステータスのバランスは俺のほうがいいが、攻撃力がヤバい。

　……何が原因であんなに暴れまわってるのかは知らないが、コイツは様子見かな。もう少しステータスの差がないヤツと戦って、戦闘経験を積みたいし。

　そう決めた俺は静かにその場を立ち去ろうとした。

　だが……。

「なっ!?」

　ゴブリン・ジェネラルの進行方向に、俺と同い年くらいの女の子が座り込んでいるのが見えた。

　なんだか上等そうなドレスを身に纏まとってるし、どうしてこんな森の中にいるのかと疑問は尽つきないが、彼女は俺がこの世界で初めて会う人間だ……と本来なら喜びたいのだが、そんな状じよう況きようじゃない。

　ゴブリン・ジェネラルが剣を振り上げたところで、俺は咄とつ嗟さに手にしていた【絶槍】を投とう擲てきした。

「だああああああああああああっ！」

「グガア!?」

　すさまじい速度で迫せまる【絶槍】にゴブリン・ジェネラルは瞬しゆん時じに気づくと、振り上げていた剣で防いだ。

　その隙すきに俺は全力で走ると、そのまま全体重を乗せてゴブリン・ジェネラルの剣に飛び蹴げりする。

「どりゃあっ！」

「グオゥ!?」

　全速力からの一撃だったこともあり、ゴブリン・ジェネラルは大きく吹っ飛んだ。

　俺は着地すると、手元に戻ってくる【絶槍】を回収しながら女の子に近づいた。

「────大丈夫か!?」

　声をかけた瞬間、彼女は俺を見て驚いた表情を浮うかべると、そのまま糸が切れたように倒れた。

「おいおいおいおい!?」

　まさか死んだのか!?　と本気で焦った俺だが、よく見ると息をしているので、気を失っただけらしい。

　そのことに一安心していると、すさまじい威い圧あつ感を感じ、その方向に視線を向けた。

　するとゴブリン・ジェネラルが俺のことを激しく睨にらみつけている。

　俺は【絶槍】を握りなおすと、ゴブリン・ジェネラルと向かい合った。

「……」

「……」

　お互たがいに武器を構え、隙を窺う。

　だが、俺から見てゴブリン・ジェネラルに隙がないように、俺にも隙がないらしく、お互いに攻せめあぐねていた。

「グゥゥ……グォォアアア！」

　するとついにしびれを切らしたゴブリン・ジェネラルが、大地を踏ふみ砕くだく勢いで踏み込み、その巨きよ大だいな剣けんを横に薙なぐ。

　その攻撃を見て、俺の本能が防いじゃダメだと告げ、倒れている女の子を急いで抱かかえると大きく距きよ離りをとった。

　俺はすぐに女の子を再び寝かせると、今度はこっちから突とつ撃げきする。

「はああっ！」

「ガアッ！」

　しかし、ゴブリン・ジェネラルは俺の一撃を容易たやすく受け止めた。

　そしてその受け止めた状態から、俺の存在ごと吹ふき飛ばす勢いで剣を振ふる。

「があっ!?」

　そのあまりの威い力りよくに俺はあっけなく吹き飛ばされた。

　木々にぶつかりそうになるのを何とか空中で体勢を立て直し、吹き飛んだ先の木に着地する。

「やべぇな、おい……」

　ゴブリン・ジェネラルの強さに、思わず冷や汗あせが流れる。

　攻撃力が高いだけあり、馬ば鹿か正直に打ち合っても俺が絶対に負けるだろう。

　勝つには、どうにかして不意を衝つくしかない。

　幸い、攻撃力以外は俺が勝まさっているのだ。このステータスと手持ちの武器を活いかすしかないだろう。

　俺はすぐに木を足場にして、思いっきりゴブリン・ジェネラルの方へ突撃した。

　するとゴブリン・ジェネラルはそんな俺を巨大な剣で斬きり落とそうと、まるで野球のバッターのように俺が近づくタイミングに合わせて振ってきた。

　このまま突つっ込こめば、俺はあっけなく死ぬだろう。

　もう少しでゴブリン・ジェネラルの剣とぶつかるというところで、俺は【絶槍】を勢いよく地面に突き立てた。

「ガアアア!?」

　急停止した俺に、ゴブリン・ジェネラルの剣は空振る。

　俺は棒ぼう高たか跳とびの要領で突き立てた【絶槍】をバネに、勢いよく跳はね上がった。

　ゴブリン・ジェネラルの上を通過するように移動しながら、俺は【アイテムボックス】から【無弓】を取り出し、上空でゴブリン・ジェネラル目め掛がけて見えない矢を放った。

　だが、その攻撃を察知したゴブリン・ジェネラルが、空振りの勢いで巨大な剣を巻き上げ、矢を防ぐ。

　しかし、その隙に俺は新たな木を足場にした状態で、手元に帰ってきた【絶槍】をゴブリン・ジェネラルに投擲した。

「グ、ググガ!?」

　その攻撃さえも苦しい体勢で防いだゴブリン・ジェネラル。

　────でも攻撃はもう一つ残っていた。

【絶槍】を投擲すると同時に、俺は木を足場にして同じように突撃していたのだ。

　そんな俺の右手には【全剣】が握られている。

「ガア!?」

　ようやく俺の姿に気づいたゴブリン・ジェネラルが、必死に防ごうと動いているが……。

「遅おそい……！」

「ガアアアアアアアアアアア！」

　俺はそのままの勢いでゴブリン・ジェネラルの体を真っ二つにした。

　ゴブリン・ジェネラルはそのままゆっくり倒れ伏ふすと、光の粒りゆう子しとなって消えていく。

　そこまで確かく認にんして一息つくと、俺は未いまだに気を失っている女の子に視線を向けた。

「彼女、どうしよう……？」

　本気で困こん惑わくする俺の目の前に、メッセージが出現する。

『レベルが上がりました』

　あ、そうですか。




　　　　＊＊＊




　取りあえずゴブリン・ジェネラルのドロップアイテムを素す早ばやく回収すると、女の子に近づく。

　女の子は本当にこの場所には似つかわしくないほど、上質な衣服に身を包んでいた。ドレスとか生で初めて見たよ……。

　本気でどうしようかと考えていると、不意に誰かが近づいてくる気配を感じた。

「────ま！　────レクシア様ぁ！」

　その気配が近づくにつれて、人間らしき声も聞こえてくる。

　ってか、レクシア様って……この子のことか？

　そう考えて、俺は一瞬辺りを見回すと、血や肉にく片へんといったかなりグロッキーな光景が広がっていることを思い出した。……うん、俺も気分は悪いが、吐はくほどじゃないな。

　とはいえ、こんな光景の中でこの子を探しているであろう人物と出会ったら誤解される未来しか見えないぞ……。

　……隠かくれるか。

　俺は急いで近くの茂しげみに隠れ、スキル【同化】を発動させた。

　するとすぐに何やら剣けん吞のんな雰ふん囲い気きの兵士らしき人たちがやって来た。

　皆みんな同じような鎧よろいを身に纏まとっている中、鎧の上から黒色のマントを羽織った中年男性が周囲の光景を見て絶句していた。

「こ、これは……！」

　やっぱりこの光景の中で会わなくて正解だったな。もう尋じん常じようじゃないくらいに警けい戒かいしてるし。

　周囲を警戒する兵士たちは、近くの木の根元で気を失っている女の子に気づいた。

「れ、レクシア様！」

　兵士たちが急いで彼女のもとに近づき、安否を確認する。

　すると兵士の一人が何かを呟つぶやいた後、右手から淡あわい白色の光を放出し、彼女の体に当てた。

　あれって……魔ま法ほうか!?　うおおお、すげぇ！

　一人で勝手に魔法に興奮していると、兵士たちは心の底から安心した様子でため息を吐ついた。

「今、回復魔法を使用しましたので、傷は癒いえたでしょう。今は気を失ってらっしゃるだけのようです」

「っはああああ……軽傷で安心した……」

　彼女の安否を確認して、一安心する兵士たちだったが、すぐに彼女を優やさしく抱だき上げ、辺りを警戒しながら立ち上がった。

「……ここで何があったか気になるが、ここに長居するのは不味まずい。ひとまず帰き還かんするぞ」

『ハッ！』

　中年騎士の言葉に皆は返事をすると、その場から迅じん速そくに立ち去って行った。

　それを見届けた俺は、一息つく。

「ふぅ……一時はどうしようかと思ったが、無事に解決してよかった……」

　なんだかかなり慌あわただしかったが、これが俺の初めての異世界の人との出会いだった。……会話できてないけどな。








第四章　人生の変化









　今日はついに、高校の入学式である。

　結局この休みは、ひたすらあの異世界でドロップアイテムを集めることをしていたので、バイトの面接などは受けていない。

　それどころか、あの異世界の家で自給自足できてしまうため、家からもほぼ出ていないのだ。

　まあ、幸いドロップアイテムを換かん金きんし続けたおかげで、お金に関しては恐おそろしいほど手持ちにあるわけだが……本当に怖こわくて、【アイテムボックス】から迂う闊かつに出せない。

　そんな俺のステータスだが、現在はこんな感じである。





【天てん上じよう優ゆう夜や】

職業：なし、レベル：２３３、魔ま力りよく：５８８０、攻こう撃げき力：７８８０、防ぼう御ぎよ力：７８８０、俊しゆん敏びん力：７８８０、知力：５３８０、運：８３８０、ＢＰ：０

スキル：《鑑かん定てい》《忍にん耐たい》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：６》《気配察知》《速読》《料理：５》《地図》《見切り》《弱点看破》《同化》

称しよう号ごう：《扉とびらの主》《家の主あるじ》《異世界人》《初めて異世界を訪おとずれた者》






　スキルも含ふくめてレベルが上がり、【真武術】に至っては、なんかもう漫まん画がみたいな動きが軽々とできるので笑うしかない。

　この【真武術】のために買った本の内容も、実戦で活いかせるようになったしな。

　まあ相変わらず魔法は使えないのだが。

　ちなみにゴブリン・ジェネラルのドロップアイテムだが、【魔石】がＡランクだったこともあり、Ａ級の魔物だったと分かった。それ以外は特別変わったアイテムなどは手に入れていない。でもＡランクの魔石が５００万円だったのは腰こしを抜ぬかすかと思ったけどな。

　いろいろ思い返しても、その時間に戻もどるわけもなく、それどころか入学式は目前だ。

「はぁ……憂ゆう鬱うつだなぁ……」

　とはいえ、俺としては学校を休むという選せん択たく肢しはない。しかも入学式だし。

　授業中どれだけ妨ぼう害がいされようが、お金を払はらって通ってるわけだし、何より俺は勉強を頑がん張ばらなきゃ未来が見えないわけだからな。

「……うん、行こうか」

　どれだけ自分を奮い立たせようとしても、結局憂鬱な気分は変わることなく、俺は沈しずんだ気分のまま新しく買いなおした制服を着て、家を出るのだった。




　　　　＊＊＊




　……うん、何だろう。

「ね、ねぇ、あの人……」

「転校生かな？」

「うわぁ……足長っ……」

「て、てか、超ちよう美形過ぎない？」

「何かのモデルさん？」

「いや、でもあんなすごいイケメン見たことないけど……」

　家を出てから憂鬱な気分で高校に向かっていると、自意識過か剰じようじゃなければスゲェ見られてる気がする。

　理由は分からないが、ジロジロ見られて喜ぶ性せい癖へきは持ち合わせていないので、俺はすごく居い心ごこ地ちが悪い。

　いや、以前は蔑さげすむような視線が向けられてたし、見られること自体は変化ないんだけど……何というか、視線の種類が違ちがう気がする。本当に何なんだ？

　それに、いつもなら通学途と中ちゆうでさえ弄いじられて、酷ひどい日にはそのまま殴なぐる蹴けるの暴行や、お金をとられることもあったのだが、今日はそういったちょっかいをかけられない。

　理由が分からないまま、とうとう学校に着いてしまった。

　入り口には、クラス分けの紙が貼り出されており、すごい人ごみで中々近づけなかったのだが、誰だれかが俺に気づいて何かに驚おどろくと、その驚きが伝でん染せんしたのか、気づけば俺の周りには人がいなかった。俺、モーセじゃないからね。

　とはいえ、人が勝手に避さけてくのなら利用しないとやってられないので、そのまま紙を確認すると、俺のクラスには虐いじめの主犯格である荒あら木きの名前もあった。

　同じ中学とはいえ、クラスは流石さすがに変わると思っていたのに……あぁ……嫌いやだなぁ……。

　どんよりした気持ちは拭ぬぐえず、玄げん関かんを立ち去ってそのまま体育館に向かった。

　体育館でまず入学式を行った後、新しい教室に移動することになっているのだ。

　入学式会場である体育館に着くと、やはり周囲から変な視線を受けていたが、妙みようなことに誰からもちょっかいをかけられることはなく、無事入学式を終えることができた。

　いや、普ふ通つうのことなんだけどな。

　それはともかく、入学式が終わるとその後は新しいクラスで高校のことについての説明が昼休みをはさみながらＬＨＲで行われ、解散という日程になっていた。

　今日の日程を思い浮うかべながらも新しい教室に近づくと、どんどん憂鬱な気分は増していく。

　はぁ……嫌だなぁ……。

　教室に入ると、案の定よく分からない視線を向けられ、それを俺はなるべく気にしないようにしながら空いてる席に座った。

　すると新しい教室で座って早々、いきなり荒木が声をかけてきた。

「おい」

「え!?　な、何かな？」

　恐る恐るそう尋たずねると、荒木は訝いぶかしげな様子で訊きいてきた。

「お前、誰だよ。見ねぇ顔だな。転校生か？」

「え？　えっと……俺は天上優夜だけど……」

「…………………………は？」

　荒木は、今まで見たことがないくらい間ま抜ぬけな顔を晒さらしていた。

　だが、それは荒木だけではなく、なぜか教室にいるすべての人間が同じような表情を浮かべている。

「冗じよう談だんはやめろよ。どう見てもお前があんなクソ豚ぶた野や郎ろうなわけねぇだろうが。お前、転校生だろ？」

「い、いや、だから、本人なんだけど……」

「……いやいやいやいや、意味が分からなさすぎるだろ!?」

　荒木は叫さけんだ。

　その声に思わず体をビクつかせるが、荒木だけでなく、教室にいる人間全員が同じことを思っていたようで、みんな目をこれでもかというほど見開いていた。

「は？　じゃあ何か？　テメェ……整形でもしたって言いたいのかよ」

「そ、そんなお金はないよ。この休みに、頑張って瘦やせたけどさ」

　いや、実際はレベルアップで瘦せたんだが、魔物との戦せん闘とうを思えば、頑張ったって言ってもいいんじゃないか？

　俺が本当のことを告げるも、荒木は啞あ然ぜんとした表情のままだ。

　思わず周囲を見み渡わたすと、やはりみんな啞然としたままだった。

　やがて正気に返った荒木が何か言おうとしたが、その瞬しゆん間かん先生が教室に入ってきたことにより、荒木は舌打ちして自分の席に戻っていくのだった。
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「…………へ？」

　昼休み。

　いつも虐められていた俺は、トイレくらいゆっくりしたいので人ひと気けの少ないトイレに行ったのだが、そこで鏡に映る自分の姿を見て呆ぼう然ぜんとした。

　あれから珍めずらしいことに荒木たちが絡からんでくることもなく、とても平へい穏おんな時間を過ごせている。まあその平穏がいつまで続くか分からないから怖いんだけどさ。

　いや、そんなことより鏡に映ってる俺の顔だ。

「これ……本当に俺か……？」

　鏡には以前の俺とは似ても似つかない顔が呆然とした表情を浮かべていた。

　ニキビだらけだった顔は、今はツルツルで綺き麗れいに。薄うす毛げだった頭も、太くもサラサラな髪かみがしっかり生えている。エラの張っていた顎あごはシャープで小さくなり、薄かった唇くちびるもふっくらしている。豚ぶたのような鼻も、今はスッとした鼻になっているのだ。

　以前の面おも影かげが全くない俺の顔を、思わず触さわって確かめる。うん、俺の顔だ。

　……。

「うぇぇぇぇええええ!?」

　つい大声を出してしまった。

　いや、本当に誰だコレ!?　俺か!?　本当に俺なのか!?

　今まで俺を苦しめ続けてきたコンプレックスが、綺麗に消えているのだ。

　俺は呆然としながら自分の顔を触る。そして同時に納なつ得とくした。

「……確かにここまで変われば、みんな驚くよな……」

　これもレベルアップの恩おん恵けいなのだろう。以前とは比べ物にならないほど、顔がよくなっている。

「これなら、人に気持ち悪いって言われるのも少なくなるかな……？」

　自分の顔を正当に評価するのは難しい。

　何より俺は自分の顔や容姿が大だいっ嫌きらいだった。

　でもそれがこうして人様に見せられるレベルになったんだから、今は素す直なおに嬉うれしい。とはいえ、以前の俺を知る人間なら容姿が変わっても気持ち悪いことは変わらないかもしれない。

「……もう、前みたいに顔を隠かくすように下を見て歩かなくてもいいよね……？」

　今の俺は、前の俺とは違って見られる顔になっている。

　どこか現実味を感じないまましばらく鏡を眺ながめていたが、やがて昼休みの時間を思い出し、急いで教室に戻った。

　その時の足取りは、以前に比べてとても軽かった。
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「……なんていうか、あっという間だったな……」

　この一週間。

　なんと、荒木を含めて俺に絡んでくる人間が一人もいなかったのだ。

　皆みんな俺の姿を遠巻きに眺めるだけで、話しかけてこないのだ。あの荒木たちでさえそうなのだから、俺の変化はそれだけすごいんだろう。

　そんな珍しい平穏の他にも嬉しいことがあった。

　スキルの【言語理解】は案の定英語にも発動したため、英語の授業がとても簡単だったのだ。俺、英語苦手だったからなぁ。

　あっという間に感じたとはいえ、今日は待ちに待った休日だ。楽しまないとな。まあ、掃そう除じしたりするから時間は勝手につぶれていくわけだけど。

「ただ、いつまでも同じ服ってのはアレだよなぁ……」

　俺が着てる服は、あの異世界で手に入れた物で、それ以外に俺の今の体型に合っている服は制服や体操服などを除けば一着も持っていない。

　ファッションに興味があるわけでもないし、そもそも俺自身のセンスがいいわけでもないんだが、いつまでも同じ服ってのは流石にな。

　洗ってるとはいえ、見た目の変化はないんだから、他人から見ると不潔にも見えるだろうし。

　だが、俺は街に出るのが昔から好きではなかった。

　だって、街に出ればいつも蔑みの視線にさらされ、運が悪い時には不良などに絡まれてボコボコにされることもあったからだ。

　とはいえ、パソコンなどがない俺の家で、お手軽なネット注文などができるわけもない俺は、街に出て必要なものを買いに行かなきゃいけないのだ。

「食材はともかく、日用品も何種類か切らしちゃってるからなぁ」

　重いため息を吐つくも、行くことに変わりはないため、俺は嫌いや々いやながらも家から出た。

「日用品は絶対買うとして、服はどうしよう？」

　街に向かいながら、俺は自分の買うべき服について考える。

　財さい布ふには、取りあえず【アイテムボックス】から５万円ほど取り出して入れてあるので、足りないということはないだろう。

「昔の俺だったら、着られる服の種類も少なかったから、選ぶのも楽だったんだけど……ずっと同じ服を着てるのも変だしなぁ……」

　結局どこで服を買えばいいか分からない俺は、服は後回しにして先に日用品を買いに行くことにするのだった。
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「えっと……切らしてた物は買えたな」

　街に出た俺は、当初の目的の一つである、日用品の買い足しを終えていた。

　街には大きなショッピングモールがあり、ここに行けばたいていの物が手に入るので、昔から利用していた。

　……まあその分、絡まれたりと大変な目にも遭あってるけどさ。

　それに、人の目が多い場所に行くと、あまりいい思いをしない。

　だが、今回はいつもの俺とは違ちがう。

　見た目が変わったことで、俺は前みたいに俯うつむきながら歩かなくてもいいのだ。

　いつもと違い、少し自信を手に入れた俺は前をしっかり見て歩く。

「ね、ねぇ、あの人……」

「ウソ、誰だれ!?　あれ！　芸能人？」

「イケメンでスタイル抜ばつ群ぐんってマジハンパないんだけど……」

「色気ヤバすぎじゃない!?」

「そう言えば、今日ここでファッション誌の撮さつ影えいがあるって聞いたような……」

「ちょ、ちょっと声かけてみようよ」

「え、本気!?」

　なんだか周囲でヒソヒソと話している人が多いなぁと思いながら歩いていると、突とつ然ぜん見知らぬ女性たちから声をかけられた。

「ね、ねえ、君」

「え!?」

　まさか不良じゃなく、女性から声をかけられるとは思いもしなかった俺は、かなり驚おどろいた。

「そうそう。もし暇ひまなら、お姉さんたちと遊ばない？」

「ね、ね、いいでしょ？」

「え、あ、その……」

　なんだコレ、キャッチセールスか!?

　慣れない女性からの声かけに慌あわてる俺は、何とか心を落ち着かせて丁てい重ちようにお断りした。

　いいか、こういう時は相手の機き嫌げんを損そこねないように申し訳なさそうな表情を浮うかべるんだ！　以前の俺ならともかく、今の俺なら通用するだろう。……多分！

「すみません……用事があるので……」

　渾こん身しんの申し訳なさそうな表情を浮かべると、一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた女性たちが今度は逆に慌てだした。

「い、いいのよ、気にしないで！」

「うんうん、邪じや魔ましてごめんね!?」

　俺の申し訳ない気持ちが伝わったのか、女性たちは素直に引いてくれた。

　よかったー！　絶対に昔の俺なら通報されてたか、すごい勢いで罵ば倒とうされてたかのどっちかだろう。

　心の底から安あん堵どしてその場を離はなれると、後ろの方で何やら再びヒソヒソと話す声が聞こえてきた。

「……今の顔、ヤバくなかった？」

「……ヤバかった」

「クール系かと思ったら……あんな小動物みたいな表情を浮かべるなんて……」

「「「とにかくヤバい」」」

「うっ!?」

　俺は何な故ぜか背筋が震ふるえた。な、なんだ？

「ま、まあいいや。そんなことより、服どこで買おうかな……」

　ショッピングモールをぶらぶらと歩きながら、そう呟つぶやく。

　ここに来た時、一応メンズファッションのフロアを確かく認にんしていたのだが、ブランドの種類が多すぎて何が何だか。

「オシャレとは無む縁えんの生活をしてたわけだからなぁ……お金もなかったし」

　まあ今の格好もシンプルすぎるけどな。

　なんせ、白のワイシャツに、黒のズボン。

　艶つややかな青みがかった黒い革かわ靴ぐつと、ヘルスライムを倒たおして手に入れた、レアドロップアイテムの黒くろ月づきの首くび飾かざり。

　うん、改めて考えるとオシャレからは程ほど遠とおいシンプルな服装だよな。まあ服自体がビックリするほど上質だから、そんな印象はあまり受けないんだけどさ。

　ショッピングモール内を見み渡わたしながら歩いていると、不意に怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「ちょっと！　いつまで待たせるのよ!?」

「すみません！　すみません！」

「すみませんじゃないでしょ!?　こっちは一時間以上も待ってるのよ!?　このアタシを待たせるなんていい度胸ねぇ!?」

「すみません、すみません……！」

「あの……光ひかるさん。私のことは気にしないでください」

「美み羽うちゃん！　甘やかしちゃダメよ！　相手が寝ね坊ぼうするのがいけないんだから！」

「そ、そうですけど……」

「それに、寝坊のワケを聞けば二日酔よいだって言うし、謝罪の言葉もない……これが怒おこらずにいられますか！　……それに比べ、美羽ちゃんは偉えらいわねぇ。今ではすっかり有名になっちゃったのにちゃんとしてて……遅おくれてくるクソ野や郎ろうに見習わせてやりたいくらいだわ」

「ア、アハハハ……」

　怒鳴り声の方に視線を向けると、ド派手なピンク色のワイシャツに身を包んだ筋骨隆りゆう々りゆうな男性が、恐きよう縮しゆくしきった様子でひたすら頭を下げているスーツ姿の男性に怒鳴っていたのだ。

　その後ろでは、緩ゆるいウェーブのかかった茶ちや髪ぱつの、遠目からでもその優すぐれた容姿が分かる女性が筋骨隆々の男性を宥なだめていた。

　……何だ、このカオス。

　よく見ると、筋骨隆々の男性はカメラを持っており、周囲には何やら撮影機材？　のようなものがたくさん並べられていた。

　なんかの撮影だろうか？　まあこの辺りは結構有名人とか見かけるらしいし、ドラマとかの撮影かもな。

　実際、周囲には一いつ般ぱんの人々がたくさん集まっており、俺が思っている以上にすごい撮影なんだと思う。

　うーん、あの女性は女優さんとかかな？　周りの様子を見ると、ずいぶん有名っぽいけど。

　家にテレビもない俺は、有名人はほとんど知らないわけで、その女性のこともまったく知らないんだが。

「あの様子じゃ向こうの店は見れないし、他の場所で服を探すかぁ」

　そう言って、俺はその撮影現場に背を向けた。

「でもアタシにもスケジュールってモノがあるのよ。だから、そちらには悪いけど、今回は美羽ちゃんだけで撮影させてもらうわ」

「そ、そんな！」

「そんなじゃないでしょ！　プロなんだから、そこはしっかりしなさい！　別に今後、そちらのモデルを一人も使わないって言ってるワケじゃないのよ？　まあ今回遅れてくるヤツは二度と使わないけど」

「は、はい……」

「とはいえ、困ったわねぇ。今日の構図としては、美羽ちゃんともう一人の男性モデルを使って、今時のカップルを演出してもらおうかと思ってたんだけど……ねぇ、この際だから、このショッピングモールにいる一般男性を使うのもアリかもしれないわね。服のサイズはあるでしょ？」

「はい、一応全部揃そろえてます！」

「よし、なら……あ、あそこにいる男性なんてどうかしら？　おーい！　そこの君ぃ！」

　他の場所って言っても、どこ見ても同じに見えるんだよなぁ。俺のセンスが壊かい滅めつ的なだけか。

「そこでなんか考えごとしてる君よ！」

　……ん？　なんか、声をかけられてるような……。

　思わず辺りをキョロキョロしていると、背後から声がかけられた。

「そう！　今キョロキョロしてる君！　ちょっといいかしら？」

「え？」

　思わず振ふり向くと、あのド派手なワイシャツの筋骨隆々な男性が俺の方を見て固まっていた。

　それは筋骨隆々な男性だけでなく、他のスタッフさんらしき人や、綺き麗れいな女の子も俺を見て固まっていた。

　一瞬、俺のことじゃないのかとも思ったが、そこにいるのはなぜか俺だけで、他の人たちは遠巻きに眺ながめるような位置に陣じん取どっている。……なぜに？

　相手が固まった理由は分からないが、どうやら俺に用があるらしいので、俺は相手の方に向かった。

「あの、どうしました？」

　一番目立つ、筋骨隆々な男性にそう訊くと、なぜか筋骨隆々な男性の背景に雷かみなりが落ちたかのようなイメージが見えた。え、ナニコレ。

　今度は俺が驚きで固まっていると、急に俺の両手をガシッと摑つかんできた。

「君！　撮影に協力してくれない!?」

「…………はい？」

　俺はただただ、呆ぼう然ぜんとすることしかできなかった。
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　────なぜ、こんなことに？

「はーい！　いい感じよぉ！　そうそう！　あ、もっと色っぽい感じが欲ほしいわ！　流し目よ、流し目！」

　ダメだ、全然分からねぇ。

　ショッピングモールに服や日用品を買いに来たはずが、気づけばモデルのような……というより、モデルをする羽目に。

　しかも、俺一人だけでなく、すごく綺麗な女の人と一いつ緒しよの撮影なのだ。

「優夜君！　表情が硬かたいわよ！　笑え顔がお笑顔！」

　んなこと言われても！

　よけいに表情が硬くなってるのを自覚して、どうしたもんかと考えていると、今回一緒に撮さつ影えいしているモデルの女性────美羽さんが笑顔を向けてきた。

「優夜さん。初めはみんなそんな風に緊きん張ちようするモノなので、気にしなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「え、ええ」

　いったん落ち着くためにも深呼吸をして、改めて自分の格好を見る。

　今の俺は、シンプルなワイシャツと黒のズボンから、白のドレープシャツに、その上から黒色の薄うす手での半はん袖そでカーディガンを羽織り、ワインレッドのスキニーパンツといった装よそおいへとチェンジしていた。

　どれもこれも俺が着たこともないような服ばかりで、撮影というよりこの服自体に緊張してしまう。

　ふと、俺は周囲にたくさんの人がいることに気づいた。

　このショッピングモールに買い物に来たお客さんなんだろうが、今は俺と美羽さんの撮影風景を遠くから見ている。

　中にはスマホをこっちに向けている人もいたので、撮影もされているようだ。

「すっげぇ！　生の美羽ちゃんとか初めて見たぜ！」

「美羽ちゃんもそうだけど、一緒に撮影してる男の子って誰だれ!?　超ちようカッコよくない!?」

「モデルじゃないの？　美羽ちゃんと一緒にいるんだし、何よりあれだけイケメンでスタイルいいんだから……」

「ウソ!?　それじゃあ彼の出てる本とか探してみよ！」

　うん、やっぱりこんな大きなショッピングモールで撮影してたら目立つよなぁ。

「じゃあ、ちょっと腕うでを組んでみてちょうだい！」

「へ？」

　周囲の視線に気を取られていると、カメラマンはそう言った。腕を……組む？

　あれか、腕を組んで仁に王おう立だち？

　突とつ然ぜんのオーダーにあたふたしていると、美羽さんはそっと俺の右腕に自身の左腕を絡からませてきた。

「うぇ!?」

「優夜さん？　どうかしましたか？」

「え、いや、な、何でもありません！」

　本当は何でもないわけじゃないけどね!?

　腕を組むってそういうこと!?　てっきり考えごととかの時の腕組みだと思ってた！

　女性とここまで接近する機会がなかった俺は、さっき以上に体が硬くなった。

　い、いや、今は撮影中だ。何とか平常心を取り戻もどさないと……。

　今回の写真はカップルを意識したものらしいから、俺もそれっぽい動きを────無理ですね！　現状こんなに慌あわててる俺にそんな余よ裕ゆうはねぇ！　そもそも、それっぽい動きすら想像できねぇしな！

　とはいえ、さっきよりは落ち着いたし────。

　そこまで考えて、俺は気づいた。否いな、気づいてしまった。

「あら？　優夜君、さっきより表情が硬いわよ？」

「そそそそ、そうですかぁ!?　ふふふ、普ふ通つうですよぉ!?」

「うん、ちょっと普通じゃないわね」

　光さんに苦笑いされるが……仕方ないよ！

　だって……美羽さんの……む……胸が……！

「優夜さん？」

「当たってるんです！」

「え？」

「あ、な、何でもありません！　はい！」

　思わず口に出してしまったが……美羽さんの胸が、俺の腕に！　腕にぃぃぃぃ！

　美羽さんは気づいてないのか!?　と思って美羽さんの顔をチラッと見るが、そこにはプロの表情で撮影に臨のぞむ美羽さんの顔があった。

　……これ、気づいてるとか気づいてないとかの問題じゃないな。

　美羽さんの真しん剣けんな、それでいて自然な表情を見て、俺はだいぶ冷静になった。

　深く考えるのは後だ。今は撮影に集中しないと。

　気持ちを切り替かえた後、光さんは他にも様々なポーズの指示を出した。

「はい、じゃあ美羽ちゃんは優夜君の首に抱だき付いてちょうだい」

「ふぇ!?」

「はい！」

　またも驚おどろく俺をよそに、美羽さんは躊躇ためらいなく俺の首に腕を回してポーズをとった。

　……ダメだ。さっきの腕とは違ちがい、今度は体全体に色々な感かん触しよくがああああ！

　せっかく気持ちを切り替えたというのに、結局俺の表情や体はさっき以上に固まってしまった。

　それから他のポーズも撮とられながら何とか落ち着こうと努力したけど、結局硬いのは変わらなかったため、一度休きゆう憩けいをとることになった。

「ふぅ……」

「お疲つかれ様です」

「あ、お疲れ様です」

「隣となり、いいですか？」
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「あ、はい！　大丈夫です！」

　ショッピングモールにあるベンチに座って一息ついていると、美羽さんが俺に話しかけてきた。

　美羽さんが俺の隣に座ると、俺は素す直なおに思ったことを口にした。

「美羽さん、すごいですね」

「え？」

　俺の突然の賛辞に、美羽さんは驚く。

「俺は今までこんな服を着ることもなくて……それどころか、ファッションとは無む縁えんの生活をしていたんです。だから、雑誌なんかに載のってるモデルさんを見ても、特に何も思うことはなかったんですが……今日一日の、それも短い時間を体験してみただけで、どれだけ大変か分かりましたよ」

「そんな……慣れですよ！　私も最初は失敗ばかりで、よく怒おこられてましたし」

「そうだとしても、俺には難しいことだなと思います。ポーズだけじゃなくて、表情まで要求されるとは思いませんでしたよ……」

「あはははは……光さんは、モデル業界の中でも特に表情とかにこだわるので有名な方ですからね」

　光さんとは、あのド派手なシャツを着ている筋骨隆りゆう々りゆうな男性のことであり、なんとカメラマンでもあったのだ。全然そう見えねぇ。

「はぁ……でもこの調子じゃなぁ……」

　撮影もそうだが、俺とそんなに歳としの離はなれていない美羽さんがここまで活かつ躍やくできているのを見て、俺は自分のダメさ加減を思い知らされた。

　少しずつ気持ち的にも変わって来てると思うけど、まだまだだなぁ。

　どうやら不安げな表情を浮うかべていたようで、美羽さんはそんな俺に優しく言ってくれた。

「優夜さん。焦あせる必要はないと思います。ゆっくり……自分のペースで。もっと自信を持ってください！　それに私はこうして優夜さんと撮影できただけでも今日は楽しいなぁ……なんて思ったので、優夜さんもそう思ってもらえれば嬉うれしいです」

「あ……」

「もちろん撮影だけじゃなく、何ごとも楽しんだもの勝ちだと思いませんか？」

「……楽しむ……か……」

　俺には、楽しむ余裕というのが最近まではなかった。

　生きていくことに必死で、むしろ辛つらくてたまらない日々だった。

　でも今は違う。

　あの異世界へ続く扉とびらを見つけてから、俺は……。

「俺も……楽しんでいいんですかね……？」

「ええ、もちろん！」

　優やさしい笑え顔がおを向けてくれる美羽さんに、俺も気づけば自然と笑顔になっていた。

「シャッタァァァァァァァチャァァァァァァァァンス！」

　なんか、遠くで変な声が聞こえたが、俺には結局分からなかった。
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「ありがとう！　本当に助かったわ！」

「い、いえ。お役に立てたなら良かったですが……その……本当に良かったんですか？」

　休憩の後、なぜか撮影は再開することはなかった。

　それどころか、光さんはホクホク顔で俺たちに労ねぎらいの言葉をかけてきたのだ。

　……いや、その道のプロがいいって言うんなら、俺がどうこう言える問題じゃないんだけどさ……。

　ただ、どの写真を使うんだろうな？　見てないから分からねぇや。

　そんな風に思っていると、突然光さんは大きな紙かみ袋ぶくろを俺に渡わたしてきた。

「はい、コレ！」

「え？　な、何ですか？　コレ……」

　中身を見ると、そこには大量の服が入っていた。

「本当はお金を渡したいんだけど、素人しろうとさんだから事務所的にもちょっと厳しいのよねぇ。だから、この服が今回のお礼！　貴方あなたのサイズに合わせてあるから安心してちょうだい。貴方に似合いそうな服を厳選してあるわ！」

「ええっ!?　そ、そんなのいただけませんよ！　俺もいい経験だったわけですし……」

「いいから受け取りなさい！　働いた人には何かしらの報ほう酬しゆうが発生するの。これは社会の常識よ？」

「は、はぁ……それなら……その……ありがとうございます」

　俺がお礼を言うと、光さんは笑顔で頷うなずいた。いい人だなぁ。

　光さんに対してそう思っていると、美羽さんが俺に話しかけてきた。

「優夜さん。今日はありがとうございました」

「いえ、こちらの方こそ！　本当に貴重な体験をさせていただきましたし、なにより……真剣に働くその道のプロの人とこうしてご一いつ緒しよできたのは、俺のこれからの何かの糧かてになると思います」

　笑顔で美羽さんの言葉を借りてそう言うと、美羽さんは一いつ瞬しゆん驚おどろいた様子だったが、すぐに笑顔になった。

「それはよかったです！　もしまた、何かの機会でお会いすることがありましたら、そのときはよろしくお願いしますね！」

「はい！　俺も、美羽さんのことを応おう援えんしてます！」

　和なごやかな雰ふん囲い気きのまま、この場を後にしようとしたときだった。

「チーッス。遅おくれましたー」

　一人のカッコいい男性が、俺たちのもとへ歩いてきた。

　ワックスでセットした金きん髪ぱつに、耳にはオシャレなピアスが着けられている。

　服も、センスよく着こなしており、何となく雰囲気は美羽さんに近いものを感じた。

　だが、それと同時に美羽さんとは完全に異なる部分も感じたが、それが何なのか、俺には分からなかった。

　誰だれだか分からずにぼけっとしていると、さっきまで笑顔だった光さんの額に、青筋が浮かんでいた。

「このクソガキが……！」

　口調がめっちゃ男に戻ってる！

　光さんの口調が男になってることもそうだが、この男性は一体？

「あの……美羽さん。あちらの男性は？」

「えっと……今日、本当なら私と一緒に撮さつ影えいするはずだった、男性モデルの方です」

　美羽さんの説明を受けて俺は一つ納なつ得とくした。

　何となく美羽さんと近い雰囲気があるなぁって思ってたら、同じモデルだったのか。

　一人で勝手に納得していると、男性は美羽さんの存在に気づき、ニヤニヤしながら近づいてきた。

「美羽ちゃ～ん！　今日は俺と撮影だねぇ～。どう？　俺と一緒に撮影できて嬉しいでしょ？」

「え、えっと……」

「ま、こんな撮影さっさと終わらせて、一緒に美味おいしい物でも食べに行こうよ」

　なんか男性が美羽さんの肩かたに手を回すと、美羽さんは困こん惑わくしてどうしたらいいか分からないって感じの表情を浮かべた。

　これは……。

「ねぇねぇ、いいじゃ～ん」

「あの……」

「あ？」

　俺が声をかけると、男性は面めん倒どうくさそうに俺の方を見てきた。

「お前誰？　つか、話しかけてくんなよ。ウゼェ、失うせろ」

　すると、声をかけただけなのに、なぜか罵ば倒とうされる羽目に。何で？

　一瞬呆ほうけてしまったが、改めて俺はしっかりと男性に言った。

「いえ、その……美羽さんが困ってますから、少し離れた方がいいんじゃないでしょうか？」

「ゆ、優夜さん！」

「…………は？」

　美羽さんは少し焦った様子で俺の名前を呼び、男性は俺にガンを飛ばしてくる。

　男性は美羽さんの肩から手を離すと、俺に近づいてきた。

「お前、誰に口きいてんだ？」

「えぇ？」

　誰にって……俺この人知らないんだけど……有名人？

　俺の態度が気に入らないのか、男性はさらに激しく睨にらみつけてきた。

「どうやら口で言っても分からねぇみてぇだな……」

「はぁ……」

　なんだか剣けん吞のんな雰囲気になったなぁと思っていると、男性は突とつ然ぜん殴なぐりかかって来た。

「その態度がムカつくんだよ……！」

「ゆ、優夜さん!?」

　急に殴りかかられたことに驚おどろく俺だったが、ゴブリン・エリートやゴブリン・ジェネラルなんかとは比べ物にならないほど動きが遅おそい。

　そして、俺も黙だまって殴られて喜ぶ趣しゆ味みもなく、体が勝手に反応していた。

　俺の顔面めがけて飛んできた拳こぶしを右みぎ掌てのひらで受け止めると、そのまま男性の腕うでをねじるようにして背中に持っていき、その場に組み伏ふせた。

「がっ!?」

「す、すごい……」

　よく分からないまま襲おそわれて、反射的に体が反応して組み伏せてしまったが……良かったのか？　これ、俺が悪いとかないよな？　相手がイケメンだから、イケメンは無罪で俺が有罪とかだったら号ごう泣きゆうするよ？　そのときは異世界に逃にげてやるっ！

　くだらないことを脳内で考えていると、俺に組み伏せられた男性が喚わめいた。

「お、俺はボクシングをやってたんだぞ!?　それがどうしてこんなにアッサリと……！」

　いや、知らねぇし。

　そもそも俺には、男性がボクシングをやってたかどうかなんて、パンチを見ても分からない。てか、誰のパンチを見ても同じに見える。だってどれもゴブリン・ジェネラルとかに比べると遅いし……。

　まあゴブリン・ジェネラルとかのレベルになると、ただの力任せの一いち撃げきがとんでもない威い力りよくになるので、普ふ通つうの人間が武術を習っていたとしても到とう底ていたどり着けるような境地じゃない。だからこそ、俺はステータスを上げながら技術を磨みがいていくことで、肉体的に大きな差がある魔ま物ものと戦うことができるのだ。

　そういえば、美羽さんが焦ってたのは、男性がボクシングをやってたことを知ってたからかな？　とはいえ、それを強調してくるあたり、この男性は何でも力で解決してきたのかなぁ。事実、レベルアップする前の俺なら何もできずにやられてただろうし。うん、弱い時の俺が男性のパンチを見ても、よく分からなかっただろう。どうせどんな攻こう撃げきでもやられてただろうし。

　なんだかげんなりした気持ちでいると、光さんが男性のもとにしゃがみ込んで、すごくいい笑顔で言い放った。

「暴力を振ふるうだなんて、貴方の芸能人生命は終わりね？　芸能人でなくても、普通に犯罪よ？　残念だったわねぇ……」

「なっ!?　し、証しよう拠こがねぇじゃねぇか！　現に、組み伏せられてるのは俺だぞ!?」

　いや、周りの人は見てくれてたと思うけど……やっぱりイケメンの味方しちゃう？　俺、泣く用意した方がいい？

　しかし、俺が泣く必要はなかった。

　光さんが、悪魔のような笑えみを浮うかべ、手元のカメラを男性に見せつける。

「さっきの一部始終、全部録画させてもらったから♡」

「く、クソがああああああああああああああああああっ！」

　男性はその場で激しく抵てい抗こうするが、俺の体がビクともしないことでようやく諦あきらめ、最後はスタッフに連行されていった。

「まったく……最後の最後でこんな嫌いやな思いをするとは思わなかったわ！　でも……優夜君はすごく強いのねぇ？　アイツ、ああ見えてボクシングで結構いい成績残してたみたいだけど……」

「た、たまたまですよ！　あはははは……」

　言えない。異世界で鍛きたえてますとか言えるわけがない。

　それはともかく、俺は美羽さんに声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「え？　あ……その……ありがとうございました！」

　美羽さんは俺に声をかけられたことで少し驚いた後、ほんのりと頰ほおを赤く染めて勢いよく頭を下げてきた。

「そんな……気にしないでください！　俺も一ひと言こと言った方がいいのか迷ったんですから！」

「いえ……最近、あの人には何かとしつこく付きまとわれることもあったので、助かりました！」

　え、ナニソレ怖こわい。

　あの人、ストーカー紛まがいの行こう為いもしてたのか？

「なんだかいろいろと変な雰囲気になっちゃいましたが、改めて……今日はありがとうございました。またどこかで会えるといいですね」

「はい！　またどこかで会いましょう！」

「優夜君、今日はありがとね！」

　その場を立ち去った俺は、今までのできごとを振り返る。

　いきなりモデルをしてくれって言われたときはどうしようって思ったが、結果的にいい経験になったし、本当によかった。

　服も、俺が選ぶことなくその道のプロが選んでくれた服をもらえたので、結果オーライだったしな。

　それにしても……あの男性がどうなるのかは分からないが、芸能界って怖いなぁ。

　そう思わずにはいられなかった。
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「彼、何者なのかしらねぇ……」

　優夜が去っていったあと、光は感かん嘆たんのため息を吐ついた。

「スタイル抜ばつ群ぐんで、あんなに容姿が整ってる子なんて……アタシ、芸能界に入って長いけど、見たことないわ。しかも素人だなんて……」

「本当にすごかったですよねー！　俺、男なのに見み惚とれちゃいましたもん」

「あ、分かる！　なんていうか……万ばん人にんを魅み了りようする色気がありますよねぇ」

「まあでも、モデル撮影自体は初めてっぽいから色々ぎこちなかったけどね」

「でもそれがまたいい雰ふん囲い気きになってるんだからすごいよ！」

　光の言葉につられるように、今回の撮影に携たずさわったスタッフたちが優夜のことを話していた。

　スタッフたちの様子に光は苦笑いすると、帰り支じ度たくをしている美羽に声をかけた。

「そうそう、美羽ちゃん。一応写真の確かく認にんしておく？」

「あ、お願いしてもいいですか？」

「もちろんよ！　さ、存分に見て頂ちよう戴だい」

　先ほどの写真データはすべてパソコンに移し終えており、美羽はカメラでなくパソコンで写真を確認していった。

「……こうしてみると、優夜さん本当にすごいですね。プロじゃないので表情が硬かたいのは仕方ないですが、そんなことが気にならないくらい優夜さんから目が離はなせなくなりますね……」

「やっぱり？　今回はファッション雑誌の撮さつ影えいだったから、メインは服のはずなんだけど……どうしても彼に視線が行っちゃうわよねぇ」

　そう、元々ファッション雑誌の撮影ということは、モデルより服がメインになるはずだった。ただ、その服の価値を上げるために美羽のような有名なモデルを起用しており、美羽はその役目を完かん璧ぺきに果たしていた。

　だが優夜の場合、服がメインになるはずが、優夜自身がその服を吞のみ込む勢いで目立っているのだ。

「しかもこれ、優夜君だけが目立っているなら撮とり直しをしてたんだけど……優夜君を輝かがやかせるために、服の魅み力りよくも極限まで引き上げられてるもんだからどうしようもないのよねぇ」

　そう、撮り直しをしなかったのは、優夜がメインでありながら、服自体がこれ以上ない魅力を放っていたため、結果として目的を果たしていたからだった。

　そんな光の苦く悩のうに美羽は苦笑いを浮かべる。

　すると、一つの写真に目が止まった。

「あれ？　この写真……」

「あ、美羽ちゃんも気づいた？」

　美羽の目に映っているのは、休きゆう憩けい中に談だん笑しようする美羽と優夜の写真だった。

　その写真は何気ない日常の一コマのようで、元々光が撮影のコンセプトにしていた恋こい人びと同士にピッタリなごく自然な一枚だった。

　写真の中の美羽も自然で魅力的な笑顔で、優夜に至っては、思わずその写真に引き込まれそうになるほどの魅力が溢あふれていた。

「その写真を今回のメインにしようと思ってるの。すごくいいでしょう？」

「そ、そうですね……この優夜さん、とっても……その……魅力的で……」

　美羽自身、初めて優夜を見た時から並外れた容姿に目を奪うばわれていたが、目の前の写真に写る優夜を見て、自然と頰が熱くなるのを感じた。

「……あら？　あらあら？　美羽ちゃん、顔が赤いわよぉ？」

「へっ!?　そ、そんなことないですよ!?」

　美羽の様子の変化に気づいた光は、ニヤニヤしながら美羽を見つめた。

「ま、そういうことにしといてあげるわ」

「う、うぅ……そんなに顔が赤いですか？」

「リンゴみたいにね。でも、今の美羽ちゃんもとっても魅力的よ？」

「そ、そうですか？」

　不意に優やさしい目をした光に、美羽は首を傾かしげる。

「ふふ……その写真の美羽ちゃんも、いつもの美羽ちゃんと違ちがう魅力が溢れてるわ。これから先、色々な撮影があると思うけど、この時の表情や気持ち、忘れちゃダメよ？」

「あ……はい！」

　優夜にとって貴重な経験になった今回の撮影は、その撮影に関かかわったすべての人たちにとっても貴重な経験となるのだった。
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　モデルの仕事をした翌日。

　俺は家に帰って、日用品以外にも必要なモノ……家電なども買っとけばよかったと今さらながら後こう悔かいした。

　なんせ、ウチのテレビは映らない。

　デジタルじゃなくて、アナログテレビのままだからだ。

　新聞もとってない俺は、テレビを見なければ最近のニュースとか分からないしね。

　他にも古いままでガタが来てる家電がいくつかあるしな。

「失敗したなぁ……でも今日からまた学校だし……」

　残念ながら、今日からまたも学校が始まるのだ。

「生活のためにもお金が必要だし、そうなると異世界に行かなきゃいけないわけで……はぁ……学校に行かずに異世界で魔物を倒たおしてた方が気が楽だ……」

　文句を言いながらも学校に行く俺は休むこともできないヘタレなんだろう。今日からまた一週間学校に通うのかと憂ゆう鬱うつになりながらも家を出ると、不意に声をかけられた。

「おい、お前」

「え？」

　声の方に振り向くと、俺の弟である天上陽よう太たと、妹の天上空そらが俺を睨にらみつけていた。

　……うわぁ、会いたくない人間に会ってしまった。

　いや、いずれは会うだろうとは思っていたけど、今来なくてもいいじゃん……。

　嫌だなぁと思いつつも、俺は一応訊きく。

「えっと……何の……用だ……？」

「何の用だって？　お前、ザコ兄貴のくせに、ずいぶん舐なめた真ま似ねしてくれるじゃん」

「……」

　そんなこと言われても、まるで理由が分からない。

　俺が本気で困こん惑わくしていると、空が見下した様子で口を開いた。

「最近、私たちの友だちが噂うわさしてたのよ。私たちのクソ兄貴が超ちようイケメンになったってね。どうせただの噂だと放ほうっておいたんだけど、あんまりにもしつこいからこうして確認しに来たわけ」

「はぁ……？」

　噂？　え、俺噂になってんの？

「それで、確認しに来てみれば……クソ兄貴、お前……何しやがった？」

「何って……？」

「とぼけるんじゃねぇよ！　そんだけ変わっといてよぉ！」

　あー……うん。

　確かに、俺の見た目は大きく変わっただろう。劇的に瘦やせたし、顔だって大きく変わった。

　でも、異世界でレベル上げしたら変わったなんて、説明できるわけないよなぁ……それに、仮に異世界を信じてくれたとしても、そのことをこの二人には絶対に教えたくない。

　この二人は、俺だけじゃなくて、じいちゃんも散々バカにしてきたんだ。

　そんなヤツらに、俺の……じいちゃんのモノを、教えるわけがない。

　そう思っていると、落ち着いたのか、再び見下したように言ってくる。

「フン。どうせ整形だろ？　整形で顔を変えるなんてよぉ……紛まがい物であることに変わりはねぇじゃねぇか。で、どこから金を出した？　それとも、お前の家でも売っぱらったか？　ハハハハハ！」

「……」

　整形じゃないんだけどなぁ……。

　しかも、多分俺の体は完全に遺伝子構造からすべて変わっていると、どこか本能のような部分が教えてくれる。

　……陽太は整形していることを紛い物って言ったけど、綺き麗れいになることを諦あきらめるんじゃなくて、少しでも綺麗になろうとしてる人の努力なわけだ。

　陽太のヤツは、それを否定して、バカにしている。

　陽太のような考え方の人の方が多いのかな？　それは……悲しいな。

　自分を磨みがくことや、綺麗になりたいって気持ちは、本当だと思うのに。

　公衆の面前で言い争いのようなことをしているので、周囲の人たちは俺たちの様子を興味深そうに見ていた。恥はずかしい……。

「なんだっていい。どちらにせよ、クソ兄貴が俺たちに勝てる部分なんて一つもないんだからよ」

「そうね。頭も悪いし、将来を考えてもアンタに未来はないわね」

「勉強もできねぇ、運動もダメ……所しよ詮せんお前は劣れつ等とう種なんだよ！」

「……」

　散々バカにされ、でもどれもが事実だからこそ言い返せず、ただ黙だまっていることしかできなかった。

　すると、俺たちのやり取りを今まで黙って見ていた野次馬みたいな生徒たちが、不意に騒さわがしくなった。

「ん？　何だ？」

　陽太たちも、その騒ぎに気づき、訝いぶかし気に首を傾げると、俺たちの近くに、急にリムジンが停とまった。

「なっ!?」

「え？」

　突とつ然ぜん現れた、お金持ちが乗ってそうな長いリムジンに、俺も陽太たちも言葉を失っていると、リムジンの扉とびらが開き、中から二人の女性が現れた。

　一人は、執しつ事じ服に身を包んだすごく綺麗な女性で、もう一人は────。

「天上優夜さん……ですよね？」

「え？」

　その声は、どこかで聞いたことのあるものだった。

　白を基調としたブレザータイプの制服に身を包んでおり、クセのない艶つややかな黒くろ髪かみを腰こしの位置まで伸のばしている。

　可か憐れん、大和やまと撫なでし子こという言葉が連想されるような、どこか俺たち一いつ般ぱん人じんとは違う圧あつ倒とう的なオーラが漂ただよっている。

　そして俺は……目を奪われた。

　モデルの美羽さんとはまた違った、とても綺麗な少女だったのだ。

　容姿もそうだが、それ以上に俺をまっすぐ見つめる澄すんだ瞳ひとみと柔やわらかい雰ふん囲い気きに、俺は完全に惹ひき込まれたのだ。

　……どこの制服だろう？

　思わずぼんやりとしていると、陽太が声を裏返して叫さけんだ。

「お、おお、『王おう星せい学園』の制服ぅ!?」

「へ!?」

『王星学園』。

　その名前は、俺でさえ聞いたことがあるくらい有名な高校で、卒業後はエスカレーター式に『王星大学』へと進学できる。

　勉強はもちろん、あらゆる分野で活かつ躍やくするような人間が多く在ざい籍せきし、学校の卒業生は各界でトップレベルの地位に就つくような、完全に俺たちなんかとは住む世界が違う、エリート街かい道どうを爆ばく走そうする高校だ。

　入学できれば、将来安あん泰たいと言ってもいい高校だからこそ、誰だれもが入学を夢見て、そこを目指す。
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　……まあ、そんな学園だからこそ、ちょっと考えれば分かることだが、入学するのは並なみ大たい抵ていのことではない。

　そんな学園の生徒が、どうしてこんなところに……？

　俺の表情に、その気持ちが表れていたのか、目の前の少女は上品に笑った。

「フフ。覚えていませんか？　以前、コンビニで男の人に絡からまれていたとき……」

「え？　あ……あああああああ!?」

　俺は思い出した。

　確かに、前に女の子を男たちから助けた……というか、かわりにボコボコにされたことがあった。

　あの時は、あまりにも女子と話すことに慣れてなくて、顔すらまともに見られなかったわけだが……。

「思い出していただけましたか？」

「は、はい。というより、どうして俺の名前を……？」

「優夜さんにお礼をするために、失礼とは思いながらいろいろと調べさせていただきました」

「ええ!?」

　調べたって……何を調べられたのだろう？　まあ調べられたところで大した情報はないと思うんだけど……。

　調べられた内容が気になっていると、女の子は不思議そうに首を傾かしげた。

「それにしても……優夜さん、瘦せました？」

「へ？　え、ええ」

　瘦せたどころではない変化をしたと思うんだが、目の前の女の子の反応を見てると、もしかして瘦せただけなのかと思えてくる。いや、そうなのかもな。

　俺が完全に混乱していると、執事服の女性が、女の子に静かに告げた。

「お嬢じよう様さま。前置きはほどほどに、本題を……」

「そうでした！」

　思い出したというような表情で女の子はそう言うと、俺に向かって、笑え顔がおでとんでもないことを口にした。

「優夜さん────『王星学園』に来ませんか？」
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　俺は何を言われたのかすぐには理解できなかった。

　あまりにも突然な言葉で、ただただ呆ぼう然ぜんとしていると、女の子は続ける。

「申し遅おくれましたが、私は宝ほう城じよう佳か織おりと申します。そして、『王星学園』の生徒会役員をしております」

　綺麗なお辞じ儀ぎをしてみせる女の子────宝城さんを見て、俺は未いまだに呆ほうけている。

　そして、やっと正気に返った俺は、声を絞しぼり出すように訊いた。

「あ、あの……俺が『王星学園』にって……どういうことでしょうか……？」

　俺の質問に、なぜか宝城さんではなく、執事服に身を包んだ女性が答えてくれた。

「天上様。佳織様のお父様は、『王星学園』の理事長をしておられ、以前天上様が佳織様を悪漢から守ってくださった話を聞き、ぜひ我が学園にとおっしゃられました」

「そんな……俺はただ……」

　守ったなんて、とてもじゃないが言えない。

　情けないことに、一方的にボコボコにされただけなんだからな。

　しかし、そんな俺の心情を察したのか、宝城さんは優し気な表情で言った。

「優夜さん。他の方が見て見ぬふりをする中、あなただけは動いてくれました。それは、誰でもできることではありません。あなたは確かに私を守ってくれました」

「あ……」

　純じゆん粋すいな感謝の気持ちをぶつけられ、俺は温かい気持ちになると同時に、少しだけ気き恥はずかしくなった。

　そんな俺に、再び宝城さんは訊きく。

「それで、どうですか？」

「……お話は大変有り難がたいのですが、俺自身、特に秀ひいでたものは持っていません。『王星学園』に編入できるような学力も……」

「ああ、それは────」

「あの！」

　宝城さんが何かを言おうとした瞬しゆん間かん、その声を遮さえぎって、今まで黙っていた陽太が声をかけた。

　言葉を遮られたにもかかわらず、宝城さんは優やさしい表情のまま、対応した。

「どうかしましたか？」

「それ、俺たちを入学させてくれませんか？」

「え？」

　陽太は、自信満々の表情でそう告げた。

「そこにいるヤツなんかより、俺たちの方が圧倒的に優れていますし、絶対俺たちを入学させた方がいいですよ！」

「そうです！　私たちなら、今の学校でも常に成績は上位をキープしていますし、運動面でも大活躍は間ま違ちがいなしです！　学校の様々な部活で助すけっ人ととしてたくさん参加しているんですから！」

　陽太の言葉に、空も便乗する形でそう言った。

「ですから、来年はぜひ俺たちを────」

「お断りします」

「…………は？」

　自信たっぷりに続けようとした陽太の言葉を、今度は宝城さんが遮る形でキッパリと断った。

「え、いや、その……今、何て……？」

「ですから、お断りしますと申しました」

　陽太たちは、まさか断られるとは思っていなかったのか、呆然としている。

　俺も、そんなにハッキリと断るとは思っていなかった。

　事実、俺より陽太たちの方が優ゆう秀しゆうだ。

　俺なんて、毎日予習復習をしていても、成績がすごくいいわけでもないし、運動なんてもっての外ほかだったのだ。

　納なつ得とくできない陽太たちは、宝城さんに訊く。

「ど、どうしてですか!?　そんなヤツなんかより俺たちの方が────」

「お話になりませんね」

「え……」

　さっきまで、優し気でにこやかだった宝城さんが、毅き然ぜんとした態度で陽太たちにハッキリと言った。

「私は優夜さんを恩人だと思っています。その優夜さんを侮ぶ蔑べつするような方を、入学させたいと思いますか？」

「そ、それは……」

「それに、あなた方の日ごろの行いは調査済みです」

「え!?」

　宝城さんの言葉に、陽太たちは驚おどろきの声を上げた。

　そして、宝城さんが隣となりの執しつ事じ姿の女性に目配せをすると、執事の女性は淡たん々たんと告げる。

「天上様を『王星学園』にご招待するにあたり、天上様の周辺調査を行いました。もちろん、人間関係も……その結果、あなた方は天上様だけでなく、他の生徒にも過激な虐いじめを行っていたことが判明しております。もちろん、あなた方だけでなく、他にも多くの生徒や……さらに、教師までが虐めを行っていることが発覚いたしました」

「な……」

　陽太たちは、執事の女性の言葉に、絶句している。もちろん、俺もだ。

　調べられてたことって、名前だけじゃなくて人間関係も!?

　俺がただ困こん惑わくする中、空はすぐに反論した。

「そ、そんなの証しよう拠こはあるんですか!?」

「証拠の有う無むがどう関係するのでしょうか？」

「そんなの、私たちの無実を証明するために────」

「そうですか。なら、ハッキリ言いましょう。証拠はあります。証拠はありますが、私たちからするとそんなものはどうでもいいのです」

「どうでもいいって……!?」

「どうでもいいでしょう？　我々は天上様を『王星学園』へとお招きしたいだけなのです。そして、我々が手に入れた情報から、あなた方を入学させたくないという結論を出したまでなのですから。ああ、ご安心を。あなた方の情報をマスコミなどにリークする気はございませんので。まあ……内ない申しん書しよには響ひびくかもしれませんが」

　執事の女性の言葉に、空たちは何も言い返せなかった。

　宝城さんが執事の女性に再び目配せすると、執事の女性は洗練されたお辞儀で宝城さんの背後に控ひかえた。

「先ほど言いかけていたことになるのですが、我が学園への入学や編入はそれほど難しいものではないのですよ」

「え!?」

「『王星学園』は、品行方正とまでいかなくとも、普ふ段だんから善よい行いをしていれば簡単に入学も編入もできます。学力など勉強次し第だいでどうとでもできますし。それよりも、人間性を重視しているのです。ですから、あなた方二人が入学することは不可能ですね」

　そう言い切られた陽太たちは、絶望していた。

　俺の通う学校は、中高一いつ貫かんとはいえ、別の高校に進学する人ももちろんいる。

　そういう人たちは大たい概がい今の学校より高いレベルの学校を選ぶのだ。

　そして、陽太たちの反応を見るに、陽太たちも別の学校への進学を考えていたようで、恐おそらく陽太たちが目指していた高校が、『王星学園』だったのだろう。

　確かに、そんなトップレベルの高校がこの近辺にあるのだから、そこを陽太たちが目指すのは必然だろう。陽太たちの学力なら問題はないはずだったわけだし。

　だが、その目指していた学園の生徒……それも、理事長の娘むすめから、ハッキリと入学は不可能と言われたのなら、この反応も仕方ないだろう。

　陽太たちと話していたときとは変わり、再び優しい表情で宝城さんは俺に向き直る。

「すみません、話が逸それてしまいましたね……ですが、先ほど言った理由から、優夜さんが『王星学園』に編入するのには問題はないのです」

「な、なるほど……」

　なんていうか、『王星学園』の方針って変わってるな……。

　普ふ通つう、学力や運動能力が大きく関かかわって来るっていうのに、ここまでハッキリとそれが関係ないって言うなんて……。

　思わず顔を引きつらせていると、宝城さんは笑え顔がおで言った。

「ひとまず、このまま私たちの学園に来ていただけませんか？　そこで父……理事長と話をしていただいて、それから決めていただいても全然かまいませんので」

　そう言うと、宝城さんは俺をリムジンへと促うながす。

　執事の女性も、宝城さんの言うことが分かっていたのか、すでにドアを開けて待機している。

「あ、優夜さん。先ほどそこのお二人の情報は公表しないと申しましたが、教師につきましてはすでに懲ちよう戒かい免めん職しよくになっていますので、ご安心を」

「ええ!?」

　安心ってなに!?　俺はその情報収集力と行動の速さに恐ろしさしか感じないんだが!?

　いや、確かに教師にも虐められてたけどさ！　体たい罰ばつは当たり前で、虐めを増長させることもクラス全体で言われたしさ！

　まさかの言葉に、再び俺が驚いていると、宝城さんは笑顔で、呆然とする陽太たちにお辞儀をした。

「それでは、ごきげんよう」

　そして、そのまま俺は『王星学園』へと向かうのだった。
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　優夜たちが去って行ったあと、その場は騒そう然ぜんとした。

「さっきの人たちすごかったね！」

「さすがエリートの『王星学園』……身に纏まとうオーラが俺たちとは違ちがいすぎるよ」

「つかあの女の子も執事の人も美しかったなぁ！」

「声をかけられてた男子生徒もすごいイケメンだったし……目の保養だったわ」

「てか、あそこの二人……何か知らないけど『王星学園』から入学拒きよ否ひられてたね」

「な？　ま、どんまいって感じだな」

　散々好き勝手言われる陽太たちは、顔を真っ赤にした。

「ゆ、許さない……俺たちをここまでコケにするなんて……！」

「ええ、絶対に許さないわ……！」

　陽太はリムジンが去って行った方角を激しく睨にらみつけた。

「絶対に後こう悔かいさせてやる……」

　その呟つぶやきは周囲の雑音にまぎれた。
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「────」

　状況の急展開に未いまだ頭がついて行けていない中、俺は気づけば『王星学園』の校門前に到とう着ちやくしていた。

　西洋のお城にありそうな、絶対に学校の門とは思えないような立派なモノが目に飛び込んでくる。

　それだけでなく、その門の向こう側には、どう見てもどこぞの宮きゆう殿でんにしか思えないほど大きい校舎や、広大なグラウンドが広がっていた。

　いや、あの、その……。

　大きいです。

「ようこそ、『王星学園』へ！」

　呆ぼう然ぜんとしている俺に、宝ほう城じようさんは笑顔でそう告げた。

　そして俺は、なんだか夢見心ごこ地ちのまま宝城さんに連れられ、校門をくぐった。

　もうホームルームが始まっている時間のようで、俺たち以外に廊下を歩く生徒の姿は見えない。

「あ、あの……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「何がです？」

「えっと……周りに生徒がいないようですし、もうホームルームも始まってるんじゃ……」

　小心者の俺は、遅ち刻こくとかするのは怖こわくてとてもできないので、宝城さんは遅おくれても大丈夫なのか気になった。

　すると宝城さんは上品に笑った。

「ふふふ。大丈夫ですよ。ここに来る前にも言いましたが、この学園の理事長は私の父なんです。それに、遅れることは事前に連れん絡らくしてあるので大丈夫ですよ」

「そうですか……」

　どうやら俺の杞き憂ゆうだったらしい。よかった。

　俺なんかのせいで怒おこられたってなったら、申し訳なさすぎるもんな。

　それにしても、こんな大きな学園の理事長って……宝城さんの所作は上品だとは思っていたけど、やっぱりお金持ちなんだなぁ。気品？　ってのが備わってるんだろう。

　俺は貧びん乏ぼう人にんのオーラがあふれてるけどね。

　あ、そう言えば……帰りにスーパー寄らないと。今日は卵の特売日だからな。

　そんな庶しよ民みん的なことを考えながら宝城さんのあとをついて行っていると、いつの間にか理事長室と書かれた扉とびらの前に辿たどり着いていた。

　宝城さんがそのドアをノックすると、中から渋しぶい男性の声が聞こえてきた。

「入りなさい」

「失礼します」

「し、失礼します！」

　俺は体中に力が入った状態でそう返事をして、宝城さんに続く形で入室した。

　中に入ると、誰だれが見ても質がいいと分かるような革張りのソファーや、落ち着いた茶色のテーブルが置いてあり、その奥には執しつ務むをするための机と、そしてカッコイイ中年の男性が座っていた。

　あの男性が、宝城さんのお父さんなのだろう。よく見ると、どことなく似てる気もする。

　男性は、部屋に入って来た俺を見て、一いつ瞬しゆん驚おどろいたような表情を浮うかべたが、すぐに優し気な視線で迎むかえ入れてくれた。

「よく来てくれたね。私はこの『王星学園』の理事長をしている宝城司つかさだ。天てん上じよう優ゆう夜や君……君のことは娘むすめの佳か織おりから聞いているよ。娘を助けてくれて、ありがとう」

　丁てい寧ねいな挨あい拶さつの後、頭を下げられた俺は慌あわてて頭を上げるように言う。

「あ、頭を上げてください！　助けるだなんて、大層なことは……」

「いや、君がどう思おうと、確かに行動を起こしたんだ。それは誇ほこるべきことだよ」

「そうですよ、優夜さん。改めて、ありがとうございました」

　二人からそう言われた俺は、恐きよう縮しゆくしっぱなしだった。

「わ、分かりました……」

「……ありがとう」

　俺が感謝を受け入れたことで、二人は頭を上げた。

　そして、俺はふと気になったことを訊きく。

「そう言えば、あの時はどうして宝城さんは一人だったんですか？　護衛みたいなのは……」

「優夜さん、宝城さんだなんて他た人にん行ぎよう儀ぎではなく、佳織と呼んでください。敬語も敬けい称しようも不要ですよ？」

「え!?　でも……」

「娘がいいと言っているんだ、それに同い年ならそこまで畏かしこまる必要もないだろう？」

「そ、そういうことでしたら……」

　畏おそれ多いと思いながらもそう答えると、宝城さん……いや、佳織は笑顔になった。

「さて、優夜君の質問だが、佳織には普通の生活をしてほしくて、幼い時以降は護衛はつけてないんだ」

「それは私自身が望んだことでもあるんです。いずれはどこかに就職して独り立ちするというのに、護衛なんて必要ないでしょう？　ですが、あの一件のせいで、今は送り迎えが必要になってしまったのです」

「私も心苦しいと思うが、やはり娘だからね。大切なんだ」

「なるほど……」

　お金持ちには、お金持ちの苦労があるんだろう。

　それこそ、俺みたいな貧乏人を誘ゆう拐かいしても身みの代しろ金きんもクソもないから誘拐されることなんてまずないだろうが、お金持ちならその危険性があるわけだ。

　いや、誘拐って本当に物ぶつ騒そうだなと思うけど。あの時はナンパだったけどさ。それでも、荒あら木きたちが所属してるとかいう不良のチームみたいなのもあるみたいだし、ここら辺も治安がすごくいいというワケでもない。

　そんな話をした後、ようやく本題に入った。

「さて、優夜君にこうして来てもらったわけだが、理由は聞いているね？」

「は、はい。『王星学園』に編入をしないかと……」

　そう答えると、理事長は頷うなずく。

「そうだね。私としては、君にこのまま『王星学園』に通ってもらいたいと思ってるんだが……どうだろう？　もちろん、これは娘を助けてもらったお礼も兼かねているから、授業料なんかは気にしなくてもいい」

「そんな!?　そこまでしていただかなくても……！」

「言っただろう？　私にとって大切な娘なんだ。これくらいお安い御ご用ようさ」

　そう言って笑う理事長に、佳織は恥はずかしそうに頰ほおを染めた。

　……仲のいい父娘おやこだな。

　俺の家とは……大おお違ちがいだ。

「それで……どうする？」

「俺は……僕なんかがこの天才が通うような学園に通ってもいいんでしょうか……？」

『王星学園』は、日本で知らない人間はいないほど有名な学校なのだ。

　それこそ、日本や世界で活かつ躍やくする人のほとんどが、『王星学園』出身だっていうくらいに。

　つまり、ごく一部の選ばれた存在……天才だけが通えるような学園。

　そんな学校に、特に取り柄えもない俺が……。

　俯うつむき気味に尋たずねる俺に、理事長は優やさしく言った。

「優夜君。天才っていうのは、どういう人のことを指すと思う？」

「え？　……何でもできるような人ですか？」

「そうだね。そして私が思うに、天才っていうのは物事に取り組む際、他の人より短い時間で正解や正しい努力の仕方を見つけてしまう人のことだと思うんだ。────逆に言えば、それ以外は他の人と一いつ緒しよなんだよ。努力をすれば、必ず真実に近づけるんだ」

「……」

「もちろん、天才とは別に、それぞれの才能はあるだろう。でも、そんなものは君たちみたいな若いうちから決めつけていい物じゃない。色々なことに挑ちよう戦せんして、楽しんで……それからでも遅おそくはないんだよ。そしてこの学園は、そんな若者たちに色々な経験をしてほしいから建てたんだ。だから、君が自分を卑ひ下げする必要はない。これからゆっくり、自分と向かい合っていけばいいんだから」

　理事長の言葉は、俺の胸に染しみ込んできた。

　そんな風に言ってもらったことなんて、おじいちゃん以外からはなかった。

　何をしても陽よう太たたちや他の人と比べられ、何をするにしても無能のレッテルを貼はられ、おじいちゃんが死んでからは、俺はそれを受け入れることしかできなかった。

　それが、こんな風に言ってもらえるなんて……。

　いろいろな感情が渦うず巻まいて、そのことに戸と惑まどっていると、理事長は一つ提案した。

「まあいきなりいろいろ言われても困るだろう。だから今日一日、この学園に体験入学するというのはどうだろうか？」

「え？」

　思わず間ま抜ぬけな声が出たが、理事長は気にすることなく笑えみを浮かべたまま続けた。

「今日この学園を体験してみて、もし入学したいと思ってくれたなら、そのときに改めて君を正式に迎え入れよう」

　そんな提案に呆然としていると、不意に扉をノックする音が聞こえた。

「来たみたいだ……入ってくれ」

「どうもー」

　そう言って現れたのは、一人の女性だった。

　どこか気けだるげな印象の白衣を着た女性で、白衣の下にはヨレヨレのシャツを着ていた。

　しかもシャツが地味に肩かたからズリ落ちているので、胸が……ってこの人ちゃんと下着付けてる!?　ブラジャーの紐ひもとか見えないんですが!?　いや、紐が見えても困るけど！

　全体的にゆるい印象の女性を見て驚おどろいていると、理事長は苦笑いを浮かべた。

「君は相変わらずだな……。優夜君、君にはこの女性のクラスで授業などを体験してもらおうと思っているんだ」

「だ、そうだ。まあ、そう緊きん張ちようするな。ちゃんと先生が教えてやるからなー」

「え、えっと……」

　だ、大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？

　何がとは言わないが、言葉に詰つまっていると、理事長は呆あきれた様子で言う。

「……まあ色々と言いたいことはあるかもしれないが、彼女はこう見えて科学の権けん威いでね。授業も分かりやすく、生徒に人気なんだよ。だから安心するといい」

「そうだぞー。先生、すごいらしいからなー」

「……安心、するといい」

　色々不安ですね！

　理事長と白衣の女性の雰ふん囲い気きに色々と不安に思いながらも、俺は今日一日、『王星学園』に体験入学することになるのだった。
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「はい、席につけー。さっきホームルームを終えたばっかだが、一つ追加で連れん絡らく事じ項こうがある」

　そんな女の先生の言葉に、生徒の一人が訊きく。

「はいはいはい！　連絡って何ですかー？」

「それを今から言うんだろーが」

「あ、そうですね。続きをどうぞ！」

「切り替かえ早いなー」

　先生の言葉にクラスは軽い笑いに包まれた。

　そして、先生は意味深な笑みを浮かべる。

「よく聞けー？　今日、体験入学をするヤツをこのクラスで受け持つことになった」

『！』

　先生がそう言った瞬しゆん間かん、クラスはざわつき始めた。

　やはり、どの学校でも転校生や編入生は珍めずらしいのだ。

　すると、先ほど質問した生徒が再び訊く。

「はいはいはい！　男ですか、女ですか!?」

「男だぞー」

　先生の言葉に、今度は反応がハッキリ分かれた。

　男子はあからさまに落らく胆たんした様子を見せ、女子は逆にテンションが上がっており、どんな生徒がやって来るのか生徒同士で話し始める。

　だが男子たちも、本気で落胆するほどでもないため、すぐに女子と同じような話題で盛り上がり始めた。

「盛り上がるのは勝手だが、あんまり時間がない。この後も普ふ通つうに授業だからなー。じゃあ、今からそいつに入ってもらうか」

　先生はそう言った後、笑みを浮うかべながら生徒たちを見み渡わたした。

「度ど肝ぎもを抜ぬかれるなよー？」

『？』

　先生の言葉の意味が分からず、生徒たちが首を傾かしげる中、とうとう優夜が教室に入って来るのだった。
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　俺────天上優夜は、理事長の勧すすめで今日一日『王星学園』に体験入学することを決めた後、お世話になる先生に連れられ、その教室前まで移動していた。

　ちなみに佳織だが、クラスが違うため、途と中ちゆうで別れている。

　……すげぇ緊張する。

　でも、あの先生を見たおかげで、最初よりは緊張がほぐれていた。

　なんせ、超ちようエリート高校なわけだから、先生も厳格な人ばかりだって思ってたんだけど、あの先生スゲェ怠だるそうにしてたからなぁ。

　理事長の話では、すごく優ゆう秀しゆうで生徒からも信しん頼らいされてるらしいけどさ。

　俺としても、厳しすぎる人だと精神的に耐たえられるか分からないからなぁ。

　何はともあれ、担当してくださる先生があの人で良かったと思うことにしよう。

　それはともかく、教室に入ってからの挨あい拶さつだよなぁ。

　バイト漬づけだった俺には趣しゆ味みと呼べるものもないし……あれ？　これ、自己紹しよう介かいするうえで致ち命めい的なんじゃね？

　や、ヤベェ……どうしよう……。

　せっかく緊張がほぐれ始めたと思ったのに、再び俺はガチガチに緊張し始めた。

「おい、入ってきていいぞー」

　どうしようどうしようと必死に頭を働かせていると、先生から入って来るように声をかけられた。

　……ええい、未来の俺……何とかして！

　他人ひと事ごとのようで、結局自分に任せるという意味の分からないことをしながら、俺は意を決して教室に入った。

『っ!?』

　え？

　入った瞬間、まず感じたのは視線。

　これは、体験入学生で自己紹介もするんだから、特に変なことはない。

　だが、続いて訪れた大きな驚きよう愕がくは、俺にはよく分からなかった。

　クラスの誰だれもが目を丸くして、呆ぼう然ぜんとしているのを不思議に思いながら、俺は黒板の前に立つ。

「よし、んじゃあ軽く自己紹介をしてくれ」

「は、はい。天上優夜です。今回は、体験入学という形でみなさんの授業に参加させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします」

　そう言って頭を下げ、顔を上げるが、未いまだに全員呆然としたままで何の反応も返ってこない。え、泣いていい？

　無言の間まに思わず泣きそうになっていると、なぜかおかしそうに笑う先生が助け船を出してくれた。

「くっくっく……おい、いつまでも呆ほうけてるなー。天上が困ってるだろうが。……よし、天上。お前はあの窓まど際ぎわの一番後ろに座れ」

「は、はい」

　先生の指示のもと、俺は指定された席に着き、隣となりの生徒に挨拶をした。

「えっと……よろしくね」

「え？　あ……うん。……よろしく」

　隣の生徒は、ショートカットのどこかクールな印象を受ける女子生徒だった。

　首元にチョーカーが着けられてるけど……こういうアクセサリーは禁止されてないのかな？

　どちらにせよ、俺の通う学校では不良以外には見られない光景だ。アクセサリーは禁止されてるし、髪かみを染めるのももちろんダメだ。

　しかし、このクラスでは何人も染めてるし、アクセサリーもオシャレに身に着けている。

　そんなことを考えていると、先生が手を叩たたいた。

「おい、みんないい加減帰ってこーい。もう授業が始まるぞー」

　そう言うが、みんなが本格的に動き出すのは一分後の事だった。
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　あの後、俺は他の生徒に混じって授業を体験した。

　てっきり俺なんかがついて行けないような授業速度かと思えば、そんなことは一いつ切さいなく、俺の高校と何ら変わらない授業の進行速度だった。

　ただし、その内容はかなりすごい。

　俺の高校で習った部分と同じ内容の授業を受けているはずなのに、分かりやすさが段だん違ちがいなのだ。

　授業ってつまらないものだと思っていたが、俺は普通に楽しかった。

　漫まん画がやゲームに喩たとえて教えたり、色々工く夫ふうされているのだ。

　それに、授業を受けて感じたのが、先生と生徒の距きよ離り感だろう。

　この学校では、その距離感が絶ぜつ妙みようなのだ。

　仲がいい中にも、ちゃんと先生と生徒というハッキリとした線引きができていて、それを実行できる先生と生徒に俺は驚かされた。

　そんなこんなで午前中の授業を終えて、現在は昼休みに突とつ入にゆうしている。

「あ、氷ひよう堂どうさん。教科書ありがとう」

「……ん。気にしないで」

　授業を受けることになったとはいえ、教科書も何もない俺は、隣の席のクールな印象の女子生徒────氷堂雪ゆき音ねさんに見せてもらっていたのだ。

　氷堂さんは薄うすい青色のメッシュが入った、クールな印象を受けるショートカットに、切れ長の目は常に半眼気味で眠ねむそうにも見える。

　オシャレに着き崩くずした制服とチョーカーが相まって、なんだかバンドマンみたいだ。

　一見、話しかけにくい雰囲気を纏まとっている氷堂さんだが、勇気を出して話してみればとても優やさしかった。

　氷堂さんにお礼を言っていると、他の生徒たちが俺に声をかけてきた。

「ねぇねぇねぇ！　聞きたいことがあるんだけどさっ！」

「どこの高校に通ってたんだ？」

「何か習いごとしてる？」

「あ、部活はどうするの？」

「ねぇねぇ！　彼女いる!?」

「もしかして芸能人だったりしない？」

「あ、え、その……」

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しんからの質問は今まで体験したことのないもので、俺もなんて反応すればいいのか困っていた。

　……やっぱり、編入生とか転校生は気になる対象なんだなぁ。実際は体験生だけど。

　嫌いやではないが、どうすればいいか分からず困こん惑わくしていると、一人の男子生徒がみんなを宥なだめてくれた。

「おいおい、天上が困ってるじゃねぇか！　昼飯もまだだろうし、取りあえず落ち着こうぜ？」

　その男子生徒は、茶色に染めた短めの髪に、人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべたイケメンだった。前撮さつ影えいのときにやって来た男性モデルや、俺の弟より断然イケメンだぞ。

　髪を染めているのに、不良といった印象を受けず、それどころか爽さわやかなスポーツマンといった印象をその男子生徒から受けた。

　男子生徒が声をかけたことで、質問をしてきたみんなが、謝罪してくる。

「あ、ごめんね！」

「悪わりぃ、気が利きかなかったわ」

「放課後にでもまた話を聞かせてね！」

「あ、うん」

　みんなは謝罪をすると、それぞれが昼食のために移動を始めた。

　それを眺ながめていると、男子生徒が声をかけてくる。

「ごめんな。俺も含ふくめて、お前さんに興味があるんだわ」

「え？　あ、ううん。ありがとう！　えっと……」

「俺は五十嵐いがらし亮りようだ。亮でいいよ。俺も優夜でいいか？　よろしくな！」

　男子生徒────亮はそう言うと、爽やかに笑った。

　うわぁ……笑顔が眩まぶしい……。

　思わず目を細めていると、亮は不思議そうに首を傾げた。

「ん？　どうした？」

「いや……眩しいなって……」

「え？　何だよ、変なこと言うなぁ」

　亮はさらに眩しい笑みを浮かべた。うん、目が潰つぶれそう。

「あ、そうだ。優夜はこの学校の食堂とか知らねぇだろ？　よかったら一いつ緒しよに行かないか？」

「え、いいの？」

「おう、断るわけねぇだろ？　行こうぜ！」

　何だ、このイケメン。惚ほれる。惚れないけど。

「それじゃあお言葉に甘えて……」

「うし！　っと、他にも友だち呼んでいいか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　俺がそう返すと、亮はその友達を呼んできた。

「ぼ、僕は倉くら田た慎しん吾ご。よ、よろしくね、ゆ、優夜君」

　連れてこられたのは、メガネをかけたどこか気弱そうな男子生徒だった。

　……うん、なんだか近しいモノを感じるぞ。

　しかし、なんだか面おも白しろい組み合わせだな……亮の友だちっていうからスポーツマン系の子が来ると思っていたんだが、慎吾君はどちらかと言えばインドアな印象を受ける。

　そんな疑問を抱いだいていたが、その謎なぞはすぐに解けた。

「なぁ、慎吾！　昨日の『超重機神ゴッドロボ』見たか!?」

「み、見たよ」

「そうか!?　最高に熱かったよなぁ！　なぁ、他にも面白いアニメとか特とく撮さつがあったら教えてくれよ！」

「う、うん。もちろん……！」

　どうやら亮は慎吾君からオススメのアニメとかを教えてもらっていたらしい。

　なんていうか……イケメンでサブカルチャーにも強いって……もうね。いいと思います。

　思わず遠い目をしていると、亮は俺にも話を振ふって来た。

「あ、優夜はアニメとか見るのか？　俺は最近見始めたんだけど、スゲェ面白いんだよ！」

　……亮はいい子だね。

　この短い間で、それを実感させられたのだった。
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「ここが『王星学園』の食堂だぜ」

「……」

　亮に連れてこられたのは、俺の知ってる食堂とはまるで違うオシャレでとても広い空間だった。

　まるで喫きつ茶さ店てんのテラスのように並べられた多くの丸テーブルにシンプルな椅い子す。

　各テーブルでは生徒が楽しそうに談笑しながら食事をしている。

　……俺の高校にも食堂はあるが、それはどこにでもある一いつ般ぱん的な食堂であってここまで綺き麗れいなモノじゃない。

　目の前の光景に呆ぼう然ぜんとしていると、亮が笑いながら声をかけてきた。

「ははははは！　最初は誰だれでも驚おどろくよな！　でもこれだけじゃないんだぜ？　ほら、これを見てみな」

「え？」

　次に亮に見せられたのは、メニュー表だった。

　そして、メニューを目にした俺は再び呆然とすることになる。

　まず、種類が圧あつ倒とう的だった。

　和洋中は当たり前で、他にもスペインやらロシアやら……専門店に行かなきゃ食べられないような各国の料理。

　さらに各宗教ごとの料理も用意されていたのだ。

「こ、ここの料理って、確か三ツ星料理店で働いてたシェフたちが作ってるらしいよ」

「三ツ星!?」

　慎吾君の言葉に俺は目を見開いた。

　いやいやいや、そんな高級なもんを食える金ねぇよ！　今は払はらえてもずっと食い続けるとか無理だって！

　そう思っていると、俺の考えが読めたのか、亮はニヤリと笑った。

「もっと驚かせてやろうか？　ここの料理────全部５００円なんだぜ？」

「────」

　本当に絶句するしかなかった。

　え、ここは天国なのか？

　ワンコインで三ツ星クラスの料理が食えるんだろ？　もう意味分からねぇよ。

「まあ５００円とはいえ、それでも一人暮らしで金銭面で厳しい生徒も確かにいる。そんな生徒のために用意されてるのが、この『学生日ひ替がわりランチ』だ」

「日替わりランチ？」

「ああ。内容は日替わりだから選べねぇが、値段は……タダなんだぜ？」

「……」

　授業の段階でもすでに分かってたことだが、ここでもうハッキリと分かった。

　この学園は、他とは格が違いすぎる。

　亮や慎吾君の言葉を聞きながらメニューを決めて、セットを受け取ると近くの席に座った。

　亮は蟹かにのトマトクリームパスタで、慎吾君はトンカツ定食。

　俺は５００円と聞いたのでなるべく高そうなものをということで、黒毛和牛のハンバーグ定食にした。いや、ちょっと贅ぜい沢たくなモノを食べてみたいわけですよ。

「よっしゃ、食べようぜ！」

『いただきます』

　食前の挨あい拶さつをすませると、俺たちはそれぞれの食事に集中した。

　ハンバーグを口に入れて、俺はあまりの美味うまさに固まる。

　な、ナンダコレ。

　肉にく汁じゆうがドバーッて！　口の中でふわって！　う、美味い！

　語ご彙い力が奪うばわれてしまうほど、そのハンバーグは美味おいしかったのだ。

　無心に食事を進める俺を見て、亮たちも笑いながら自分のモノを食べていた。

「ね、ねぇ……ちょっと見てよ！」

「あの男子、誰かな……？」

「転校生？」

「カッコいい……」

　食事をしていると、不意に周囲が騒さわがしいことに気づいた。

「なんだろう？　なんかざわついてない？」

「ん？　優夜がいるからだろ？」

「俺がいるから？　ああ、制服違うもんね。そりゃ目立つか……」

「……」

「ん？　どうした？」

「……いや、何でもねぇよ」

「？？？」

　亮が「おい、マジかよ」みたいな目で見てきた気がするんだけど、気のせいだったようだ。

　談だん笑しようしながら食事を進めていると、亮がふと気づいた様に訊きいてくる。

「そう言えば、優夜って部活するのか？」

「え？」

「この学園ってよ、スポーツとかにも力入れててどの部活もなかなか強いんだぜ？」

「そうなんだ……」

「だから、もし優夜が今通ってる高校で部活をしてるんなら、そこに入んのかなぁと」

　俺は当たり前だが部活なんてしていない。

　部費を払うだけでも苦しい生活だったし、そもそもそんな青春を許してもらえなかった。

　俺は苦笑いを浮うかべながら亮に応こたえた。

「残念だけど、俺は部活をしてないよ」

「へぇ？　マジか。意外だなぁ」

「そういう亮や慎吾君はどうなの？」

「俺か？　俺も帰宅部だぜ」

「え？　そうなんだ。てっきり運動系の部活をやってるのかと……」

　偏へん見けんかもしれないが、亮の見た目からは爽さわやかなスポーツマンといった印象を受けたから、俺は驚く。

　すると、慎吾君が笑いながら教えてくれた。

「り、亮君は色々な運動が得意で、入学当初はいろんなところから勧かん誘ゆうされてたんだ。本当に引っ張りだこ状態だったよ」

「そうなの!?　じゃあ何で？」

　そんな漫まん画がみたいなことあるんだぁと思いながら訊くと、亮はなんてことなさげに答えた。

「んー……色々やってみたかったから……かなぁ？」

「色々？」

「おお。中学はサッカーしてて、結構いい線まで行ってたんだけど……この学園に入ってから、サッカーもいいけど色々な経験をしてみたいなぁって思ったら、結局帰宅部になっちまった」

「で、でも亮君助すけっ人ととして本当に色々な部活に参加してるし、そのたびにすごい成績を残してるんだ」

「はは、照れるから止やめてくれ」

　本気で照れてる様子で亮は恥はずかしそうに笑った。

　本当に漫画の中の住人みたいなヤツだなぁ。悪い意味じゃなくて、すごくいいヤツだし、これは人気者だわ。

「なるほどなぁ……そういうスタイルもあるのか……」

「そうだな。この学園に入ったなら無理に部活をしなくても色々な経験ができるぜ？　そういう意味では、慎吾の部活も変わってるからよ」

「へぇ？　慎吾君は何部に所属してるの？」

　俺がそう訊くと慎吾君は笑え顔がおで教えてくれた。

「ぼ、僕はゲーム部に所属してるよ」

「ゲーム部!?　ゲームって……テレビゲームとか？」

「そうだよ」

　マジか……この学園、ゲームを堂々と持ち込んでもいいの？　アクセサリーやら髪かみ色いろやらやたら自由だと思ってたけど、そんなところまで許されてるのかよ……。

　王星学園のぶっ飛んだ自由さに驚いていると、慎吾君が理由を教えてくれた。

「も、もちろん授業中とかはしちゃダメだけど、休み時間とかならゲームもスマホも使っていいんだ。普ふ通つうの高校なら厳しく禁止されるんだろうけどね。でも、これだけ自由を許してもらってて、授業中にスマホやゲームを弄いじったりする人はいないし、だからこそ高校なのにゲーム部なんてものも許されてるんだ」

「はぁ～……」

　俺は感かん嘆たんのため息しか出なかった。

　つまり、この学園は生徒を信しん頼らいしたうえでスマホもゲームも許可していると。

　でも何よりすごいのが、その信頼を裏切らないように生徒たちも努力をしていることだろう。あるんだな、こういうのって。

　他にも色々と驚くような話を聞いたりして、俺はとても充じゆう実じつした昼食をとることができたのだ。

　昼食を終えた後、亮たち以外の人たちともたくさん話したけど、みんな俺をまっすぐ見てくれた。

　今まで誰も俺に対して見向きもしなかったのに、この学園の生徒たちは俺を一人の人間として、対等に扱あつかってくれたのだ。

　以前とは見た目が違うのもあるだろうが、それ以上にみんなが俺のことを認め、内面を見てくれているのが分かったからこそとても嬉うれしかったのだ。
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　放課後、俺は理事長室を訪おとずれて宝城司さんと話していた。

「それで、どうだった？　この学園は」

　優やさしい笑顔でそう訊く理事長に、俺は正直に思ったことを話した。

「……とてもすごかったです。授業も分かりやすいし、設備は充実してるし……でも、何よりも印象的だったのは、生徒の皆さんがとても楽しそうでした」

　そう、この学園の生徒はみんな輝かがやいていたのだ。

　今俺の通ってる高校じゃ、誰だれもがその一日を退たい屈くつに過ごしている。

　部活で青春してる生徒たちも、日中の授業や休み時間などは口々に「だるい」、「帰りたい」と漏もらしているほどだ。

　でも、今日この学園に来てからその単語を一回も聞いていない。

　いや、絶対に言ってないわけじゃないだろうけど、それでも俺は耳にしていないのだ。

　誰もが楽しそうで、この学園を心の底から楽しんでる。

　それを俺は今日の体験で強く実感できた。

　……それに、虐いじめられていた俺なんかを、皆は受け入れ、認めてくれた。

　それが本当に嬉しかったんだ。

　皆が楽しそうに過ごしているだけでなく、俺のことをちゃんと認め、見てくれる人がいる……。

　正直に言えば、とても通いたい。

　でも……。

　俺の言葉を聞いて、理事長は満足そうに頷うなずいた。

「そうか。そう言ってもらえると、私も嬉しいよ。……それで、どうかな？　この学園に通ってみないかい？」

「……俺なんかが、通わせてもらってもいいのでしょうか？」

　俺にこの学園に通うだけの価値があるのだろうか？

　自分の得意なことも、誇ほこれることも見み出いだせていない。

　何も分かってない俺なんかよりも、もっといい子が……。

　そう思っていると、理事長はまるで俺の心の中を読んだかのように優しく言った。

「優夜君。君の価値は君が決めるものでもあるし、他人にも決めることができる」

「え？」

「そして、君は今自分がこの学園に通うだけの価値があるのか……そう考えているね？」

「…………はい」

　俺は少し間を置いた後、答える。

「でも私は君はこの学園に通うだけの価値があると思っているんだよ」

「あ……」

　その言葉を聞いて、俺は理事長をまっすぐ見た。

「大だい丈じよう夫ぶ。君自身が価値を見出したくて、それを見つけられていないなら……この学園で見つければいい。君には時間があるんだ」

「────」

　理事長の言葉は俺の胸にスッと入って来た。

　そして────。

「あの……こんな俺ですが、よろしければこの学園に通わせてください」

「もちろん！　私たちは君を歓かん迎げいするよ」

　俺は正式にこの王星学園に通うことになるのだった。
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「失礼します」

「お疲つかれ様です」

「え？」

　制服を受け取ったりして理事長室を出ると、そこには鞄かばんを持った佳織の姿が。

「どうやらこの学園に通っていただけるようですね」

「……まだ自分に自信はないけど、それでもこの学園に通いたいって思ったからさ」

「そう思っていただけたなら、私も父も嬉しい限りです」

　そう優しく微笑ほほえむ佳織に、俺は何だか気き恥はずかしくなって話題を変えた。

「そ、そういえば、どうしてここに？　あ、理事長に用事があるのか」

「いいえ、私は優夜さんに用事があるんです」

「お、俺に？」

　予想していなかった返答に俺は驚おどろいた。

　俺に用事って……一体何だろう？

「この『王星学園』は優夜さんの通っている高校とは方向が逆ですよね？」

「え？　まあ……」

「なら、この学園の周辺もあまり詳くわしくないんじゃないですか？」

　……確かに、俺は容姿のせいで出かけるなんてあまりしなかった。

　必要な物も基本的には学校の帰りに買うくらいだし。

　それもあって、通っている学校とは逆方向に出かけることはまずなかった。

「せ、せっかくなので、優夜さんに周辺の案内でもできたらと思いまして……そ、それに！　改めて個人的なお礼もしたいですし！」

「そ、そんな！　ちゃんと感謝の言葉ももらったし、何よりこの学園に通わせてもらえることになっただけでも十分すぎるのに……」

　本当に、これ以上ないくらい俺はよくしてもらっている。

　これ以上何かを受け取るのは……。

　そう考えていると、佳織は少し考えた後、再び口を開いた。

「……では、私が優夜さんと遊びたいからというのは……ダメですか？」

「え？」

「恥ずかしながら、男性と遊ぶ機会がなくて……」

「ええ!?　どうして？」

「仕方ないことなのですが、私の家や父の仕事上、皆さん多少遠えん慮りよしてしまうようでして……でも初めて親しくなった優夜さんならと思ったのですが……」

　佳織は寂さびしそうにそう言った。

　なるほどな……お金持ちっていいなぁって思ってたけど、俺らには分からない悩なやみがやっぱりあるんだな。

　どこか不安そうに俺を見つめる佳織。その姿を見て、別次元の存在だって勝手に決めつけていたのが一気に崩くずれた。やっぱり同じ人間なんだな。

　俺も照れながら佳織に打ち明けた。

「えっと……俺も恥ずかしいんだけど、女の子と遊んだことないんだ……」

「え？」

「だからさ、こんな俺でよければ……案内してくれないか？」

「……はい！　学園周辺には美味おいしいモノもいっぱいありますし、さっそく行きましょう！」

　目を輝かせる佳織を見て、俺も嬉しくなるのだった。
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「皆さん放課後はこの辺りの喫きつ茶さ店てんや飲食店で集まったりするそうですよ？」

「おお……！」

　一直線に延のびる広い道沿いには、たくさんの店が並んでいた。車両禁止であり、『王星学園』の生徒だけでなく、他学校の生徒も数多く見える。道の真ん中に街路樹と街灯が等とう間かん隔かくで立っていた。

「こんなにオシャレな場所だったんだ……」

「そうですね。時々テレビの取材を受けるようなお店もありますよ」

　なるほど、若い女性とかに人気なお店が多そうだしな。

　周囲の店を眺ながめながら、俺はふと気になったことを訊きいてみた。

「そういえば……佳織はどうして俺だって分かったんだ？」

「え？」

「自分で言うのもあれだけど、俺が不良にボコボコにされた時とだいぶ見た目が違ちがうと思うんだけど……」

「そうですか？　でも私を助けてくれた時と同じ目だったのですぐに分かりましたよ？」

「え、目？」

「ええ」

　笑顔でそう言い切る佳織に俺は驚く。

「優夜さんの見た目は確かに変わっているのでしょうが、まっすぐで優しい目は変わってません。ですから、私はすぐに優夜さんだって分かりました」

　まっすぐで優しい目……自分がそんな目をしているかは分からないが、佳織にはそう見えたらしい。

　俺の外見が驚くほど変わったっていうのに、佳織にはその変化よりも俺の目が変わってないことの方が大きかったようだ。

　佳織の言葉は俺自身を見てくれているようで、とても嬉しかった。

　二人で会話をしながら進むと、佳織が何かを見つけた。

「優夜さん、あそこに行きませんか!?」

「ん？」

　佳織の指す方向では、女子高生が美味しそうにクレープを食べている。

「クレープ屋さん？」

「はい！　あそこのクレープは美味しいって評判なので、一度食べてみたかったんです！　行ってみましょう！」

「え？　うわっ！」

　この場所に来てからとても楽しそうな佳織は、不意に俺の手を引いてクレープ屋に向かった。

　美味しいと評判だからか、結構な人数が並んでいる。

「ね、ねえ！　あれ見て！」

「え？　うわぁ！　すごいイケメンじゃん！　一人かな？」

「そんなわけないじゃん！　ほら、隣となりにメッチャ綺き麗れいな女の子いるしさ」

「あ、本当だ。美男美女カップルかぁ……羨うらやましいぃ！」

「ねー。女の子は清せい楚そな感じだし、男の子はクールだし……」

「いやぁ……羨ましいけどそれ以上に目の保養って感じ」

　スイーツのお店なだけあり、並んでいる人は女性が多い。

　お、男が並んでてもおかしくないよな？　こういうのすごく不安になるんだけど。

　内心ビクビクしながら並んでいると、佳織があることに気づいた。

「あ……ああ!?　ごご、ごめんなさい！　つい手を……」

「へ？　あ……ああ！　俺こそごめん！」

　お互たがいに顔を真っ赤にしながら手を勢いよく離はなした。

　俺も佳織も完全に無意識だったから、急に恥ずかしくなった。

　そんな俺たちの様子を周囲は見ていた。

「……ねえ」

「……なに」

「あの二人、可愛かわいすぎじゃない？」

「……超ちよう分かる」

「「尊いわー」」

　お、女の子の手を握にぎるとか……うぅ……メッチャ恥ずかしい……。

　き、嫌きらわれてないかな？　大丈夫かな？

　今までは俺の手がちょっと当たっただけでも全力で気持ち悪がられたし、俺が触ふれただけのモノでさえ、汚お物ぶつのように扱あつかわれてきたのだ。あ、思い出したら泣けてきた。

　恐おそる恐る佳織の方を見ると、佳織は顔を真っ赤にして手を見つめていた。

「わ、私……父以外の男性と手をつないだの、初めてです……」

「……」

　があああああああああ！　恥ずかしいぃぃぃいいいい！

　表情筋を全力で固定し、俺はポーカーフェイスを保ち続けた。そうじゃなきゃ悶もだえ死ぬ！

　内心はとても荒あらぶる俺だったが、どうやら嫌われてはいないようで心の底から安あん堵どした。

　……やっぱり、佳織って優やさしいなぁ。最初に手をつないだ相手がこんな俺でごめんね。

　そうこうしているうちに俺たちの番が来たので、メニューを見た。

「おお、色々あるなぁ……」

「本当にどれも美味しそうですね！　でも迷ってしまいます……」

　佳織はかなり悩んでいたようだが、イチゴと生クリームのクレープにして、俺はブルーベリーと生クリームのクレープにした。

　道には休きゆう憩けいできるようにベンチがいくつか置いてあり、その一つが空いていたので俺たちはそこに座った。

　そういえば……クレープなんて初めて食べるかも。

　見た目とか名前は知ってたけど、食べる機会がなかったのだ。お金もなかったから、買うこともできなかったし。

　そのまま一口齧かじると、俺たちは思わず顔を見合わせた。

「「美味しい！」」

　ブルーベリーの酸味と甘い生クリームが絶ぜつ妙みようにマッチし、しっとりとした生き地じが優しく包み込む……うん、女性がスイーツ好きになるのも分かるな。俺も好きになったぞ。

　でも調子に乗って食べ続けたら、また以前の俺のように太るかもしれないし、気をつけないとな。

「幸せです……やっぱり甘いものはいいですね」

「そうだなぁ。こんなに美味しいと全部の味をコンプリートしてみたくなるよね」

　もし次に来る機会があれば、他の味を頼たのもう。

　心の中でそう決めていると、佳織は笑え顔がおでイチゴのクレープを俺に差し出した。

「一口いかがですか？」

「へ!?」

　ひ、一口って……これ完全に間接キスになりますよねぇ!?

　慌あわてる俺とは対照的に、佳織は不思議そうにしながら俺の口にクレープを優しく持ってきた。

「ほら、美味しいですよ！」

「むぐっ!?」

　反射的に食べてしまった……。

「どうですか？」

「……美味しいです」

　顔が熱くて仕方がないし、正直こんな状じよう況きようだから味をまともに感じられねぇ……。

　俺がガチガチに緊きん張ちようしながらイチゴのクレープを咀そ嚼しやくしていると、佳織も間接キスに気づいたようだった。

「～～！」

　佳織は自分のクレープを見て、一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤にすると声にならない叫さけび声をあげた。

　今度こそ本気で嫌われたかな？

　そう思って佳織を見ると佳織は俺の視線に気づき、クレープを盾たてにして顔を隠かくそうとした。

「す、すみません……今、とても恥ずかしくて優夜さんの方を見れません……」

「えっと……俺の方こそ……ごめん。嫌いやだっただろ？」

「い、いえ！　嫌ということは決してありませんが……その……か、かか間接キスで……その……うぅ……」

　いや、本当に良かった。恥はずかしい思いをさせたのは申し訳ないけど、嫌われなくてよかったよ……。

　またもや心の底から安堵した俺は、まだ気が動転していたらしく、とんでもないことを口にしてしまった。

「えっと……そ、そうだ！　佳織も俺の食べる？　……あ」

「え!?」

　何やってんだ、俺……！

　たった今あれだけ恥ずかしい思いをしたばかりだというのに、俺はなんてことを……！

　で、でも、佳織から分けてもらったわけだし、お返しをしたいのも本心としてあるんだけど……！

　自分が口にした言葉に呆ぼう然ぜんとしていると、佳織はもうこれ以上ないくらい顔を赤くして、俯うつむき気味に小さな声で答えた。

「……も……もらいます……」

「……」

　────この後のことは、よく覚えていない。

　俺も佳織もクレープを食べ終わってから終始緊張しっぱなしで、ふらふらだったのだ。

　最終的に佳織を迎むかえに来た車に俺も一いつ緒しよに乗せてもらい、家まで送ってもらったのだが……車の中でさえまともに顔を見て会話をすることができなかった。

　そんな俺たちの様子を、俺を『王星学園』に誘さそうときに佳織と一緒にいた執しつ事じ服を着た女性は、生温かくて優しい視線で見てきたのだった。

　俺たちが去っていくまでの間も、実は周りの人たちが温かい目で見ており────。

「……ねぇ？」

「……なに？」

「……青春だねぇ」

「……青春だなぁ」

「可愛かったね」

「可愛かったな」

「「はぁ……尊いわぁ～」」

　────そんな会話が繰くり広げられていたことに、俺たちは気づかなかった。
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　昨日は体験入学後に佳織と遊んだわけだが、今日はまだ『王星学園』に通うわけじゃない。一方で前の高校の手続きは終わっているので俺は休みになっている。

　となれば、最近は異世界にも行けてなかったので、久しぶりに行ってみることにした。

「特に変わった様子はないなぁ……」

　久しぶりに来たとはいえ、異世界の家や庭は、特に変化はなかった。

　ちなみにだが、異世界で活動するため、服装はロイヤルシルクのシャツやズボンの上から血けつ戦せん鬼きの鎧よろい一式を着けている。

　今日の俺の予定としては、今まであんまり探たん索さくしていない、森の奥地へ向かってみようと思っていた。

　そのため、回復薬もしっかり準備してある。

「迷っても、【地図】のスキルがあるから安心だしな」

　警けい戒かいしながら家の柵さくの向こうへと出て、森の探索を始める。

　俺が今まで探索していたのは、柵の外に出てまっすぐ進んだ方向だ。

　そのため、今回は家の裏側を探索するわけだが、今まで探索していた方角に以前の女の子や兵士たちがいたことからも、あっちが森の外に繫つながっているんだろう。

　実際、今の俺が進む方向は森がさらに鬱うつ蒼そうとしていた。

　スキル【気配察知】だけでなく、自分でも全力で警戒しながら進んでいると、一つの生物の反応に気付いた。

　俺は【同化】のスキルを発動させ、息を殺しながら反応に近づくと、そこには大きな熊くまが、何かの魔物を殺して食事をしているところだった。

　熊は、真しん紅くの毛皮に、額から三つの凶きよう悪あくな角が生えている。

　他にも、殺した生物の肉や骨を易やす々やすと嚙み砕くだく顎あごや牙きば。

　大きさ的には俺よりも一回りも大きい。

　俺は【鑑かん定てい】のスキルを発動させた。





【デビルベアー】

レベル：４５０、魔ま力りよく：４５００、攻こう撃げき力：１０５００、防ぼう御ぎよ力：６０００、俊しゆん敏びん力：２０００、知力：３５００、運：５００






　ついに相手のステータスが１万を超こえてきやがった。

　デビルベアーと俺のステータスを見比べると、俺の方がバランスはとれているが、やはりあの１万を超える攻撃力は厄やつ介かいだ。

　……殺せるか？

　あの平和な日本では考えられないが、俺はこの世界に来てからそんな物ぶつ騒そうな思考回路が出来上がっていた。

　とはいえ、俺としてはこの世界で生きていく上で必要だと思っているため、その思考回路が怖こわいとは思わなかった。普ふ段だん、地球で過ごしているときはそんなこともないから、異世界限定の感情な気がする。

　結局俺は、デビルベアーを襲おそうことに決めた。

　アイツとは結局いつかは戦うわけだし、それにこの奥地の魔物がどれくらい強いのか分からない今、デビルベアーのカーストがどの位置にあるのかも分からないため、ここの魔物の強さの基準を作っておきたいという気持ちもあるのだ。

　俺はすぐに【アイテムボックス】から【無む弓きゆう】を取り出した。

【無弓】は、形のない弓だ。つまり、目には見えないのだ。

　しかし、俺にはしっかりと弓を握にぎっているという認識がある。

　さらに、俺の意思に応じて、見えない矢も生成された。

　そのまま息を殺し、俺は見えない矢を弓につがえ、静かにデビルベアーを狙ねらう。

　そして────。

「────ッ！」

「!?　が、ガアアアアアアッ！」

　見えない矢が、デビルベアーの左目に突つき刺ささった。

　突とつ然ぜんの攻撃に、デビルベアーは驚おどろきと激痛による叫び声を上げる。

　だが、さすがは森の奥地の魔物というべきか、姿を見せていないはずの俺を、矢の飛んできた方向からすぐに割り出し、俺を激しく睨にらみつけてきた。

「弓はここまでか……んじゃあ、次はこれだッ！」

　なんだかんだと一番使っている【絶ぜつ槍そう】を取り出し、俺は一気にデビルベアーに近づいて、鋭するどい一撃を放った。

「フッ！」

「グォォォオオオ！」

「！」

　しかし、デビルベアーはその強きよう靭じんな爪つめを使って、真正面から【絶槍】と打ち合ってくる。

　その結果、デビルベアーの攻撃力に押し切られ、俺は軽々と吹ふっ飛ばされた。

「クッ！」

　何とか空中で体勢を整えると、俺は着地してすぐに距きよ離りをとった。

　案の定、デビルベアーは追撃する予定だったようだが、俺が距離をとったことで警戒態勢に変わった。

　お互たがいに警戒したままの状態が続いていると、最初に動いてきたのはデビルベアーだった。

「グルルルル……ガアアアアアッ！」

「なにっ!?」

　何と、デビルベアーは口から灼しやく熱ねつの炎ほのおを噴ふん出しゆつさせてきたのだ。

　俺は咄とつ嗟さにその場から転がるようにして避よける。

　……今のアレ、どう考えても魔法だよな？

　今までの魔物は魔法を使ってくることがなかったため、俺はデビルベアーの炎に必要以上に驚いてしまった。

　俺もこのデビルベアーや兵士みたいに、魔法を使ってみたいんだけどなぁ。

　もうアレかな。三十歳まで待たなきゃダメかね？　大魔法使いになる素質はあると思うんだけど……あら？　目から汗あせが……。

　そんなくだらないことを考えながら、俺は改めてデビルベアーの魔法にどう対処するか考えた。

　迂う闊かつに近づくと魔法の餌え食じきになりそうだし……。

　考えている間も、デビルベアーは炎を噴出させたり、炎を球状にして撃うちだしたりしてきた。

　それらを体を捻ひねって避け続けるが、このままじゃジリ貧ひんだ。デビルベアーの魔力が尽つきるか、俺の体力が尽きるか……正直、格上の相手だから、俺の体力が尽きる方が早い気がする。

　となると、やっぱりフェイントで注意をそちらに向け、その一いつ瞬しゆんで倒たおすしかないか？

　戦せん闘とうの組み立てなどまだまだできない俺には、そんな単純なことしか思い浮うかばない。

　……ええい、考えても仕方がねぇ！　とにかくやってみよう！

　俺はそう決意すると、デビルベアーめがけて駆かけ出した。

「ガアッ！」

　すると、デビルベアーは俺を近づけさせないと言わんばかりに火か炎えん放射器の様に炎をまき散らしてくる。おい、火事になったらどうするんだよ！

　とか思っていると、幸いデビルベアーの炎は木々に燃え移る様子がないため、なんか特とく殊しゆな炎なのかもしれない。

　んなことはどうでもよくて、炎のせいで近づけないのは分かったので、炎の射程範はん囲いギリギリで俺はバックステップを踏ふんだ。

「グアアッ!?」

　突然の俺の動きに、デビルベアーは驚いたような声を出した。

　それを無視して、俺はバックステップを踏んだ状態から、一気に【絶槍】をデビルベアーめがけて投げつけた。

「！　ガアアアアアアッ！」

　最初は炎で撃ち落とすつもりだったようだが、【絶槍】の特性的にそれは不可能だと判断したらしく、デビルベアーは凶悪な爪で対たい抗こうしようとした。

「今だっ！」

　炎で撃ち落とせず、爪で対抗せざるをえなかったデビルベアーは、結果的に炎を止めてしまったので、俺はその一瞬を逃のがさず距離を詰つめる。

「ガアッ!?」

　俺が凄すさまじい速度で迫せまってきたことで、デビルベアーは驚きよう愕がくの声を上げたが、すぐにその鋭い爪で俺を切り裂さこうとしてきた。

「ハアッ……！」

　ここで避けて距離をとってしまうと、もう接近することはできないだろうと考えた俺は、デビルベアーの腕うで目め掛がけて渾こん身しんの蹴けりを放った。

「おらあっ！」

「グオオオオオオ!?」

　思いっきり地面を踏み込み、古本屋で買った本の内容を思い出しながら全身を使ってただただその蹴りに全力を注いだ。

　その結果、デビルベアーの腕は俺の蹴りによって弾はじかれ、体勢を崩くずした。

　体勢を崩したことで無防備となったデビルベアーの懐ふところに俺は瞬時に潜もぐり込む。

　そんな俺の腕には、【無限の籠こ手て】が装着されている。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　そして俺は蹴りによる勢いも利用しながら、全身の力を込こめた一撃をデビルベアーの土手っ腹に叩たたき込んだ。

「ガアアアアアアアアアアアアアアア!?」

　たった一撃。

　だが、そこに【無限の籠手】の効果が発動した。

　その効果とは、一撃を叩き込むと、同じ威い力りよくの攻撃が何度もその場所で発生するのだ。

　防ぐには、その攻撃を一度でも防御するか、撥はね返すしかない。

　そして、デビルベアーには俺の攻撃を防ぐ術すべがなかった。

　圧あつ倒とう的な連撃が無限にデビルベアーの腹で繰くり返され、とうとうデビルベアーは口から血ち反へ吐どを吐はきながら吹っ飛び、俺の背後に墜つい落らくすると息絶えた。

　俺はどこぞの拳けん王おうの如ごとく、拳こぶしを天に突き上げた状態で勝利したのだった。
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「さて、ドロップアイテムは……」

　デビルベアーを倒したことで手に入ったドロップアイテムの素材っぽいヤツを確かく認にんする。


【悪熊あくまの紅こう毛げ】……デビルベアーの毛皮。炎に対しての耐たい性せいを持っており、非常に暖かいが、肌はだ触ざわりは微び妙みよう。

【悪熊の肉】……デビルベアーの肉。肉は焼くと硬かたくなるが、煮に込こむと非常に柔やわらかい。

【悪熊の血液】……デビルベアーの血液。魔道具のアイテムとして使用される場合もあるが、そのまま飲むこともできる。味はサッパリしており、鉄臭くささなどは一いつ切さいなく、スープの出だ汁しなどに使われることも。飲めば炎に対する耐性を獲かく得とくできる。



「おい、血液って……」

　手に入ったドロップアイテムは、ゴワゴワした大きい赤い毛皮に、謎なぞの草に包まれた大量の肉、そして大き目のビンに詰められた大量の血液だった。

「この炎の耐性ってのはよく分からないけど……食べられるんなら、今度料理に使ってみよう」

　普ふ通つうなら血液ってだけで忌き諱いするかもしれないが、俺は食えるって分かれば何でも食べていたからな。お金もないし。

　効果を確認して、アイテムボックスに放ほうり込むと、残りの物に視線を向けた。


【魔石：Ａ】……ランクＡ。魔力を持つ魔物から手に入る特殊な鉱石。

【炎のギター】……デビルベアーから手に入る、レアドロップアイテム。このギターで演奏すると、気分が高こう揚ようし、情熱的になる。使いこなせるようになると、炎を操あやつることができるようになる。



「魔石はともかく、ギターって……」

　いや、魔石もランクがＡってことには少し驚いた。

　レベルも高かったし、魔法も使ってきたから普通にＳランクくらいかと思ってたんだけど、ただレベルの高いＡランクの魔物だったのだろう。ゴブリン・ジェネラルと同じランクだし。

　そう考えると、Ｓランクの魔物ってどんな化物なのか想像もできないなぁ。

「まあいいや。魔石以上にこのギターの方がよく分からないし……」

　一応レアドロップアイテムってことらしいが、何な故ぜギター？

　ヘルスライムを倒したときのレアドロップアイテム【黒くろ月づきの首くび飾かざり】みたいに、アクセサリーとかの方が良かったんだけど……。

　それに、俺……楽器なんてリコーダーと鍵けん盤ばんハーモニカくらいしか使ったことないぞ。娯ご楽らくや趣しゆ味みで他の楽器を触さわるなんて余よ裕ゆう、なかったしな。

　つか、使いこなせるようになったら炎を操れるって書いてあるんだけど……魔法が使えるようになるってのとはなんか違ちがうみたいだし、どういうことなんだろうか？

「……まあ今の俺は少し余裕も出てきたからなぁ……本屋で初心者用のギター教本でも買って、練習してみるかな？」

　今まで趣味なんて持ったこともなかったけど、これを機に何か始めてみるのもいいかもな。

　そう思っていると、不意に目の前にメッセージが出現した。

『レベルが上がりました』

「お、レベルアップだ」

　やはり格上と戦うとレベルが簡単に上がるのだろう。その分、とても危険なわけだが。

　俺はすぐに自分のステータスを表示した。





【天上優夜】

職業：なし、レベル：２３５、魔力：５９００、攻こう撃げき力：７９００、防ぼう御ぎよ力：７９００、俊しゆん敏びん力：７９００、知力：５４００、運：８４００、ＢＰ：２００

スキル：《鑑かん定てい》《忍にん耐たい》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：７》《気配察知》《速読》《料理：５》《地図》《見切り》《弱点看破》《同化》

称しよう号ごう：《扉とびらの主》《家の主あるじ》《異世界人》《初めて異世界を訪おとずれた者》






「二つもレベルが上がってる」

　俺自身のレベルだけでなく、【真武術】もレベルが上がっていた。幸さい先さき良いな。

　取りあえず、ＢＰはそんなにないので、運に全部振ふりして、８６００になった。

「よし、それじゃあもう少し先にいきますか」

　諸もろ々もろの確認を済ませた俺は、再び森の奥へと足を進めるのだった。
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　優夜が森の探たん索さくをしている頃ころ、地球の芸能界では大変なことになっていた。

「おい、あの写真見たか!?」

「見た見た！　美み羽うちゃんと一いつ緒しよに写ってるヤツよね？」

「あの男の子は誰？　どこの事務所？」

「それがまったく分からなくて……」

　優夜とショッピングモールで一緒に撮さつ影えいをした美羽の所属する事務所では、とある話題で持ちきりだった。

　芸能界の情じよう報ほう網もうは侮あなどれず、美羽の事務所だけでなく他の事務所でも美羽と一緒に写る男性……つまり、優夜のことに関する話が飛び交かっている。

　まだ撮影から少ししか経過していないにもかかわらずだ。

　それは、美羽という売れっ子になり始めたモデルの写真というだけでなく、撮影したカメラマンの光ひかるもまた、芸能界では超ちよう有名な人間だったからだ。

「おい、あの男の子のことを調べろ！」

「名前は!?」

「スカウトマンは何してる!?」

「ウチで絶対摑つかまえるぞ！」

　優夜をスカウトしようと、様々なファッション関係の事務所が動き始めていた。

　しかし、一緒に撮影した美羽に事務所が優夜の名前を訊たずねても、そこは個人情報であり美羽は知らないことにしていた。カメラマンの光もまた、そういう事務所の考えなどに興味を持たない珍めずらしい人間であり、また美羽と同じ理由から優夜の名前を告げなかった。

　そのため、優夜の名前が事務所に知られることはなかったのである。

　この判断が果たしてよかったのか、美羽にも光にも、そして優夜自身にも分からない。

　だが、美羽も光も、優夜のことを思っての行動であり、優夜自身も今自分の話題が出ているなどとは夢にも思っていないため、あまり関係がなかった。

　それに、今の優夜は引きこもり気味である。

　外に出るのは、日用品が切れた時か、学校に行く時くらいであり、その日用品もこの間補ほ充じゆうしたばかりであるため、なおのこと遭そう遇ぐうするのは難しかった。

　今の優夜は、異世界で過ごすことが何よりも楽しく、よっぽどのことがない限りは異世界での探索はやめないだろう。

　────だが、優夜のことが世間に知られるのは、時間の問題だった。








第六章　新生活









　今日から晴れて『王おう星せい学園』の生徒として通うことになる。

　転校の手続きなんかがあるかと思っていたのだが、どうやら理事長がそちらにも手を回してくれていたらしく、俺がすることはほとんどなかった。本当に頭が上がらない。

　ともかくこれからあの『王星学園』に通えると思うと楽しみで仕方ないのだ。

　ただ制服は受け取ったものの、まだ教科書や体操服などは用意できていないそうなので、明日受け取るようになっている。

　それまでは隣となりの人に教科書を見せてもらい、体育は見学だな。

　そんなことを考えながら登校していると、『王星学園』の制服の生徒がチラホラと見え始めた。

「ね、ねえ、あれ……」

「昨日噂うわさになってた人!?」

「ちょっと……めちゃくちゃイケメンじゃない!?」

「すげぇ……どこのモデルだよ……」

「いや、あんなイケメンモデル見たことねぇぞ？」

　うーん……妙みように視線が集まってる。制服が似合ってないのかね？

　ちょっと心配になりながらも学園に着くと、まずは理事長室にいる司つかささんに挨あい拶さつしに行った。

　すると昨日と同じように柔らかく、優やさしい笑え顔がおで俺を出で迎むかえてくれる。

「おお、似合ってるじゃないか」

「そ、そうですか？　なんだか俺への視線が多かったので、てっきり似合ってないのかと……」

「うむ……君は自分に自信を持つことから始めた方がいいかもしれないね」

「え？」

「いや、何でもないよ。それより、今日からこの学園で生活を送ってもらうわけだが……昨日言った通り、明日にならないと教科書と体操服は用意できないんだ。すまないね」

「いえ！　大だい丈じよう夫ぶです」

「そう言ってもらえると助かるよ。明日の朝には用意しておこう」

「はい、ありがとうございます」

　必要な会話を済ませると、理事長と俺は少しだけ雑談をした。

　そしてそろそろ教室に向かわなきゃいけない時間が来ると、最後に理事長はこう言った。

「もし困ったことがあれば遠えん慮りよなく私に言いなさい。ただ、私が学園にいない場合もあるだろうから、そのときは娘むすめの佳か織おりに言ってくれ。話は通してあるから、大丈夫だよ」

「本当に何から何まで……ありがとうございます」

　俺は感謝の気持ちでいっぱいになりながら頭を下げた。

「気にしないで。さ、そろそろ教室に向かいなさい。これから君の新しい学園生活が待っているんだから」

「はいっ！」

　俺はもう一度一礼して、これから過ごす教室に向かうのだった。
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「────さて、改めてこのクラスで過ごすことになった天てん上じよう優ゆう夜やだ。昨日ぶりだが、みんな仲良くしろよー？」

『はい！』

　俺のクラスは昨日と同じで、亮りようや慎しん吾ご君は俺を見て笑え顔がおで手を振ふってくれた。

　……凄すごい。俺をちゃんと受け入れてくれる人がいるなんて……。

　今までとの扱あつかいの差に俺は泣きそうになりながらも簡単な挨拶をすませ、昨日と同じ席についた。

　そして隣の席の氷ひよう堂どうさんに改めて挨拶をする。

「氷堂さん、改めてよろしくね。それと、申し訳ないんだけど……明日にならないと教科書が用意できないらしくって、今日だけ見せてもらえないかな？」

「……ん、よろしく。それと雪ゆき音ねでいいよ。教科書のことも分かった」

「ありがとう！」

　本当に氷堂さん……改め雪音はいい人だ。今度何かの機会にお礼をしないとね。

　そんな風に考えながら、俺は新しいクラスで授業を受け始めるのだった。
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「スゲェ……」

　午後の授業。

　昼食を亮たちと食べ終えた後の授業は体育の時間だった。それも二限連続だ。

　お昼ごはんのあとって妙に眠ねむくなるから、こういう体を動かす授業はありがたい。

　でも、今日の俺は体操服がないため参加できず、見学していた。

　そんな俺の目の前では、亮がサッカーボールをドリブルでキープしたまま、何人もの生徒を抜ぬき去っていくシーンが繰くり広げられていた。ちなみに、慎吾君は亮と同じチームらしく、ゴールの前で佇たたずんでいる。うんうん、俺も運動が苦手だったからそのポジションにいたくなるの分かるなぁ。

「ちょっ！　誰だれか亮を止めろおおおっ！」

「いや、すでに三人でマークしてるんだけど!?」

「三人でダメなら五人でかかれっ！」

　すると五人もの生徒が亮一人に押し寄せるのだが、亮はその光景を見てニヤリと笑う。

「それは悪あく手しゆだぜ？　そらっ」

「「「げええええっ!?」」」

　何と亮はボールをかかとで蹴けり上げると、そのまま五人の頭上を通過させ、本人もそのボールを追って五人の間をスルリと抜けていった。

「いや……慎吾君が亮はすごいって言ってたけど……こりゃ冗じよう談だん抜きですごいわ……」

「だよねー。味方になった男子は一安心だろうけど、敵になった男子はもう必死だよー」

「え？」

　思わずといった様子で呟つぶやくと、それに声が返って来た。

　驚おどろいて声の方を向くと、そこにはポニーテールの活発そうな女の子がいた。

「あ、驚かせちゃった？」

「少し……えっと……？」

　同じクラスの人っていうのは分かるんだけど、名前がまだ憶おぼえられていない。

　それが相手にも伝わったようで、女の子は申し訳なさそうにしながら言った。

「ごめんごめん、名前が分からないか……私は風かざ間ま楓かえで！　よろしくね、優夜君」

「こっちこそ、よろしく。風間さん」

　俺がそう答えると、風間さんは苦笑いした。

「楓でいいよ！　私も優夜君って呼ぶし」

「そ、そうか？　分かった」

　よく考えればみんな下の名前で呼んでいいって……フレンドリーすぎるだろ。

　内心そう思っていると、他の女子たちも近くにやって来て、男子たちを応おう援えんしていた。

「頑がん張ばれー」

「いけいけー！」

「ほら、もっと走って！」

　その光景に少し驚きながらも俺は楓に訊きいた。

「女子は休きゆう憩けい中なの？」

「うん。だから女子はだいたいこうして男子の方を見に来るんだー。やっぱり男子の方は私たちと違ちがって迫はく力りよくがあるし！」

「なるほど……」

　楓の言葉に納なつ得とくして再びグラウンドに視線を移すと、女子がやって来たことで男子たちの士気が爆上がりして、見るからに動きがよくなった。分かりやすいな、おい。

「おっしゃあああああっ！　見てろよ！　俺の華か麗れいな足あし捌さばきを……！」

「いやいや、俺を見るべきだ！」

「それも大事だけどよ、そんなことより……」

『亮を絶対止めろッ！』

　するとさっきとは違い、ゴールキーパー以外の全員が亮を止めに向かっていった。

「うおっ!?　な、なんだなんだ!?」

「そのボールを寄よ越こせええええええ！」

「いや、奪うばうのは俺だああああああ！」

「どけどけ！　邪じや魔まだああああああ！」

　修しゆ羅らの如ごとく押し寄せる男子陣じんに、亮は顔を引きつらせていた。

「さ、さすがにこの数は捌けねぇ……！」

『もらったああああああああああああああ！』

　敵チームが雄おたけびを上げながら亮に突つっ込こんで行くと、亮は笑った。

「おいおい……サッカーは団体戦だぜ？」

『へ!?』

　亮は自分がキープしていたボールを仲間の一人にパスした。

『ああああああああ!?』

「お前らアホだろ……」

　キーパー以外、全員亮のもとに向かっていたため、敵のゴールまではがら空きだ。

　ボールを受け取った生徒は、サラサラの金きん髪ぱつのイケメンだった。

「フフフ……この僕がボールを受け取ったんだ。もはや君たちに勝ち目はない！　見ろ、僕の絶技を……！」

　彼は髪かみをかき上げた後、すごい力をためてボールを蹴った。────こちらに。

「へっ!?」

「おい、バカ野や郎ろう！　どこへ蹴ってやがるっ！」

　亮が思わずそう言うが、彼は呆ぼう然ぜんとしていた。

　しかしそんな間にもボールはすごいスピードでこちらに迫せまってきている。どんだけ力を込こめたんだ……。

　それはともかく、突とつ然ぜんの事態に近くにいた楓を含ふくむ女子たちは動くことができず、何人かは悲鳴をあげてその場にうずくまってしまった。

　それを見た俺の体は、気づけば自然と動いていた。

　俺はボールの直線コースにいた楓を庇かばうように立つと、そのまま飛んできたボールめがけてジャンピングボレーを決めた。

　飛んでるボールにもかかわらず、俺の蹴りは綺き麗れいに当たり、本来亮たちが狙ねらうゴールへ一直線に向かっていった。

　そして────。

「う、ウソだろ……」

「ご、ゴール……」

「マジかよ……」

　とんでもない速度で飛んでいったボールは、綺麗にゴールした。

　俺は難なく着地すると、後ろで呆然としている楓に声をかける。

「大丈夫？」

「……へ!?　え、あ、う……うん！　大丈夫！」

「そうか。それならよかった」

　いや、本当によかった。

　異世界に行ってから、劇的に身体能力が向上したおかげで女子たちに被ひ害がいが行くことなく収めることができた。

　前に美み羽うさんに絡からんできた男性の件も含めて、俺は結構強くなったのかな？　ともかく間に合ってよかった。

　咄とつ嗟さに動けたのも、デビルベアーとの戦いであの強きよう靭じんな腕うでを弾はじき返すときに蹴りを放った経験が大きいかもな。

　そのことに安あん堵どし、思わず笑みを浮うかべると楓は顔を赤くしていたが、すぐに顔を振って何かを思い出したように俺に訊いてきた。

「……ハッ!?　ゆ、優夜君！　それよりも今の動き何!?　あんな動き漫まん画がでしか見たことないよ!?」

「え？　う、うーん……何って言われても……やったらできたとしか……」

　最近、異世界で体の動かし方を学んでいる俺は、自分が想像する動きを再現できるようになっていた。まあかなり苦労したんだけどな。体は動くのに、俺の意識が追い付かなかったりとか。

　それにしても、楓がデビルベアーとの戦いの動きとか見たらどう思うんだろう。

　そんな会話をしていると、他の女子たちも俺にお礼を言ってくれる。

　すると俺たちのもとに亮がやって来た。

「悪い、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「うん、優夜君が守ってくれたからね」

「それなら良かった。てか、優夜本当にすごかったぞ。お前、何か部活入ってみてもいいんじゃないか？」

「えっ!?　優夜君、帰宅部だったの!?」

「ま、まあ……」

　今までクソデブで動くのがやっとでしたから。

「優夜君、そんなに筋肉があるように見えないけどねぇ」

「か、楓!?」

　少し昔の姿を思い出していると、楓が俺の腕やお腹なかを触さわってきた。

「わっ、すごい！　服の上からじゃ分からなかったけど、触ったらすごい筋肉あるね！　ガチガチでビックリした！」

「そ、そうかな？」

「そうだよー。私なんて陸上部で鍛きたえてるのに、中々筋肉つかないんだー。ほら、柔やわらかいでしょ？」

「うぇえ!?」

　完全に油断していた俺は、楓に手を誘ゆう導どうされ、そのまま楓のお腹に触ふれた。や、柔らかい……じゃなくて!?

「か、楓さん？　こう……男子に体を触らせるのはいかがなものかと思うのですが……」

「え？　あ……ご、ごめん！　無意識にやってたよ……」

　楓は急いで俺の腕を解放すると、顔を赤くしながら頭をかいた。

　いや、無意識にやってるのもどうかと思うんですけどね！　ちょっと無防備すぎると思います！

「あ、あの！」

　突然、俺たちに大きな声がかけられた。

　声の方に顔を向けると、さっきのサッカーボールを蹴った、金髪の男の子がそこにいた。

　どうしたのかと不思議に思っていると、彼は流れるような動きで土下座をした。

「すみませんでしたああああああっ！」

　あまりにも綺麗な土下座に一いつ瞬しゆん見み惚とれると、すぐに楓が声をかけた。

「いいよいいよ！　この通り怪け我がもしなかったんだし！」

「おお……許してくれるのか……！　僕は一生貴女あなたに尽つくします……！」

「え……それは嫌いやだなぁ……」

「ガッデム！」

　なんだか面おも白しろい子だな、彼。

　以前の高校では見たことのないタイプの生徒だが、普ふ通つうにいい子そうだった。

　そんな彼は立ち上がると、俺にも礼を言ってきた。

「さて……君には助けられたね。ありがとう」

「うん。まあ俺が対処できてよかったよ。次は気を付けてね」

「善処しますっ！」

　そう言うと、彼は思い出したように自己紹しよう介かいをした。

「あ、まだ名前を覚えてないだろうから、改めて。僕は一いちノの瀬せ晶あきら。【王星学園の貴公子】とは僕のことさ……！」

「いや、それ初耳なんだが……」

　亮が苦笑い気味にそうツッコんだ。

「この通り、晶はクセはあるが悪いヤツじゃねぇから。まあこのノリに慣れるまでしばらく時間はかかるかもしれねぇけどよ」

「何を言う。僕はいたって普通だよ？　ほら、この通り！」

　そう言って彼は髪をかき上げた。普通ならキザに見える行動なのかもしれないが、晶にはよく似合っている。すごいな。

　確かにクセは強いけどいい子そうだし……本当にこの学園は面白いな。前の高校じゃ考えられない。

　俺は改めてそう思うのだった。
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　体育の授業を終えた楓や他の女子生徒たちは、着き替がえるために更こう衣い室に向かった。

　するとそこではもう次のクラスの女子たちが着替え始めていた。

　その中には佳織の姿もあり、顔見知りの楓は着替えながら声をかける。

「あ、佳織さんだ！　もしかして佳織さんのクラスがこの後体育？」

「ええ。そちらはどうでしたか？」

　その言葉に楓は目を輝かがやかせた。

「聞いて聞いて！　転校生の優夜君、すごいんだよ！」

「え？　優夜さんですか？」

「そうそう！　今日の男子の授業ってサッカーだったんだけど、晶君が蹴けったボールが見学してた私たちの方に飛んできたんだー。そのボールがたまたま私に向かってきて、当たる！　って思ったら、優夜君がすごい動きでボールを蹴り返して、しかもそのままゴールに入れちゃったんだよ！　すごくない!?」

「す、すごい動きですか？」

　興奮気味に話す楓に佳織は困こん惑わくしながらもそう訊きいた。

　すると楓の隣となりで着替えていた雪音が体操服を脱ぬぎながら口を開く。

「……ん。楓の言う通り。アレは漫画とかアニメとか……そんな世界の動きみたいだった」

「だよねだよね!?　もう本当にすごかったんだから！」

「そんなにですか……」

「カッコよかったよねー」

「うんうん。なんていうか……【王子様】！　って感じじゃない？」

「あ、分かる！　雰ふん囲い気きとかそんな感じするよねー」

[image: ]

　楓や雪音に続いて他の女子生徒たちも口々に優夜のことを話し始めた。

　その様子を見て、佳織は無事に優夜がクラスに馴な染じめていることが分かり、安心した。

　すると楓はふとした疑問を口にした。

「優夜君、彼女いるのかなー」

「え!?　ゆ、優夜さん、彼女がいるんですか……？」

「あ、いや！　本当のことは知らないよ？　ただ、あれだけカッコいいとねー」

「あ……そ、そうですね」

　楓の言葉に焦あせった佳織は、その後の言葉に安あん堵どするも、今度は何な故ぜ安心したのか、その理由が分からずに首をひねった。

「あ、急がないと授業が始まっちゃうよ！」

「本当だ!?　話し込んじゃってごめんね！」

「いえいえ、気にしないでください」

「体育頑がん張ばってねー！」

　時計を見て、結構時間が経たっていたことに気づいた楓たちは急いで着替え終えると、そのまま更衣室を飛び出していく。

「……？　この気持ちは、なんなんでしょう……」

　今まで経験したことのない感情に、佳織はただ困惑するのだった。
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「……レクシア様が無事に帰き還かんいたしました」

「……なに？」

　アルセリア王国の中心部に存在する王都【モントレス】。

　そのモントレスの王城の一室で、一人の男が報告を受けていた。

「つまり、失敗したということか？」

「……そうなります」

「……何があったか、詳くわしく話せ」

「はっ……どうやら護衛である騎き士しどもからレクシア様を引き離はなすところまでは順調だったようですが、レクシア様が逃にげ込んだ先が……【大だい魔ま境きよう】だったようです」

「何？」

　フードの人物の言葉に男は眉まゆをひそめる。

「【大魔境】……なぜあの地に足を踏ふみ入れた」

「レクシア様自身【大魔境】とは知らなかったようで、任務を受けた者たちも深追いした結果……死んだようです」

「バカが……あの地の魔物どもは異常に強い。それを……待て、レクシアは生き延びたということか？」

「はい……どうやら我が同どう胞ほうの襲しゆう撃げきをしのぎ切った護衛の騎士たちが、レクシア様を保護したようです」

「……分からぬ。【大魔境】に足を踏み入れ、なぜレクシアだけ無事で我が刺し客かくたちだけ殺された？　魔物に襲おそわれたのではないのか？　それとも騎士どもが間に合い、刺客を殺したのか？」

「申し訳ありません。そこまでの情報は……」

「フン……使えぬな」

　申し訳なさそうに告げるフードの人物。

　男はそれを見下していたが、一いつ瞬しゆん目を見開くと、目の前で首こうべを垂れるフード姿の人物に鋭するどい視線を向けた。

「まさか……私の正体まで知られたとは言わんだろうな？」

「……断定はできませんが、その心配はないかと」

　男は豪ごう華かな椅い子すに腰こしを掛かけたまま、手にした酒に口をつける。

　そして目の前のフードの人物目掛けてグラスを投げつけた。

「っ」

「断定できない？　ふざけたことを吐ぬかすな。薄うす汚ぎたない孤こ児じであった貴様らを拾い上げ、育ててやったのは誰だれだ？」

「……殿でん下かでございます」

「ならば死んでも私の情報を口にするな。……ふん。いまだに兵士の一人も来ないことを考えると、今回に関してはバレなかったようだが」

　男の言う通り、レクシアを襲った人物たちの身元は確かく認にんされていなかった。

　それも判別不能なレベルでゴブリン・ジェネラルが彼らを殺したということもあるが、何より主あるじである男の情報を一言もレクシアに漏もらさなかったことも理由としてあった。

「だが今回の件で警けい戒かいが強くなるのは間ま違ちがいない。レクシア自身の強さなどたかが知れているが、付き従う騎士どもが厄やつ介かいだ。分かるか？」

「……はい」

「今回の失敗は貴様が思っている以上に大きい。私のミスが知られれば、私の地位を揺ゆるがすことにもなる……」

「……」

「……次だ。次の任務をしくじれば……貴様らに用はない」

「肝きもに銘めいじます……」

「ならばもうよい。下がれ」

「はっ」

　するとフードの人物は闇やみに溶とけるようにその場から消えていった。

　男は椅子にもたれかかると、忌いま々いまし気に呟つぶやく。

「汚けがれた血が……貴様の存在が、王家に……私にとって邪じや魔まなのだ。次こそは必ず殺してやる……」

　その呟きは闇に吞のみ込まれた。
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　場所は変わり、レクシアはアルセリア王国の王城にある自室のベッドで休んでいた。

　そんなレクシアのもとに中年騎士────オーウェンがどこか心配そうな表情で訊く。

「失礼します、レクシア様。お加減はいかがですか？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ」

　レクシアが謎なぞの集団に襲われてから無事に王都まで戻もどって襲撃の件を報告したのだが、謎の集団に関する大きな情報もなかったため、国王は大きく動くことができなかった。

「……本当にいいのですか？」

「……ええ。お父様にこれ以上心配させたくないもの。私はこうして無事だから、それで十分よ」

　これ以上訊いても仕方ないと悟さとったオーウェンは、改めてレクシアに訊く。

「レクシア様。あの【大魔境】で何があったか話していただけますか？」

「目が覚めた時にも軽く言ったけど、あの集団が誰の手の者なのかとかさっぱり分からなかったわよ？　それに、その集団を殺したのはゴブリン・ジェネラルだし……」

「そこが不思議なのです。私たちが駆かけつけた時には、ゴブリン・ジェネラルの姿は見当たりませんでした。状じよう況きようから考えるに、レクシア様だけ見み逃のがされたとは考えにくいですし……」

「そう言われても……」

　そこまで言いかけて、レクシアは思い出した。

　今までゴブリン・ジェネラルに襲われたショックと疲ひ労ろうで記き憶おくも朧おぼろ気げだったのだが、とある青年の姿が脳のう裏りをよぎった。

「そういえば……！　私、男の人に助けられたのよ！」

「男の人？」

　オーウェンは不思議そうな表情を浮うかべる。

「ええ、私と同い年くらいだったわ」

「レクシア様と!?　ではまだ成人したばかりのような年ねん齢れいでゴブリン・ジェネラルを倒たおしたと……」

　オーウェンはレクシアの言葉に心の底から驚おどろいていた。

　オーウェンでさえ、ゴブリン・エリートを一人で討とう伐ばつするのがやっとであり、その上のゴブリン・ジェネラルを討伐するなどとても考えられるものではなかった。

　しかも、オーウェンはこのアルセリア王国だけでなく、他国にも名が知られるほどの実力者である。

　日本とは異なりこの国では十五歳で成人として認められており、オーウェンより実力がはるかに上の存在が、そんな年若い青年にいるとはとても思えなかった。

　だがレクシア自身、自分の言葉がどれだけ常識からかけ離れているか自覚していたからこそ、すぐに否定の言葉を口にした。

「で、でも私の見み間ま違ちがいや、絶望による幻まぼろしに決まっているわ」

「いえ、それはないでしょう」

「え？」

　まさか否定されるとは思ってもみなかったレクシアは、思わず声を出す。

「実は、私たちがレクシア様の気配を感知した時、レクシア様の近くにもう一つ気配があったのです。ですが、その気配は何な故ぜか綺き麗れいに消えたので、私自身も勘かん違ちがいだと思っていたのですが……」

「じゃ、じゃああの人は本当に……」

「ええ。何者かは分かりませんが、確かに存在したのでしょう。それで、どのような御ご仁じんだったのですか？」

「えっと……綺麗な黒くろ髪かみ黒目で……なんていうか、異国の貴族みたいな人だったわ」

「黒髪黒目ですか。確かにこのアルセリア王国では珍めずらしい……しかも他国の貴族となると少々面めん倒どうなことになるかもしれませぬな」

「面倒なこと？」

「……いえ、何も分からぬ今、憶おく測そくでモノを語るのは止やめましょう。ただその青年がどういう理由で姿を消したのかは分かりませぬが、敵意や害意はなさそうですし、今のところ大きく警戒する必要はないでしょう」

　オーウェンとしては、これ以上レクシアを狙ねらうような人間が増えるのは歓かん迎げいできなかった。

　だが、あの状況下でレクシアを殺さなかったことを考えると、安易に敵対者と断定するのは早計だと考え、他の貴族たちと同じ警戒をすることを内心で決意した。

　そんな決意をしているとは知らず、レクシアは窓の外を眺ながめ、ため息を吐ついた。

「あれは誰だったのかしら……もう一度、会えたら……」

　レクシアは再び小さなため息を吐いた。

「助けてもらったわけだし、早くお礼を言わなくちゃ！」

「は!?」

　オーウェンはレクシアの言葉に思わずそんな声を上げると同時に、嫌いやな予感がした。

　そしてその予感は的中した。

「決めたわ！　もう一度、【大だい魔ま境きよう】に向かいましょう！　そうすればあの人にまた会えるかもしれないわ！」

「れ、レクシア様!?　それは危険です！　また刺客に襲われるやも……」

「大丈夫よ。私たちが行くのは【大魔境】よ？　誰も追って来ないわ」

「その【大魔境】に問題があるのです！　とても危険なのは身をもって体験したばかりでしょう!?」

「ええ。でも貴方あなたがいれば大丈夫でしょう？」

「私といえども【大魔境】は大変危険な場所なのです！　第一、陛下に何とおっしゃるつもりですか!?」

　オーウェンは確かに強いが、その強さが【大魔境】で通用するかといえば、話は変わってくる。

　実際、ゴブリン・エリートならまだしも、ゴブリン・ジェネラルに襲われでもしたら対処は不可能である。

　それ以前に、襲われたばかりの愛まな娘むすめを国王が送り出すとは思えなかった。

「大丈夫よ！　私が説得するわ。それに、王族が助けられてお礼も言えないなんて……私は直接会ってお礼が言いたいの！」

「で、ですが……！」

「もう決めたことよ。そうと決まれば、早さつ速そくお父様のところへ行くわよ！」

「あ、お待ちください、レクシア様……！」

　結局、オーウェンにレクシアを止めることはできず、レクシアは父である国王に直じか談だん判ぱんしに行くのだった。




　　　　＊＊＊




　優夜の知らぬところで話が進行する中、日本の世間ではとある人物の話題で持ちきりだった。

「ねぇ、今月の【CutieBeauty】見た!?」

「見た見た！　あの美羽ちゃんの隣となりにいた男の子って誰!?」

「なんか一いつ般ぱんの人らしいけど……超ちようカッコイイよね！」

　────そう、優夜がモデルの美羽と撮さつ影えいした写真が使われたファッション誌が発売されたのだ。

　人気急きゆう上じよう昇しよう中のモデルである美羽が載のっているというだけあって、若い女性を中心に多くの購こう読どく者しやがいるのだが、彼女たちはその雑誌内で美羽とツーショットで写っている優夜に目を奪うばわれていた。

「あの撮影って近くのショッピングモールだったはずだけど……ここら辺の人なのかな!?」

「私たちと同い年っぽいし……高校生とか？」

「えー!?　だとすると同じ高校の子が超羨うらやましいんだけど！」

「私、彼のファンになっちゃったかも……」

「ていうか、この笑え顔がおヤバくない？　カメラマンも腕うでよすぎでしょ！」

　購読者は優夜を知らない人だけでなく、もちろん知っている人もいる。

「え……これって優夜君!?」

「ウソ、マジで!?」

「彼が噂うわさの編入生？」

「そうそう！　同じクラスなんだけど、超カッコいいのよ！　この間の体育なんかすごかったんだから！」

「え、ちょっとその話詳くわしく教えてよ！」

「こんなイケメンが存在してたなんてねぇ……正直、テレビで見るどのアイドルや俳優さんよりイケメンじゃない？」

「あ、それ私も思った！」

「いや、比べるまでもないでしょ！」

　同じ『王星学園』の人間にも当然のように知れ渡わたっていたのだが、優夜の話題はとある場面でも────。

「────美羽ちゃん！」

「あ、光ひかるさん！　おはようございます」

「おはよう。優夜君と撮影した雑誌、今すごい売れてて、注文が殺さつ到とうしてるらしいわ！」

「ええ!?　そ、そうなんですか!?」

　優夜が撮影を共にした美羽や光の間でも優夜の話題が再び出たのだ。

「ええ。私もそこそこ長くカメラマンやってるけど、ここまで雑誌が売れたのは初めてよ」

「すごいですね、優夜さん……」

「何言ってるのよ。美羽ちゃんの人気もさらに上がってるのよ？　社長がたくさん仕事が入って来たって高笑いしてたわよ……」

「あ、あはははは……」

　二人が所属する事務所の社長を想像し、美羽は思わず苦笑いを浮かべた。

「でも本当にすごいわよねぇ、優夜君。たった一回の撮影でここまで世間を騒さわがせちゃうんだもの……どう？　美羽ちゃん。今のうちに優夜君にアタックしてみたら？」

「ええ!?　そ、そんなの無理ですよ！　確かに優夜さんはすごく優やさしいし、あの男性モデルの方に絡からまれたときも助けてもらいましたけど……あんなにカッコいいんだから、もう彼女さんがいると思いますよ」

「あら、そんなの分からないじゃない。でもあそこまでいい子はそうそういないんだから、チャンスがあればアタックしてみなさいよ」

　美羽は光の言葉に反応しようとしたが、光はそのまま立ち去ってしまったので言葉をひっこめた。

「まったく、光さんは……でも、本当に優夜さんに彼女がいなかったら────」

　優夜の知らないところで、どんどん話が大きくなっていた。

　明日、学校へ向かう彼がどんな目に遭あうのか……彼は、まだ知らない。
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『王星学園』に通い始めて少し経たったが、なんだかいつも以上に視線を多く感じた。

　それも、視線を向けてくるのは女の子たちが多い。

「ちょ、ちょっと！　アレ、雑誌の人じゃない!?」

「え、ウソ!?　ってあの制服『王星学園』のヤツじゃないのよ！」

「写真で見るよりカッコよくない!?」

「ありがたや～ありがたや～」

　何故か俺を見て拝んでる人もいる。俺の後ろに誰だれかいるの!?　ナニソレ怖こわい!?

　すると、視線を向けてきていた女の子の一人が俺に話しかけてきた。

「あ、あの！」

「はい？」

「握あく手しゆしてもらえませんか!?」

「ええ!?」

　あ、握手？　何？　これ。どういう状じよう況きよう？

　まったく意味の分からない状況に困こん惑わくしていると、他にも周りで俺を見ていた女の子たちが一いつ斉せいに押しかけてきた。

「わ、私もお願いします！」

「あ、ズルい！」

「写真撮とってもいいですか!?」

「是ぜ非ひお友達から……！」

　いや、本当にわけが分からないんだけど!?

　もしかして……誰かと勘かん違ちがいしてない？

　それ以外に俺に見ず知らずの人が握手求めてくる理由が思いつかなかったので、俺は急いで断った。

「す、すみません！　多分誰かと勘違いしてます！　お、俺……もう行くので！」

「あ！」

　いきなり知らない人に囲まれるような状況にちょっとした恐きよう怖ふを感じながら、俺は逃にげるように学園へと向かった。

　廊ろう下かを歩いているときもなぜか俺を見てヒソヒソと話す人が多く、俺の中の疑問は膨ふくらむばかり。ホント何？　……もしかしてチャック全開!?　……いや、そんな人間に握手求めるのはおかしいだろ。

　一応自分のズボンを確かく認にんするが、特に変なところはなかった。俺自身が変だと言われたら終わりなんですけど。

　結局何も分からないまま教室に着いて自分の席に座ると、楓が興奮気味にやって来た。

「あ、優夜君、優夜君っ！　おはようっ！」

「おはよう。元気だね？　何かあったの？」

「私はいつも元気だよ？　ってそれよりもコレ！」

「え？」

　突とつ然ぜん楓が俺の机に一冊の雑誌を置いた。

「ここ！　このページ！　美羽ちゃんと一いつ緒しよに写ってるの、優夜君だよね!?」

「あ、本当だ。本発売されたんだ……」

　以前、ショッピングモールでモデルの美羽さんと撮影した時の写真が一面に載っていたのだ。

　……ただ、この写真いつ撮られたんだ？

　雑誌に載っていたのは、俺と美羽さんがベンチで楽しそうに談だん笑しようしている様子。

　でも、光さんの指示でポーズをとったりしたときに、こんなシーンは……あ。

　美羽さんとモデルとか職業のことについて話してるときに撮られたのかぁ……だからあの後撮影がなかったんだ。

　それにしても……この写真の俺は自然に笑えているので、結果的にはよかったのかな？

　他に撮られた写真も使われているが、ベンチでの写真が一番大きく見開きで使われていた。

　一人で雑誌を眺ながめながら納なつ得とくしていると、楓が小さく息を吐はいた。

「はぁ～……その様子じゃ本当に優夜君なんだね……この写真、すごくいいよ～」

「本当？　ありがとう。でもカメラマンさんの腕がすごく良かったんだよ。それに美羽さんもすごいし……」

「いやいやいや！　あの美羽さんと一緒に写ってる優夜君も劣おとらずにすごいからね!?」

　楓がそう言ってくれるが、撮影現場を見てればそうも言えないだろう。俺、顔も体もガチガチに緊きん張ちようしてたし。

　すると楓は急に頰ほおを膨らませた。

「でもこれ、少し近づきすぎじゃない？」

「え？」

　楓の指した写真は、撮影の時に美羽さんが抱だき付いてきたやつだった。

「仕事だってことは分かるけど……二人は付き合ってるの？」

「ええ!?　ち、違うよ！」

「ふーん……そっかぁ……まだ付き合ってないんだ……」

「？」

　慌あわてて否定すると、楓はどこかホッとした様子を見せた。

　楓と話している間も、他の子たちからたくさん視線を向けられていた。

「見て見て、優夜君よ！」

「写真もカッコいいけど、やっぱり生は違うねぇ」

「はぁ……カッコいいとは思ってたけど、まさか人気モデルの美羽ちゃんと並んで撮影されるほどだとは思わなかった……」

「でも優夜君ってすごく優しいし、亮君たちと話してる姿とか見てると何な故ぜか和なごむのよねぇ」

「その話詳しく！」

「え、な、何？　怖いんだけど……」

　教室内でも視線を向けられるから、楓みたいに雑誌を見た子が多いのかな？

　というより、この雑誌を見た人が登校中に握手を求めてきたりしたのか！

　でもたった一回の撮さつ影えいでここまで影えい響きようあるものなのか？　別に俺は美羽さんのようなすごいモデルってワケでもないし……握手するなら美羽さんでしょ。

　そんな会話をしていると、亮と慎吾君が登校してきて、俺を見つけるや否いなやすごい勢いで飛んできた。

「おい、優夜！　お前すごいことになってるぞ！」

「すごいこと？」

「ああ、なんかテレビで取り上げられてたぞ！」

「へ？」

　亮の言葉に俺は間ま抜ぬけな声を出すことしかできなかった。

　俺が……テレビ？

「いやいや、何の冗じよう談だんだ？　俺テレビに出た記き憶おくないんだけど……」

「ほ、本当だよ。人気急きゆう上じよう昇しよう中のモデル、美羽さんと一緒に写ってる男性は誰なんだって……」

「…………マジ？」

「マジマジ。ほれ」

　亮は動画サイトに上げられているニュースの一部を、スマホで俺に見せてくれた。

『────それにしても、美羽ちゃんと一緒に写ってる男性は誰なんでしょうね？』

『突とつ然ぜん現れた超ちよう新星って感じでしょうか？』

『ええ。あの容姿もそうですが、写真からでも伝わるあのオーラ！　アイドルや俳優の方とは少し違いますが、あの気品は誰もが醸かもし出せるものではありませんよ。それも新人どころかただの一いつ般ぱん人じんだなんて信じられません！』

『これまで何の騒ぎにもなっていないのが不思議なくらいですね！』

『各業界人も期待を寄せているそうですよ？』

『それはすごいですね！』

　俺は動画を見て啞あ然ぜんとしてしまった。

　これ……本当に俺のこと？　別の人じゃなくて？

「……優夜の様子を見る限り、本人だけ知らなかったんだな……」

「え、そんなことってあるの？」

「で、でも優夜君、完全に固まってるよ……」

　未いまだに理解が追い付いていないが、俺は今朝けさのできごとを思い出した。

「……だから今朝、あんなにいろんな人から見られたし、話しかけられたんだ……」

　やっぱりな。変だと思ったんだ。

　別にあの雑誌一冊に影響力がないとは思わないけど、それでもあんなに多くの人から声をかけられるような事態になるとは考えにくい。

　だがこんな風にテレビで取り上げられたんなら、話は大きく変わってくる。

　呆ぼう然ぜんとスマホの動画を見つめていると、楓が興奮気味に教えてくれた。

「すごいよ！　今女の子の間じゃ優夜君の話題で持ちきりなんだから！」

「そんな俺なんかの話題で盛り上がらなくても……何もない俺なんかじゃなくて、活かつ躍やくしてるアイドルとかいるだろうし……そもそも何で俺なんかで？」

　俺がそう言った瞬しゆん間かん、三人は虚きよを衝つかれたような表情を浮うかべていた。

「え？　どうしたの？」

「え、えっと……優夜？　今の言葉、本気で言ってるか？」

「うん」

　光さん、本当にすごいなぁ。ベンチでの写真以外も、俺をカッコよく撮ってくれてるし。

「ゆ、優夜君……自己評価すごく低くない？」

「そうかな？　妥だ当とうだと思うけど……」

　皆みんなが言うように、容姿はよくなったと思う。でも、俺が俺自身を好きになれないのだ。

　容姿が変わっても、前の容姿が脳内に焼き付いて離はなれないし、何度あんな体をやめたいって思ったか分からない。

　同じ血が流れてるはずの陽よう太たや空そらは容姿に恵めぐまれていたのもそれを増長させていた。

　だからこそ、俺は俺のことがそんなに好きじゃないんだ。

　……まあ以前とは違って、『完全に嫌きらい』から『そんなに好きじゃない』に多少ランクアップしたんだけどね。これも異世界でレベルアップしたおかげだ。

　少しずつ自信をつけられればいいけど、いきなり持ち上げられても信じられないし、すぐに自分を好きになるなんてできない。

　少し暗い表情を浮かべていると、亮が真しん剣けんな表情で俺に言った。

「優夜。過去に何があったか知らないけど、お前がお前を認めないでどうするんだ？」

「え？」

「だから、もっと素す直なおに自分に自信持てよってこと！」

「……自信持ってもいいのかな？」

「いいに決まってんだろ？　なあ？」

「よく分からないけど……いいんじゃない？」

「よく分からないんじゃあよくねぇだろ……」

「亮君、細かいことは気にしない！」

「ぼ、僕も手伝うよ。自分に自信を持てないのは、僕もよく分かるからさ」

　……本当にこの学園は温かい人でいっぱいだな。

　三人の言葉に、俺は心が温かくなるのだった。








第七章　勇気の一歩









「……」

　授業中、俺はぼんやり窓の外に意識を向けていた。

　今朝の亮りようたちの言葉に、色々考えさせられたのだ。

　……自信を持っていい、か……。

　先生の話を上の空で聞きながら、機械的にノートに黒板の内容を書く。

　……ダメだ、今は授業中だし、ちゃんと話を聞かないといけないんだけど……集中できない。

　外をボーっと眺めていると、グラウンドでは別のクラスが体育の授業をしていた。よく見ると、佳か織おりの姿も見える。

　そんな授業風景を眺めていると、偶ぐう然ぜん佳織と目が合い、佳織は小さく俺の方に手を振ふった。

　俺も思わず手を振り返したが、今は授業中だと思い出し、すぐに意識を黒板に戻もどそうとした時だった。

「────なっ!?　お前たち、一体何なんだ!?」

　突然グラウンドが騒さわがしくなった。

　その騒ぎは俺たちの教室にまで届き、俺だけでなく他の生徒も気づく。

「なんだなんだ？」

「どうしたの？」

　皆が窓の外を見ると、そこには派手な見た目の男性たちが、バイクでグラウンドを走り回っていた。その数は優に数十人もいる。

　しかも、どのバイクも基本二人乗り状態で、手には釘くぎバットやら物ぶつ騒そうなモノが握にぎられている。

　グラウンドで授業をしていた生徒たちはパニック状態になり、先生が必死になだめているが、いつの間にかその生徒の周囲を派手な男性たちが取り囲んだ。

「なんだお前たちは!?」

「うるせぇ、黙だまってろ！」

　注意をしようと近づいた体育の先生に、男性の一人が容よう赦しやなくバットを振るったが、先生も体育の教師なだけあり、その攻こう撃げきを何とか避よける。

　すると職員室から何人も先生がやって来た。

「お前ら、自習してろ」

　俺のクラスも、先生はそう告げると急いで教室から出ていった。

　とはいっても、やはり外が気になって自習どころじゃないので、全員窓まど際ぎわに押し寄せた。

「何!?　何が起きてるの!?」

「あれ？　あの鬼おにのマーク、どこかで見たような……」

「あ、あれって【レッドオーガ】のマークじゃない!?」

「【レッドオーガ】!?」

　その言葉に俺は過か剰じように反応した。

　何な故ぜなら、そのグループは、前の高校で俺を虐いじめていた荒あら木きの所属している不良グループだからだ。

　そんな……なぜ【レッドオーガ】が!?

　グラウンドで先生方が不良たちを必死に説得しようとしている様子を呆然と見ていると、その不良たちの中に、知っている人物がいた。

「な……陽よう太た……空そら……？」

　不良たちの後ろに、笑えみを浮かべて立っている陽太と空の姿を見つけた。

　しかも、よく見ると荒木を筆頭に俺を虐めていた他の面々もその場にいるのだ。

　ますますわけが分からず呆然としていると、周囲を不良に囲まれているというのに佳織が毅き然ぜんとした態度で訊きいた。

「私たちの学園に何の御ご用ようでしょうか？　生あい憎にく、父は今学園にいませんが……」

「何の御用？　もちろん、滅め茶ちや苦く茶ちやにするために決まってるでしょう？」

　すると佳織の問いに答えたのは、不良の誰だれかではなく、陽太だった。

「貴方あなたは……」

「ああ、僕たちのことを覚えていたんですね。エリート様には忘れられたと思ってましたよ。でも覚えているなら話は早いですよね？」

「……こんなことをして何になるのですか？　警察もすぐに来ます。どうしてこんなことを……」

「でも来るまでは何もできないですよね？　こちらの方がそこの先生方より人数も多いですし……何より、こちらには貴方たちという人ひと質じちもいるんですから」

「っ！」

　陽太の言うように、先生たちは十数人しかおらず、とてもじゃないが【レッドオーガ】全員の相手はできないだろう。

　事実身動きの取れない先生と佳織たちを前に、陽太は嫌いやらしい笑みを浮かべた。

　そんな陽太に、不良の中でも特に筋肉質な男が声をかけた。

「おい陽太、いい加減やっちまっていいか？　サツが来るとめんどくせぇ。目的がそこの女なら、ソイツだけ攫さらっちまってもいいだろ？」

「そうですね……本当ならクソ兄貴にも用があったんですが、まあいいでしょう。じゃあその人だけ連れて帰りましょうか」

「ひゅぅ！　帰ったら派手にやろうぜ！」

「っ！」

　目をギラつかせた男が、佳織を捕つかまえようと距きよ離りを詰つめ始めた。

　それを止めようと先生方が動こうとするが、他の不良に牽けん制せいされ、なおかつそいつらが他の生徒たちに危害を加える動きを見せたために迂う闊かつに動けなかった。

「ちょっ！　さすがにまずくねぇか!?」

「で、でもどうすれば……」

　亮や他の生徒もさすがに不味まずい状じよう況きようだと感じるも、不良たちが恐おそろしく中々動けない。

　俺も……正直怖こわい。

　虐められてきた記き憶おくがフラッシュバックして、今も体が震ふるえているのだ。

　だが俺が震えている間にも佳織に不良たちが近づいているのだ。

　俺は……俺は……。

「？　おい、優ゆう夜や……大だい丈じよう夫ぶか？」

「顔色悪いよ？」

「ほ、保健室に行った方がいいんじゃない？」

　震える俺を見て、亮たちが心の底から心配した様子を見せる。

　そんな扱あつかいを受けて、俺は自分が恥はずかしくなった。

　ただただ震えて動けない俺なんかを、ここまで心配してくれるなんて……。

　これじゃあ、レベルアップする前と何も変わらないじゃないか。

　その時、俺は朝の亮の言葉を思い出した。

　……今の俺はどうしたって自分に自信を持てない。いや、持ちたくない。

　目の前で佳織が連れていかれそうになってるのに、俺は怖くて動けないのだ。

　こんな俺を見て、おじいちゃんは何て言うかな？

　初めて佳織と会った時は、怖くても声を出した。

　あの時は結局カッコよく助けることもできず、ただ一方的にボコボコにされるだけだった。

　でも……今の俺よりは、まだ胸を張れる存在だったはずだ。

　こうして体は強くなったのに、心は弱くなっているなんて……それこそ、おじいちゃんにも、異世界にも……何より昔の俺自身に申し訳が立たねぇ。

　すぐに自信を持つことはできないけど……それでも、いつか自信がついた時に、胸を張っていたい……！

　ならどうする!?

　そんなの────。

「へ!?　優夜!?」

「おいおいおいおいおい!?」

　そう考えた時、俺の体は動いていた。

　窓枠わくに足をかけると、俺はそのまま飛び降りた。

「うおおおおお!?　何してんだ!?」

「優夜君!?　ここ四階だよおおおおお!?」

　俺の行動に目が飛び出しそうになりながら、窓から身を乗り出して亮と楓かえでが叫さけんだ。

　だが、俺は四階から無傷でグラウンドに着地した。

「大丈夫かよ!?　優夜！」

「大丈夫！」

「ああ、それならよかっ────ってそうじゃねぇ！　おい、何してんだ!?」

「ちょっと止めに行ってくる！」

「そんなコンビニ感覚で!?」

　亮たちには悪いと思いながら、俺は急いで佳織たちのもとに向かった。

「────陽太、空……！」

「ゆ、優夜さん!?」

「……クソ兄貴」

「なんだ、探す手間が省けたじゃない」

　俺がやって来たことで、先生方も佳織も、そして陽太たちも驚おどろいていた。

　すると、荒木が笑みを浮うかべて陽太に訊いた。

「おい、陽太ぁ。コイツ、俺がやってもいいか？」

「ええ。適度に痛めつけて、とりあえずそこの女と一いつ緒しよに連れて帰りましょうか」

「へへへ……久しぶりだなぁ、クソ野や郎ろう。お前のムカつく顔を今すぐぐちゃぐちゃにして、あの頃ころの顔に戻してやるよ」

「……」

　荒木はそう言いながら、他の俺を虐めていた面々で俺を囲んだ。

　それぞれの手には金属バットや木刀が握られている。

　……以前の俺なら、震えているか、ただ一方的にやられるだけだっただろう。

　でも、異世界でレベルアップして、俺は成長したんだ。

　もう荒木たちは怖くない。今の俺なら、佳織たちも助けられる……！

「んじゃあ……まず一発殴なぐられてろ……！」

　金属バットだというのに、何のためらいもなく俺の頭目め掛がけて荒木はフルスイングしてきた。

　それを見て、周囲の先生や生徒たちから悲鳴が上がる。

　だが、俺の内心には全く別の感情が浮かんでいた。

　……あ、あれ？　お、遅おそくない？

　大きな決心をした直後なのに、その攻撃を前に思わず呆ほうけてしまった。

　そういえば撮さつ影えいの時に美み羽うさんに絡からんできた男性モデルが元ボクサーって話だったけど、全然強くなかったんだよな。

　あの時も結局、異世界の魔ま物ものに比べたら全然だったわけだ。

　今もあの男性モデルの時より危機的状況だというのに、やはり異世界の魔物たちと比べると、荒木の攻こう撃げきが脅きよう威いに感じられなかった。

　えっと……取りあえずこの攻撃受けても無事で済みそうだけど、理由を知らない人から見ればそうじゃないだろうし……まともに受けるのは不味いよなぁ。

「よっ」

「ああ？」

　素す直なおに体をずらして避よけると、荒木は避けられると思ってなかったのか一いつ瞬しゆん目を見開くと、すぐに不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる。

「テメェ……クソ野郎の分際で何避けてやがんだ！」

「あ、当たりたくないから……」

「あ？　舐なめやがって……避けられたのは偶ぐう然ぜんだ。今すぐその生意気な態度をとれないようにしてやるよ……！」

　そのままデタラメに金属バットを振ふり回す荒木だが、どれも俺にはかすりもしない。

　ゴブリン・ジェネラルのような驚異的な威い力りよくがあるわけでもなく、ましてや長年積み重ねてきた技がそこにあるわけでもない。

　ただただ適当に振り回すだけの攻撃は、当たるはずがなかった。

「クソクソクソクソおおおお！　避けんじゃねぇよぉ！」

「あ、荒木？　俺たちも行くぞ！」

　荒木の様子に困こん惑わくしていた他の不良たちも一いつ斉せいに襲おそい掛かってくるが、数が増えても結局、誰の攻撃も俺に当たることはなかった。

　荒木以外の不良たちも別に特別な武術を修おさめてるわけでも、超ちよう人じん的なステータスを持っているわけでもないからな。

　それどころか……。

「おらあっ！」

「あが!?」

「あ、荒木！　何やってんだよ!?」

「ああ!?　そ、ソイツが近づくのが悪いんだろ!?」

　俺に当たるんじゃなく、味方に当たっていた。

　わざと同士討うちさせるような位置に移動してみたけど、案外いけるもんだなぁ。異世界でもこの技術は使えそうだ。

　あれだけ怖かった荒木たちだが、攻撃を避けてるうちに恐きよう怖ふ心しんがすっかり消えてしまった。

　恐怖心がなくなれば、あとは異世界で戦ったときと同じようにすればいい。周囲のモノを利用して、自分に有利に動けばいいだけだ。今回はその利用する対象が他の不良たちだったというわけだ。

　同士討ちや攻撃の空振りで体力が尽つきてきた荒木たちを見て、佳織に迫せまっていた筋肉質の男が苛いら立だたし気に叫ぶ。

「何やってんだテメェら！　もういい……おい！　お前が行ってこい！」

「うす」

　荒木たちを押しのけてやって来たのは、まるで力士のような男だった。

　ドレッドヘアに大量のピアス、その大きさは他の不良たちとは比べ物にならない。

「ハハハ！　ソイツはあまりにも凶きよう暴ぼうで相撲業界から追放されたヤツでなぁ……おい、とっととその男をぶっ飛ばせ」

「というわけで、運が悪かったなぁ、兄ちゃん。おら、眠ねむってな！」

　お相撲さんのような巨きよ漢かんは、鋭するどい平手打ちを俺に放ってきた。

　だが……。

「おっと」

「は？」

　俺はその手首を摑つかみ、平手打ちを止めた。

「こ、この！」

　渾こん身しんの平手打ちを止められた巨漢は、もう片方の手で平手打ちを繰くり出してきた。

　それに対して俺は、摑んでいた手を離はなすと平手打ちを手で払はらった。

「ハッ！」

「ぐあっ！」

　軽く払っただけなのだが、圧あつ倒とう的なステータスの差があるため、予想以上に相手が反動を受けていた。

「こ、この野郎……！」

　平手打ちを払われたことによる反動で一度距きよ離りをとった巨漢は、怒いかりの形相で俺に体当たりを仕し掛かけてきた。

　もし、巨漢の相手が一いつ般ぱん人じんだったのなら、俺は一いち撃げきで遠くに吹ふき飛ばされていただろう。

　それどころか、そのままマウントポジションを取られて酷ひどい目に遭あっていたかもしれない。

　だが、今の俺は真正面からその体当たりを受け止めるも、その場から一歩も動くことがなかった。

「ぐ、ぐぎぎぎぎぎぎ!?」

　地面を削けずりながら俺を突つき動かそうとする巨漢。

　それでも動く様子がない俺を見て、筋肉質な男は苛立ちを見せた。

「おい！　何やってやがる!?　ふざけてねぇでぶっ殺せ！」

「う、うす！　……ぐぅぅぅぅ!?　な、何で動かねぇんだよ……!?」

　さらに力を込こめたようだが、俺の様子は一いつ切さい変わらない。

　……すごいな。まさかデビルベアーやゴブリン・ジェネラルとまともに打ち合ってきた結果、こうして一般人相手じゃ力負けすることがなくなってるとは……。

　俺を必死に吹っ飛ばそうとする巨漢を見ながらのんきにそんなことを思うのだった。

　とはいえ、いつまでもこのままってわけにはいかないので、俺は巨漢の体に手を回すと、軽く持ち上げてみた。

「ほっ！」

「うああああああああ!?」

　めちゃくちゃアッサリと持ち上がった。

　あまりの軽さに思わず片手で持ってみるも、重さは全く変わらなかった。

　その軽さに俺は思わずボールを軽く投げるような動作をしてみる。

「ぐおおおおおおおおお!?」

　ポーン、ポーンと片手で弄もてあそばれる巨漢は、絶対にありえない状じよう況きように絶ぜつ叫きようしていた。

「俺の筋力どうなってんだ……？」

「た、助けてええええええええ！」

「あ」

「ぎゃあああああああああああああああああ!?」

　俺の掌てから逃のがれようと巨漢が暴れまわった結果、俺は巨漢の制せい御ぎよを失い、巨漢は勢いよく遠くの方へ飛んでいった。

　すると巨漢はかなりの高さから地面に落ちて、そのまま目を回して気絶した。

　その光景に、皆みんなが絶句している。いや、俺も驚いてる。

　俺、確かに強くなったなぁとは思ってたけど、地球じゃここまで非常識な強さになってたのかよ……。

　人一人を、まるで野球ボール感覚で投げられるとか、意味が分からなさすぎる。

　でもここまでの筋力を手に入れても、異世界じゃまだまだ力負けしそうになるんだから本当にヤバいよね。もっと強くならないと。

　掌を握にぎったり、開いたりして感かん触しよくを確かめていると、正気に返った筋肉質の男が焦あせったように叫さけんだ。

「て、テメェら！　先公どもより先にソイツを今すぐ片付けろ！」

『は、はい！』

「おおう……」

　先生方を牽けん制せいしていた他の不良たちが俺を標的にして集まってきた。

　……これ俺から手を出したりするのはアウトだよね？　巨漢であれだったし……何より、警察のお世話になるのは困る。いや、今更かもしれんけど。

　というわけで、同士討ちをしてもらいます。

「ぐえ!?」

「おい、邪じや魔まだ！」

「お前こそ邪魔だって────ぐはぁ!?」

　位置取りを慎しん重ちようにしながら不良の攻撃をギリギリで避け続け、少しずつ人数を減らしていく。

　でも数が減って同士討ちの頻ひん度ども減って来たので、そろそろ俺も直接動かないとダメだろう。

「～～～！　もういい、テメェらは引っ込んでろ！　俺がやる！」

　ついに耐たえ切れなくなったのか、リーダーであろう筋肉質な男が俺に向かってきた。

「テメェ……よくも俺たち【レッドオーガ】を舐めてくれたなぁ!?　陽太とか関係なしにテメェをぶっ殺してやるよ……」

　逆立った金きん髪ぱつに、巨漢と同じくピアスだらけ。右みぎ腕うでには炎ほのおかなにかのタトゥーが彫ほられており、羽織っている黒色のジャケットの背中には、赤色の鬼おにのマークが描えがかれていた。

　指を鳴らしてそんな物ぶつ騒そうなことを告げた筋肉質な男は、俺の顔面目め掛がけて拳こぶしを突き出した。

「おらっ！」

「はっ！」

　俺はそれに対し、男の拳を逸そらすように掌で受け流した。

「チッ……この野や郎ろう……！」

　するとさすがに不良グループのリーダーだけあり、今までの不良たちとは段だん違ちがいの速度で連続で殴なぐりかかってきた。

　その一撃一撃が、一般人相手ならかなりのダメージになることが予測できる。

　だが俺は、それをすべて掌で受け流しきった。

「クソがッ……何か格かく闘とう技ぎをやってやがるな!?」

　本当は格闘技を習ったわけではなく、古本屋で見つけた様々な武術の本を読み、異世界で実戦して自分の力にしたのだが、そんなことを言っても相手には信じてもらえないだろう。言う必要もないけど。

「いい加減に沈しずみやがれ……！」

　今まで連続の殴おう打だを繰り出してきたリーダー格の男は、突とつ然ぜん鋭するどい蹴けりを俺のこめかみ目掛けて放ってくる。

　俺はそれをしっかりと避けながら、あることを考えていた。

　……異世界の魔物は本能的に戦ってくるけど、人間相手だとやっぱり勝手が違うな。

　本能的な攻こう撃げきはそれはそれで予測できなかったりするが、今の男の攻撃などはフェイントが混ぜられたりしており、人間ならではの駆かけ引きが絡からんできている。

　よく観察していると、目の前の男も恐おそらく何かしらの格闘技をやっているのが動きから想像できた。

　魔物との実戦経験はあるが、対人戦の経験が少ない俺は、筋肉質な男を相手にその経験を少し積ませてもらっていた。

　古本屋で買った武術の本の中には、他流試合などではその流派の技わざを見て盗ぬすむと書いてあるヤツもあり、俺も使うかは別にして男の動きを覚えていった。

「こ、コイツ!?」

　俺のじっと観察するような視線に何かを感じたのか、男はさらに激しく攻撃を加えてきて、殴打や蹴りの他に組み技も食らわせようとしてきた。

　だが、そのすべてを無傷で回かい避ひし、そして俺はその動きを目に焼き付ける。

「クソ野郎がああああああああ！」

　正攻法じゃ絶対に勝てないと悟さとったのか、男は地面の土を摑み上げると、俺の顔目掛けて投げてきた。

　それにより、俺の視界が奪うばわれ、ほんの一いつ瞬しゆんだがその男に隙すきを見せてしまう。

「くたばりやがれええええ！」

　その一瞬を筋肉質な男は見み逃のがさず、俺の顔面目掛けて今までで一番の一撃を繰り出してきた。

　だが、その攻撃に俺の体は反応し、その一撃を受け流すような体勢を取りながら、そこから背負い投げの要領でそのリーダー格の男を投げ飛ばした。

「あが!?」

　激しく地面に叩たたきつけられる男。

　そして俺は休む暇ひまを与あたえず、男性モデルに殴りかかられた時と同じようにそこから男の腕うでを背中に回し、身動きが取れないように固定した。

「くっ!?　今すぐそこからどけ！」

　男は完全に腕を固定され、身動きが封ふうじられている中、必死に俺の拘こう束そくから逃れようとするが、俺の体は少しも動かない。

　するとちょうど警察がやって来て、他の先生方と一いつ緒しよに不良たちが次々と拘束されていった。

「て、テメェ！　放せ！」

「クソがッ！」

　警察の人たちに拘束されながらも悪態をつき続ける不良たち。

　俺が拘束していた筋肉質な男も警察官に引き渡わたし、連行されようとしていた。

「そ、そんな……あの【レッドオーガ】が……」

　目の前で拘束されていく不良たちを見て、陽太も空も顔色を悪くする。

　こうしてほとんどの不良たちが拘束され、一安心かと思ったときだった。

「クソクソクソ……陽太あああああああ！　テメェのせいで……！」

「ひぃ!?」

　警察に拘束されかけていた【レッドオーガ】のリーダーであろう筋肉質な男は、力任せに拘束から抜ぬけ出し、そのまま陽太目掛けて突撃する。

　そしてその気き迫はくに腰こしを抜かして動けなくなった陽太の胸むなぐらをつかみ上げた。

「お前がこんなことを計画しなけりゃ俺たちがこんな目に遭うことはなかったのによぉ……！　テメェだけは絶対に許さねぇ……」

「や、止めて……！」

「ちょ、ちょっと！　陽太を放しなさいよ！」

「うるせぇ！　テメェも同罪だ！」

「ひっ！」

　陽太を解放させようと空が男に突つっかかるも、筋肉質な男の気迫に完全に萎い縮しゆくしてしまった。

　そして男は、血走った眼めを陽太に向ける。

「もういい。ここでテメェを絞しめ殺して、そこのクソ女も同じように殺してやるよ！」

「ああああああ！　嫌いやだ嫌だああああああ！　だ、誰だれか！　誰か、た、たす、助け……！」

　顔中をぐちゃぐちゃにして泣き叫ぶ陽太の首に筋肉質な男は手をかけた。

　警察が何とか止めようとするが、他の不良たちも拘束されながらも再び暴れ始め、人手が足りなくなっている。

　そして男が陽太の首を絞めようとしたその瞬間、気づけば俺の体は動いていた。

「放せ」

「あ？」

「あ……兄貴……？」

　俺は男の腕を摑つかみ、そのまま陽太の首から引きはがす。

「ぐっ!?　な、なんだ、この力は!?」

　必死に抵てい抗こうするリーダー格の男だったが、俺の力には敵かなわず、そのまま陽太から離はなれた。

　俺もその男を陽太から引きはがすと、素す直なおにその腕を離す。

「ガハッ！　オエッ！」

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　激しくむせる陽太の背中をさすり、俺はそう声をかけた。

　すると陽太は俺を呆ぼう然ぜんと見て呟つぶやく。

「ど、どうして……どうして俺を……」

「どうしてって……まあ、弟だからな」

「っ!?」

　俺の言葉を受けて、陽太は酷ひどくショックを受けたようだった。

「てめえええええええええ！　この俺の邪魔をするんじゃねぇえええええ！」
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　そんな俺と陽太のやり取りもお構いなしに、筋肉質な男は陽太を殺そうとまっすぐに突撃してくる。

　でも────。

「……やっぱり、家族は見捨てられねぇよ」

「なっ!?　ガハッ!?」

　俺は一瞬で男との距きよ離りを詰つめ、そのまま無防備な腹に蹴りを放った。

　手加減しているとはいえ、レベルアップした俺の肉体から放たれる蹴りの威い力りよくはすさまじく、筋肉質な男の背中から衝しよう撃げきが突き抜け、空中に浮うかんだままの筋肉質な男に追撃するように、俺は空中で回し蹴りを放った。

　すると男は数メートルほど吹ふっ飛とび、地面に落ちると白目をむいて気絶した。

『……』

　一連の流れの後、その場は静まり返った。

　そして────。

『うおおおおおおおおお！』

　校舎から歓かん声せいが上がった。

「すげええええええ！」

「何あの動き!?　ヤバくない!?」

「てか一度も不良の攻撃当たってねぇよな!?」

「いや、体育の時に運動神経すごいなぁとは思ったけど、ここまでだとは……」

「俺、人があんなふうに吹っ飛ぶところ初めて見たぜ！」

　今までの騒そう動どうをずっと窓から見ていた生徒たちが、口々に俺の行動について語り合う。

　それを見ていると、佳織が駆け寄ってきた。

「優夜さん！　大丈夫ですか!?」

「あ、うん。大丈夫だよ。佳織の方こそ、大丈夫だった？」

「え？　あ、は、はい！　大丈夫です！」

　ざっと佳織の全身を眺ながめるが、怪け我がは特になさそうだった。

　よかった……後こう悔かいする前に、ちゃんと助けることができて……。

　心の底から安あん堵どしていると、佳織も緊きん張ちようの糸が切れたのか、その場に崩くずれ落ちそうになる。

　俺は慌あわててそれを受け止めると、佳織は恥はずかしそうに笑った。

「大丈夫か!?」

「えへへ、すみません……ホッとしたら、力が抜けちゃいました」

「兄貴……」

　そんなやり取りをしていると、陽太と空が沈んだ表情で俺のもとにやって来る。

　それを見た佳織が俺を守るようにまた立とうとするが、俺はそれを制した。

「優夜さん？」

「大丈夫だよ」

　安心させるように佳織に笑いかけると、俺は陽太たちに向き合った。

「兄貴……どうして俺なんかを……俺は兄貴を散々虐いじめてきたのに……」

「……確かに、俺はたくさん辛つらい目に遭あったよ。俺より優ゆう秀しゆうな二人を見て、何度も心が挫くじけそうになった。それでも……やっぱり家族が困ってたら、助けなきゃって……そう思ったんだ」

　本当に他人から見れば俺はどうしようもないお人好よしだろう。

　今までのことを考えれば、普ふ通つうは助けないかもしれない。

　俺も、陽太たちを許したわけじゃない。

　おじいちゃんをバカにしたことは絶対に許せないし、今まで俺が受けてきた色々なことを考えれば……色々と暗い感情が浮かんでくる。

　ただ、それでも……。

　どんなに周囲から甘いと言われても、これが俺なんだ。

　俺には家族を見捨てることができなかったんだ。

　俺の言葉を受けた陽太は、目を見開くと涙なみだを流した。

「俺……俺……！　ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　泣きじゃくる陽太の横で空も涙ぐんでいると、警察の人がやって来て、陽太たちを連れていった。

　それを見送っていると、佳織が気き遣づかうように訊きいてくる。

「……よかったんですか？」

「え？」

「優夜さんはあの二人のせいで辛い経験をしたはずです……ですから……」

「……うん。確かに色々あったし、俺も許したわけじゃないよ」

「……」

「でも……いいんだ。これが俺だからさ」

「あ……そうですね」

　俺の言葉に何かを感じた佳織は一いつ瞬しゆん驚おどろくと、すぐに笑えみを浮かべた。

　そして少し悪戯いたずらっぽい笑顔に変える。

「そういえば……また助けられちゃいましたね」

「え？　あー……今度はちゃんと助けられたかな？」

「今回だけじゃありません。前の時も、優夜さんはちゃんと助けてくれました。優夜さんは私のヒーローです！」

　佳織の言葉に思わず赤面しながらも、俺は本当に動いてよかったと……心の底から思うのだった。
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　────あれからすぐに騒さわぎは収まった。

　不良たちも全員警察の人に拘こう束そくされ、警察署に連れていかれた。

　今回の騒ぎの原因は、やはり陽太と空が『王おう星せい学園』へ入学できないと知ったから起こしたものらしい。

　荒木を含ふくむ【レッドオーガ】の面々は元々素行に問題があったため、高校を退学させられたうえで少年院へと送られたが、陽太たちは佳織にも多少は責任があるということで、退学まではいかなかった。それでも内ない申しん書しよや成績には大きく響ひびくだろう。

　結構大きな騒ぎだったが、理事長のおかげか、マスコミ関係で特別困るようなことはなかった。

　理事長と言えば、仕事の関係で不良たちが来た時はちょうど学園におらず、事件が解決してすぐに戻もどってきて、今回の件でまた佳織が危険な目に遭あったと分かると、前と同じようにたくさん感謝してくれた。

　また何かお礼をするって言ってくれたけど、学園に通わせてもらってるだけでありがたいんだけどな……と恐きよう縮しゆくするしかなかった。

　何はともあれ、最終的に怪け我が人にんなく済んだわけだが……翌日、俺は学園に行くのが少し怖こわかった。

　キッカケや経緯はどうであれ、あんなふうに人を簡単に蹴けり飛ばしたり、投げ飛ばしたりしたのだ。

　だから、優やさしいみんなから少しでも恐きよう怖ふの視線とか向けられるかもと考えると……とても怖いのだ。

　そうこう考えているうちに教室に着いてしまう。

　憂ゆう鬱うつな気分のまま、恐おそる恐る教室の扉とびらを開くと────。

「お、優夜！　昨日はスゲェ心配したんだぜ？」

「優夜君！　どこも怪我ない？　大丈夫？」

「み、見てるだけでハラハラしたよ……」

「え？　え？」

　いきなり詰め寄ってきた亮たちを前に、俺は困こん惑わくするしかなかった。

　そんな俺に他のクラスメイトたちも笑顔で声をかけてくれた。

「優夜君、昨日はすごかったよ！」

「あんなにたくさんの不良相手に無傷どころか圧勝だなんて……本当にすごいよ！」

「ていうか、あの大きな男の人、片手で持ち上げてなかった!?　あれどうやったの!?」

「そもそも四階から飛び降りてたよね!?　本当に大丈夫なの!?」

「優夜君！　ぜひとも合気道部に来ないかい!?」

「いやいや、柔じゆう道どう部でしょ！」

「お前ら、あの蹴りを見てないのか!?　ここは我がテコンドー部だろ！」

　俺に対する接し方はどれも優しく、明るい。

　俺は勝手に皆が怖がるかもしれないって思ってたけど、俺が思ってる以上に皆は優しくて、温かかった。

　異世界でレベルアップする前はこんなこともなかった。

　異世界だけが俺の心を安らかにしてくれると勝手に思ってたけど……そうじゃない。

　俺はレベルアップをして、こうして優しい人たちと出会うことができた。

「みんな、ありがとう！」

　────レベルアップは、俺の人生を変えたのだった。
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　────とあるオフィスビルの一室。

「ついに見つけたわ……天てん上じよう優ゆう夜や……！」

　一人の女性が、机の上に広げられた数々の優夜の写真を前に、不敵に笑う。

「ここまでの逸いつ材ざい、放ほうっておくわけにはいかないわよねぇ？」

　そう呟つぶやきながら女性は立ち上がると、部下の一人を呼んだ。

「黒くろ沢さわ！」

「お呼びですか、社長」

「仕事よ。この青年にコンタクトをとって頂ちよう戴だい」

「かしこまりました」

　部下が出ていくのを見送ると、女性は笑みを深める。

「彼を手に入れるのは私よ……！」

　そんな女性を見て、この部屋に招かれていた二人の人物────光ひかると美み羽うが困惑した表情を浮かべた。

　光も美羽もなんとか優夜のことを隠かくそうとしたが、結局隠し通すことはできなかったのだ。

「社長……優夜君を見つけてどうするつもりですか？」

「どうするも何も、彼を私の事務所に引き入れるのよ。今人気急きゆう上じよう昇しよう中の美羽と優夜君がいれば、ウチはもっと大きくなるわ！」

「でも……優夜さんの気持ちも考えないと……」

　控ひかえめだが、自分の意見を告げた美羽に、女性は驚おどろいて目を見開いた。

「おかしなことを言うわね？　芸能界に入れるチャンスなのよ？　これを断る人間なんているわけないじゃない」

　絶対的な自信をもってそう告げる女性に、美羽だけでなく光も何も言えなくなった。

「ふふふ……天上優夜……早くこの目で確かく認にんしたいわ……」
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　場所は変わり、地球で優夜との接せつ触しよくを図はかろうとする人物が現れているころ、アルセリア王国ではとある噂うわさが流れていた。

「なあ、聞いたか？」

「おう、レクシア様のことだろ？」

「そうそう。前回の視察で何かあったらしいが、その関係で【大だい魔ま境きよう】に行くんだってよ」

「不思議だよなぁ。【大魔境】って言えば冒ぼう険けん者しやでさえ近寄らねぇ場所なのによ。強い魔物がいるだけで、霊れい薬やくの素材があるわけでもねぇし……」

「それが、何でもその【大魔境】に人が住んでるらしくって、その人物にレクシア様が会いに行くらしいぜ？」

「はあ!?　あんな場所に人が住んでんのか!?　つか、何で会いに行くんだよ？」

「そこまでは分からねぇが……もしそんな人間がいるんなら、とんでもねぇ変わり者だよなぁ」

　優夜が知らぬ場所で、確実にその存在は噂されていくのだった。
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「さて、今日も異世界に行こうかな」

　陽よう太たたちの事件から少しして、俺は久しぶりに異世界に行くことにした。

　あの森の探たん索さくを続けてはいるが、ゴブリン・ジェネラルの時のような異世界人には出会えてない。

「……ま、そのうち会えるだろ」

　いつかはあの森の外に出て異世界を観光したいと思いながらも、食事などを済ませて異世界に行く。

　昔の俺なら遭そう遇ぐうしただけで死ぬような魔物を相手に、俺は戦いを挑いどんでいた。

　それは俺が強くなったからであり、まだまだ強くなれると思った俺が、この世界で過ごしていくための力をつける修しゆ行ぎようでもあった。

「ハアッ！」

「グオオオオ！」

　だからこそ、道中でブラッディ・オーガに遭遇した俺は、最初のころとは大きく変わり、積極的に戦いに行っていた。

　全力で踏ふみ込み、地面に大きな亀き裂れつを作りながら【全ぜん剣けん】を振ふるうと、ブラッディ・オーガは何とか抵てい抗こうしようとその強きよう靭じんな腕うでを振るってきた。

「ハアアア！」

「グガアアアアアア！」

　だが、その腕を俺は斬きり飛ばし、その勢いを殺さず飛びあがり、頭からブラッディ・オーガを一刀両断した。

　難なく着地すると同時にブラッディ・オーガは光の粒りゆう子しとなって消えていった。

「ふぅ……ん？」

　倒たおしたブラッディ・オーガのドロップアイテムを回収していると、【気配察知】のスキルに反応があった。

　だが、その反応は一つではなく、たくさんある。

「なんだ？」

　気配の正体が気になった俺は【同化】で自分の気配を消しながら移動し、遂ついに目的の場所に辿たどり着くと────。

「ガアアアアッ！」

「グオォォォ！」

「クソッ！　ゴブリン・エリートの群れに遭遇するなんて……！」

「本当にこの森はどうなってやがるんだ!?　一体出現するだけでも危険だっていうのに……！」

「口を動かすな！　なんとしてでもレクシア様をお守りするのだ！」

　なんと、四体ものゴブリン・エリートと、以前この森で見かけた兵士たちが戦っているところだった。

　その中でも中年騎き士しは一体のゴブリン・エリートを一人で相手にしているが、他の兵士たちは同じようにはいかず、今は何とか持ちこたえているようだがすぐにでも押し負けそうだった。

　正直兵士たちの所属は分からないし、敵か味方かも分からないけど、助けないわけにはいかないよな……。

　俺は【同化】を発動させたまま一体のゴブリン・エリートに近づくと、そのまま【全剣】で首を刎はね飛ばした。

「え!?」

「い、一体何が……」

　ゴブリン・エリートを攻こう撃げきしたことで【同化】のスキルが解除されたが、俺はそれを気にすることなく流れるように二体目のゴブリン・エリートの心臓に【全剣】を突つき立てた。

「ガアアアアア！」

　すると正気に返ったもう一体のゴブリン・エリートが攻撃を仕し掛かけてきたが、俺は冷静にその動きを見切り、振り下ろされた大剣スレスレに体をズラすと、そのまま相手の腕に沿うように懐ふところへ入り込み、【全剣】で首を斬り飛ばした。

「す、スゲェ……」

「何がどうなってんだよ……」

「あれがレクシア様の言ってた人物か？」

　最後の一体を相手にしようと視線を向けると、なんと中年騎士がちょうどとどめを刺さしたところで、俺の助力はいらなかったようだ。

　さて……これからどうしよう？

　とっさに助けたのはいいけど、俺はこの人たちをよく知らないし……しかも兵士たちも何となく俺を警けい戒かいしているようにも見えるし……。

　何となく声がかけにくく、このまま立ち去ってしまおうかと考えていると、中年騎士が声をかけてきた。

「すまない、君のおかげで助かった。ありがとう」

「え!?　あ、いや、気にしないでください。たまたま通りかかっただけですから……」

「そうか……しかし、まさか本当にいるとは……」

「はい？」

　中年騎士は腕を組んで考え込むような様子を見せると、他の兵士たちもヒソヒソと話し始めた。

「ほ、本当にいたんだな……」

「じゃあ彼が？」

「そうだろ、実際にあの数のゴブリン・エリートを一人で倒したわけだし……」

「レクシア様とそう歳としは変わらなさそうだな……」

「それよりも、あの身なりと雰ふん囲い気き……どこかの貴族か……？」

「えっと？」

　そんな兵士たちを見て困こん惑わくしていると、兵士たちの間から一人の少女が出てきた。

「あ！」

　その少女は、以前ゴブリン・ジェネラルに襲おそわれていた女の子で、あの時は泥どろだらけだったのが今は見み違ちがえるほど綺き麗れいな姿になっている。

　そんな女の子は俺の姿を見ると目を見開き、そして────。

「あ、あの！」

「は、はい!?」

「────結けつ婚こんしてください！」

「…………………………はい？」

　とんでもないことを言い放ったのだった。








あとがき









　このたびは本書をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　作者の美み紅くと申します。

　この作品はＷｅｂ小説投とう稿こうサイト「カクヨム」に投稿しており、そのサイトで開かい催さいされたコンテストの現代ファンタジー部門で大賞をいただき、こうして書しよ籍せき化することができました。

　Ｗｅｂで投稿されている内容から大きく加筆修正を行っており、Ｗｅｂ上の内容よりもかなり完成度が高くなっているかと思います。

　この作品を書いていく中で、今まで意識していなかったことや新たな発見が多く見つかり、作家として少しだけ成長できたかなと思います。

　現在、大学四年生となった私は、来年で大学を卒業することになり、夢を叶かなえるための準備をしている最中です。

　そのためＷｅｂの方も更こう新しんしなければと思いながらも中々時間が取れず、読者の皆みな様さまには大変申し訳なく思っております。

　出来る限り、早く更新できるように頑がん張ばります。

　最後に、この場を借りて関係者の方々に感謝を申し上げたいと思います。

　カクヨムＷｅｂ小説コンテスト選考委員の皆様。大賞をいただいた時、本当に嬉うれしかったです。私の作品を選んでくださり、ありがとうございました。

　担当編集者様。慣れない打ち合わせや、作品をよりよくしていくためのたくさんのアドバイスのおかげで、こうしてＷｅｂの時以上に完成された作品にすることができました。誠にありがとうございます。まだまだ不慣れなところもあり、お手を煩わずらわせることもあるかと思いますが、お付き合いいただけますと幸いです。

　桑くわ島しま黎音れいん様。キャラクターたちをカッコよく、そして可愛かわいく描かいてくださり、本当にありがとうございます。イラストをいただいた時、本当に感動しました。これからもよろしくお願いいたします。

　そしてこの作品を読んでくださる読者の皆様。拙つたない部分が多くあるかと思いますが、少しでも面おも白しろいと思ってもらえるよう、精しよう進じんしていきたいと思います。

　また、お会いできるのを楽しみにしております。


美紅





















異い世せ界かいでチート能力スキルを手てにした俺おれは、現げん実じつ世せ界かいをも無む双そうする




～レベルアップは人じん生せいを変かえた～
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